
 

Instructions for use

Title 集合財産担保に関する基礎的考察（５）　－日独諸制度の横断的比較－

Author(s) 池田, 雅則

Citation 北大法学論集, 46(5), 145-213

Issue Date 1996-01-31

Doc URL http://hdl.handle.net/2115/15635

Type bulletin (article)

File Information 46(5)_p145-213.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/about.en.jsp


論

説
集
合
財
産
担
保
に
関
す
る
基
礎
的
考
察

1

1

日
独
諸
制
度
の
横
断
的
比
較
ー
ー

目

次

問
題
の
所
在

第
一
章
序第
一
節
問
題
の
所
在
と
論
文
の
ね
ら
い

第
二
節
対
象
と
す
る
範
囲
と
そ
の
順
序

第
二
章
前
提
問
題
と
し
て
の
物
概
念

序

(
五
)

池

田

雅

則
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説百命

第
一
節
わ
が
国
に
お
け
る
集
合
物
概
念

第
一
一
節
ド
イ
ツ
に
お
け
る
集
合
物
概
念

第

三

節

小

括

第
三
章
ド
イ
ツ
の
集
合
財
産
担
保

序第
一
節
集
合
動
産
担
保
法
理
の
展
開
動
産
を
中
心
と
す
る
集
合
財
産
の
担
保
化

序第
A

款
譲
渡
担
保
に
よ
る
集
合
財
産
の
担
保
化

第

二

款

登

録

質

権

に

よ

る

集

合

財

産

の

担

保

化

(

以

上

、

第
一
一
節
従
物
法
理
の
展
開
不
動
産
を
中
心
と
す
る
複
合
財
産
の
担
保
化

序第
一
款
切
の
切
の
立
法
理
由
お
よ
び
そ
の
編
纂
過
程

第

二

款

従

物

責

任

(
N
5
S
C「
宮
片
口
口
問
)
に
関
す
る
学
説
と
裁
判
例
の
状
況

第

三

款

ま

と

め

第
三
-
節
小
括

第
四
章
日
本
の
集
合
財
産
担
保

序第
一
節

北法46(5・146)1278

(
以
上
、
四
五
巻
四
号
)

四
五
巻
五
号
)

以
上
、
四
六
巻
一
号
)

集
合
動
産
譲
渡
担
保
の
効
力

-
わ
が
国
に
お
け
る
動
産
を
中
心
と
す
る
集
合
財
産
の
担
保
化

序第
一
款

第
二
款

第
三
款

ま「集
と附合
め加物
」概
s、
-"品、
分の
離再
」生

とと
集集
t、A
口口

動動
産産
譲譲
渡 i度
担担
保保
の
有
効
'1生

以
上
、
四
六
巻
四
号
)



集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

抵
当
権
と
従
物

l
不
動
産
を
中
心
と
す
る
複
合
財
産
の
担
保
化

第
二
節
序第
一
款

第
二
款
序一
裁
判
例
の
展
開

二
学
説
の
展
開

第
三
款
「
分
離
」
に
関
す
る
裁
判
例
お
よ
び
学
説

第
四
款
ま
と
め

第
三
節
民
事
特
別
法
に
お
け
る
集
合
財
産
担
保
の
効
力

む
す
び

民
法
典
の
編
纂

「
附
加
」
に
関
す
る
裁
判
例
お
よ
ぴ
学
説

以
上
、
本
号
)

第
二
節

抵
当
権
と
従
物

l

不
動
産
を
中
心
と
す
る
複
合
財
産
の
担
保
化

序

本
節
で
は
、
わ
が
国
の
民
法
典
、
に
お
け
る
主
要
な
担
保
手
段
の
一
つ
で
あ
る
抵
当
権
を
と
り
上
げ
る
。
こ
こ
で
の
課
題
は
、
と
り
わ
け
、

担
保
目
的
物
で
あ
る
不
動
産
に
動
産
が
附
加
し
、
ま
た
は
、
分
離
す
る
場
合
に
、
抵
当
権
の
効
力
が
そ
の
動
産
に
ど
の
よ
う
に
及
び
、
ま
た

は
、
及
ば
な
く
な
る
の
か
を
、
民
法
典
の
編
纂
と
判
例
学
説
の
展
開
と
を
通
じ
て
、
整
理
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
民
法
典
は
、

jヒ法46(5・147)1279



説

「
分
離
」
の
場
合
の
抵
当
権
の
効
力
に
関
す
る
条
文
を
有
し
て
い
な
い
の
で
、
民
法
典
の
編
纂
に
関
し
て
は
、
「
附
加
」

の
場
合
に
限
定
し

た
検
討
を
行
な
う
。

乞也
ロ問

第
一
款

民
法
典
の
編
表

序

民
法
典
は
、
附
加
す
る
物
に
対
す
る
担
保
権
の
効
力
に
つ
い
て
の
条
文
と
し
て
、
三
七

O
条
お
よ
び
八
七
条
を
設
け
て
い
る
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー

ド
が
起
草
し
た
い
わ
ゆ
る
旧
民
法
典
に
お
い
て
は
、
三
七

O
条
に
対
応
す
る
の
が
債
権
担
保
編
二

O
O条
で
あ
り
、

八
七
条
に
対
応
す
る
の

が
財
産
編
入
条
、
九
条
、

一
五
条
お
よ
ぴ
四
一
条
二
項
で
あ
る
。
こ
れ
ら
各
条
項
の
内
容
や
系
譜
に
つ
い
て
、
順
次
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ

、つ。

旧
民
法
典

債
権
担
保
編
二

O
O条

(2) 

旧
民
法
典
の
債
権
担
保
編
二

O
O条
に
対
応
す
る
旧
民
法
草
案
一
七

O
六
条
は
、
抵
当
権
が
当
該
不
動
産
の
「
増
加
又
ハ
改
良
」
に
及
ぶ

と
規
定
し
た
。
ボ
ア
ソ
ナ

l
ド
に
よ
れ
ば
、
こ
の
規
定
は
、

フ
ラ
ン
ス
民
法
典
二
二
三
二
条
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、

さ
ら
に
そ
れ
を
詳
し

北法46(5・148)]280



(
3
)
 

く
し
た
も
の
で
あ
る
。
ボ
ア
ソ
ナ

l
ド
は
、
こ
の
規
定
の
う
ち
増
加
改
良
が
無
償
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
抵
当
権
が
及
ぶ
の
は
当
然
で
あ

る
と
す
る
。
他
方
、
増
加
改
良
が
債
務
者
の
出
捕
に
よ
る
場
合
に
は
、
他
の
債
権
者
を
犠
牲
に
す
る
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
正
当
な
場

合
も
あ
る
の
で
、
他
の
債
権
者
を
害
す
る
場
合
を
除
い
て
、
抵
当
権
者
の
保
護
を
優
先
し
た
と
い
う
。

(
4
)
 

法
律
取
調
委
員
会
に
お
い
て
は
、
土
地
抵
当
権
が
建
物
に
及
ぶ
の
か
、
ま
た
、
建
物
抵
当
権
が
増
築
部
分
に
及
ぶ
の
か
が
問
題
と
な
っ
た
。

(5) 

す
な
わ
ち
、
原
案
は
、
更
地
に
設
定
さ
れ
た
抵
当
権
が
設
定
後
に
建
築
さ
れ
た
建
物
に
及
ぶ
と
す
る
構
想
を
示
し
て
い
た
の
に
対
し
て
そ

(
6
)
 

れ
を
否
定
す
る
見
解
が
主
張
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
土
地
の
み
に
設
定
さ
れ
た
抵
当
権
が
当
初
存
在
し
な
か
っ
た
建
物
に
及
ぶ
道
理
が
な

い
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
建
物
抵
当
権
の
場
合
の
不
動
産
の
増
加
ま
た
は
改
良
に
つ
い
て
は
、
法
律
取
調
委
員
会
に
お
い
て
、
増
加

と
し
て
建
増
を
、
改
良
と
し
て
障
子
の
張
替
え
や
畳
の
表
替
え
を
想
定
し
た
議
論
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
改
良
部
分
に
つ
い
て
は
、

抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
す
る
こ
と
に
異
論
は
な
か
っ
た
が
、
増
加
部
分
に
つ
い
て
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
す
る
こ
と
に
は
、
議
論
が
あ

集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

そ
の
根
拠
を
当
時
の
実
務
に
お
け
る
取
り
扱
い
に
求
め
、
ま
た
、
当
事
者
の
合
意
に

(
7
)
 

よ
っ
て
効
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
ら
不
都
合
は
生
じ
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
抵
当
権
の
効
力
を
肯
定
す
る
論
者

(8) 

は
、
建
物
に
抵
当
権
を
設
定
し
て
も
増
築
部
分
が
公
売
の
対
象
に
な
ら
な
い
の
は
不
都
合
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
の
後
の
審
議
に
お
い
て

(
9
)
 

は
、
文
言
が
一
部
変
更
さ
れ
た
だ
け
で
あ
り
、
右
の
点
に
関
し
て
は
な
ん
ら
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
旧
民
法
典
の
注
釈
な
ど
は
、

っ
た
。
抵
当
権
の
効
力
が
及
ば
な
い
と
す
る
論
者
は
、

不
動
産
の
増
加
ま
た
は
改
良
と
し
て
建
築
・
植
付
・
井
戸
の
掘
削
な
ど
を
挙
げ
て
お
り
、
法
律
取
調
委
員
会
の
審
議
後
も
ボ
ア
ソ
ナ

l
ド
草

(
日
)
(
日
)

案
の
内
容
は
、
変
更
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

北法46(5・149)1281

逆
に
、
抵
当
不
動
産
の
価
値
が
減
少
す
る
場
合
に
つ
い
て
の
規
定
が
、

ボ
ア
ソ
ナ

l
ド
草
案
一
七

O
七
条
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

「
意
外
若
ク
ハ
不
可
抗
ノ
原
由
又
ハ
第
三
者
ノ
所
為
」
に
よ
っ
て
生
じ
た
抵
当
不
動
産
の
滅
失
、
減
少
ま
た
は
損
壊
は
、
抵
当
権
者
の
損
失

(ロ)

と
な
る

(
同
条
一
項
)
。
他
方
、
抵
当
不
動
産
の
滅
失
ま
た
は
減
少
が
債
務
者
の
行
為
に
よ
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
者
は
、
債
務
者
に
対
し



論

ま
た
、

ボ
ア
ソ
ナ

l
ド
草
案
一
七

O
二
一
条
四
項
は
、
「
用
方
ニ
因
ル
不
動
産
」
に
つ
い
て
、

そ
れ
が
附
着
す
る
不
動
産
か
ら
分
離
し
て
抵

北法46(5・150)1282

説

mて
保担
編保
ーの
O 補
一充
条を
と請
な求
つごす

たと3る
o 

と
カf

で
き
る

(
同
条
二
項
)
。
こ
の
規
定
は
、
法
律
取
調
委
員
会
に
お
い
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
債
権

当
権
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
規
定
し
て
い
た
。
こ
の
規
定
に
つ
い
て
ボ
ア
ソ
ナ

l
ド
は
、
「
用
方
ニ
因
ル
不
動
産
」
が
不
動
産
に

附
着
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、

ボ
ア
ソ
ナ

1
ド
は
、
附
着
が
持
続
し
て
い
る
間
だ
け
こ
の
抵
当
の
禁
止
が
行
な
わ
れ
、
競
売

(
日
比
)

の
場
合
に
は
通
常
の
動
産
と
し
て
扱
わ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
用
方
に
よ
る
不
動
産
は
そ
も
そ
も
動
産
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
が
不
動
産
に
附
着
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
動
産
と
な
る
た
め
に
、
抵
当
権
の
目
的
た
り
う
る
が
、
分
離
さ
れ
れ
ば
動
産
に
す
ぎ
ず
、

(
日
)

抵
当
権
の
目
的
た
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
規
定
は
、
法
律
取
調
委
員
会
に
お
い
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
債
権
担
保
編
一

(
凶
)

九
七
条
四
項
と
な
っ
た
。

2 

財
産
編
入
条
お
よ
び
九
条

財
産
編
入
条
お
よ
び
九
条
に
対
応
す
る
ボ
ア
ソ
ナ

l
ド
草
案
五

O
八
条
な
い
し
五
一

O
条
は
、
「
性
質
ニ
因
ル
不
動
産
」
お
よ
び

(
げ
)

ニ
因
ル
不
動
産
」
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
後
に
裁
判
に
お
い
て
争
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
畳
建
具
や
造
作
、
機
械

「
用
方

器
具
類
な
ど
に
関
し
て
明
確
な
位
置
づ
け
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
畳
建
具
や
造
作
、

工
場
備
付
の
機
械
類
は
、

で
あ
り
、
土
地
備
付
の
器
械
類
は
、
「
性
質
ニ
因
ル
不
動
産
」
で
あ
る
。
ボ
ア
ソ
ナ

l
ド
に
よ
れ
ば
、
こ
の
分
類

(
国
)

基
準
は
、
機
械
類
そ
の
他
の
物
品
が
土
地
に
附
着
す
る
か
否
か
で
あ
っ
た
。
他
方
、
工
場
備
付
の
機
械
類
が
用
方
に
よ
る
不
動
産
で
あ
る
の

「
用
方
ニ
因
ル
不
動
産
」

は
、
本
来
動
産
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
工
業
の
た
め
に
と
く
に
築
造
さ
れ
、

ま
た
は
、
建
築
さ
れ
た
建
物
な
ど
に
備
え
付
け
ら
れ



(
問
)

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
建
物
の
内
部
と
外
部
を
仕
切
る
扉
や
戸
な
ど
は
、
「
性
質
ニ
因
ル
不
動
産
」
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

(
初
)

ま
た
は
、
住
居
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る
う
え
で
、
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
畳
建
具
が
用
方

の
動
産
は
、
建
物
の
完
成
の
う
え
で
、

に
よ
る
不
動
産
で
あ
る
の
は
、
こ
れ
ら
が
建
物
に
と
っ
て
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ボ
ア
ソ
ナ

l
ド
に
よ
れ
ば
、
「
用
方
ニ
因
ル
不
動
産
」
に
関
す
る
規
定
は
、
譲
渡
の
場
合
に
そ
の
範
囲
を
確
定
す
る
う
え
で
有
用
で
あ
る
。

(
幻
)

す
な
わ
ち
、
反
対
の
合
意
が
な
い
限
り
、
「
用
法
ニ
因
ル
不
動
産
」
は
、
譲
渡
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
用
方
ニ
因
ル
不
動
産
」

ボ
ア
ソ
ナ

l
ド
は
、
性
質
の
点
か
ら
は
動
産
だ
が
、
性
質
に
よ
る
不
動
産
に
附
着
さ
せ
て
不
動
産
の
性
質
を
与
え
る
の
は
当
事

(n) 

者
の
意
思
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
「
用
方
ニ
因
ル
不
動
産
」
は
、
主
た
る
不
動
産
の
従
た
る
物
で
あ
っ
て
、
主
た
る
物
と
分
別
し
て
抵

に
関
し
て
、

当
に
付
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
動
産
と
し
て
で
あ
れ
ば
質
入
れ
ま
た
は
売
買
も
可
能
で
あ
る
。

(
幻
)

で
な
け
れ
ば
、
許
さ
れ
な
い
。

し
か
し
、

そ
の
差
押
は
、
不
動
産
と
共
に

集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

法
律
取
調
委
員
会
に
お
い
て
と
く
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
建
物
や
土
地
の
賃
貸
借
ま
た
は
売
買
の
場
合
に
、
畳
建
具
、
や
石
灯
龍
な
ど
が
、

と
り
わ
け
第
三
者
と
の
関
係
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
の
か
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
石
灯
龍
を
土
地
の
賃
借
入
が
備
え
付
け

て
使
用
し
て
い
た
場
合
に
、
土
地
が
第
三
者
に
譲
渡
さ
れ
た
な
ら
ば
、
石
灯
龍
も
譲
渡
さ
れ
る
の
か
。
委
員
会
の
議
論
で
は
、
石
灯
寵
を
用

(M) 

方
に
よ
る
不
動
産
と
せ
ず
、
動
産
に
と
と
め
よ
う
と
す
る
立
場
が
現
わ
れ
た
。
ま
た
、
畳
建
具
を
用
方
に
よ
る
不
動
産
と
す
る
か
否
か
も
、

(

お

)

(

お

)

賃
貸
借
と
の
関
係
か
ら
議
論
さ
れ
た
。
し
か
し
、
根
本
的
な
変
更
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ボ
ア
ソ
ナ

l
ド
草
案
五

O
八
条
に
対

ハペ
υ

応
す
る
原
案
五

O
八
条
は
、
再
調
査
案
八
条
と
な
り
、
第
一
一
一
号
と
第
八
号
を
合
わ
せ
た
ほ
か
、
用
語
の
整
理
が
行
な
わ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
四戸ヘυ

ρhυ 
土
A
b
r
u
 

次
に
、

そ
の
二
項
が
削
除
さ
れ
、

ボ
ア
ソ
ナ

l
ド
草
案
五
一

O
条
に
対
応

ボ
ア
ソ
ナ

l
ド
草
案
五

O
九
条
に
対
応
す
る
原
案
五

O
九
条
は
、

す
る
原
案
五
一

O
条
は
、
第
一
一
一
号
と
第
一
一
号
を
一
つ
に
し
た
。
そ
の
上
で
、

(
幻
)

と
な
っ
た
。

五
O
九
条
と
五
一

O
条
と
は
、
統
合
さ
れ
再
調
査
案
九
条



説

(
お
)

再
調
査
案
八
条
に
関
し
て
目
立
っ
た
議
論
は
な
い
。

~ι 
日間

同
九
条
に
関
し
て
は
、
畳
建
具
が
家
屋
の
譲
渡
の
場
合
に
、

(
却
)

な
っ
た
。
あ
る
委
員
が
、

ま
た
、
石
灯
龍
が
土
地
譲
渡
の
場
合
に
一
緒
に
譲
渡
さ
れ
る
の
か
が
問
題
と

(
初
)

そ
の
よ
う
な
慣
習
は
な
く
、
問
題
を
生
じ
る
と
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、
報
告
委
員
は
、
反
対
の
証
拠
が
あ
れ
ば

(
幻
)

一
緒
に
譲
渡
さ
れ
な
い
か
ら
、
問
題
は
生
じ
な
い
と
し
た
。

再
調
査
案
八
条
お
よ
び
九
条
は
、

ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
の
文
言
で
、
財
産
編
八
条
お
よ
び
九
条
と
な
っ
た
。

3 

財
産
編
一
五
条
お
よ
び
四
一
条
二
項

「
主
タ
ル
物
」
と

「
従
タ
ル
物
」
を
規
定
し
た
財
産
編
一
五
条
お
よ
び
四
一
条
二
項
は
、

ボ
ア
ソ
ナ

l
ド
草
案
五
一
六
条
に
基
づ
く
も
の

と
く
に
附
合
の
際
に
存
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
附

(
詑
)

合
の
場
合
「
従
ハ
首
ニ
従
フ
」
と
い
う
原
則
が
適
用
さ
れ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
条
項
に
関
し
て
、
法
律
取
調
委
員
会

(
お
)

で
は
ほ
と
ん
ど
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。

で
あ
る
。
ボ
ア
ソ
ナ

l
ド
に
よ
れ
ば
、
主
・
従
を
区
別
す
る
利
点
は
、

4 

旧
民
法
典
の
審
議
過
程
の
ま
と
め

以
上
の
旧
民
法
の
審
議
過
程
か
ら
次
の
諸
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

第
一
に
、
法
律
取
調
委
員
会
に
お
け
る
修
正
は
、
文
言
の
修
正
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
右
で
検
討
し
た
諸
規
定
の
内
容
上
の
特
徴
は
、
物
理
的
定
着
の
程
度
に
応
じ
て
、
「
性
質
に
よ
る
不
動
産
」
と

「
用
方
に
よ
る

北法46(5・152)1284



て
い
る
不
動
産
と
共
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
び
、

そ
れ
が
付
属
し

(
ぬ
)

そ
の
裏
返
し
と
し
て
、
別
個
に
抵
当
権
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
動
産

不
動
産
」
と
を
区
別
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
物
理
的
な
定
着
度
の
小
さ
い
「
用
方
に
よ
る
不
動
産
」
に
つ
い
て
は
、

ま
た
、

所
有
者
の
意
思
に
よ
り
そ
の
不
動
産
に
附
着
せ
ら
れ
た
こ
と
が
そ
の
「
用
方
に
よ
る
不
動
産
化
」

ま
た
そ
の
こ
と
が
抵
当

の
基
礎
で
あ
り
、

権
の
効
力
の
及
ぶ
こ
と
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
旧
民
法
に
お
い
て
は
、
「
用
方
に
よ
る
不
動
産
化
」
と
い
う
概
念
が
、
動
産

と
不
動
産
か
ら
な
る
複
合
財
産
を
担
保
化
す
る
場
合
に
お
け
る
包
括
概
念
と
し
て
作
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
用
方
に
よ
る
不
動
産
に
つ
い
て
は
、
主
た
る
不
動
産
と
分
別
し
て
抵
当
権
を
設
定
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
な
い
が
、
用
方
に
よ

る
不
動
産
を
個
別
動
産
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
用
方
に
よ
る
不
動
産
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
動
産
で
あ
る
は
ず
の
も

の
が
附
着
の
限
度
で
不
動
産
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
用
方
に
よ
る
不
動
産
と
し
て
の
附
着
が
終
了
し
た
場
合

に
は
、
抵
当
権
の
効
力
は
こ
の
動
産
に
及
ば
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

そ
の
変
動
部
分
に
当
た
る
「
増
加
」
・
「
改
良
」
の
全
て
に
抵
当
権
が
及

ぶ
こ
と
が
明
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
変
動
が
価
値
の
増
加
を
も
た
ら
す
場
合
に
は
、
抵
当
権
が
及
ぶ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
変
動
が
価
値
の
減
少
を
招
く
場
合
に
つ
い
て
は
、

第
三
に
、
抵
当
権
設
定
後
の
抵
当
不
動
産
の
変
動
に
つ
い
て
は
、

そ
の
原
因
に
よ
っ
て
さ
ら
に
分
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
因
が
不
可

抗
力
に
よ
る
と
き
は
抵
当
権
者
の
損
失
と
な
る
が
、
債
務
者
の
行
為
に
よ
る
と
き
は
抵
当
権
者
は
債
務
者
に
対
し
て
増
担
保
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
変
動
の
内
容
に
よ
っ
て
抵
当
権
の
消
長
が
定
ま
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
他
、
旧
民
法
は
、
工
場
の
機
械
器
具
や
畳
建
具
、
造
作
な
ど
の
諸
物
に
つ
い
て
、
物
の
定
義
を
行
な
っ
て
お
り
、
こ
の
結
果
、
産
業

上
の
要
請
に
こ
た
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
法
律
取
調
委
員
会
で
の
議
論
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
文
字
の
修
正
に
限
ら
れ
て
い
た
う
え
、
生
産
信
用
を
前
提
と
し
た
抵

当
権
の
あ
り
方
が
考
慮
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
た
め
、
議
論
の
際
の
例
示
と
し
て
登
場
す
る
の
は
、
工
場
の
機
械
器
具
や
農
業

北法46(5・153)1285
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器
具
の
よ
う
な
生
産
設
備
類
な
ど
で
は
な
く
、
畳
建
具
や
石
灯
龍
な
ど
の
居
住
用
家
屋
や
宅
地
の
設
備
品
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
の
こ
と
か
ら
、
畳
建
具
な
ど
が
、
不
動
産
譲
渡
の
場
合
な
ど
に
お
い
て
付
随
す
る
の
か
否
か
と
い
う
こ
の
後
の
論
争
の
端
緒
を
み
る
こ
と

告ι
長岡

が
で
き
る
。

現
行
民
法

民
法
三
七

O
条

債
権
担
保
編
二

O
O
条
は
、
民
法
修
正
案
三
六
五
条
と
し
て
、
法
典
調
査
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
た
。
法
典
調
査
会
に
お
け
る
梅
博
士
の

(
お
)

説
明
に
よ
れ
ば
、
修
正
案
は
債
権
担
保
編
二

O
O条
の
文
字
を
修
正
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
具
体
的
に
は
、
第
一
に
、
旧
条
項
の
原
因
の

列
挙
を
止
め
て
「
附
加
シ
テ
之
ト
一
体
ヲ
成
シ
タ
ル
物
ニ
及
フ
」
と
い
う
簡
単
な
文
言
に
し
た
。
第
二
に
、
任
意
規
定
で
あ
る
こ
と
を
明
確

に
す
る
た
め
に
、
旧
条
項
に
な
か
っ
た
「
設
定
行
為
ニ
別
段
ノ
定
ア
ル
ト
キ
」
と
い
う
文
言
を
付
け
加
え
た
と
い
う
。

(
お
)

も
っ
ぱ
ら
「
附
加
シ
テ
之
ト
一
体
ヲ
成
シ
タ
ル
物
」
に
建
物
が
含
ま
れ
る
の
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
他
、

(
幻
)

梅
博
士
が
、
「
附
加
一
体
物
」
に
含
ま
れ
る
物
の
例
と
し
て
、
造
作
を
挙
げ
た
に
す
ぎ
な
い
。

(
お
)

整
理
会
に
お
い
て
、
こ
の
条
項
は
、
審
議
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

審
議
に
お
い
て
は
、

(
ぬ
)

他
方
、
債
権
担
保
編
二

O
一
条
一
項
は
、
抵
当
不
動
産
の
滅
失
に
つ
い
て
の
当
然
の
規
定
で
あ
る
と
し
て
、
修
正
案
で
は
削
除
さ
れ
た
。

(
紛
)

一
九
七
条
四
項
は
、
修
正
案
が
「
用
方
ニ
因
ル
不
動
産
」
と
い
う
概
念
を
認
め
な
い
た
め
、
削
除
さ
れ
た
。

ま
た
、

北法46(5・154)1286
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民
法
人
七
条

旧
民
法
財
産
編
一
五
条
は
、
修
正
案
八
八
条
一
項
と
な
り
、
財
産
編
四
一
条
二
項
は
同
八
八
条
二
項
と
な
っ
た
。
民
法
主
査
会
に
お
け
る

修
正
案
八
八
条
の
提
案
理
由
に
よ
れ
ば
、
同
条
一
項
は
、
財
産
編
一
五
条
の
修
正
で
あ
り
、
財
産
編
九
条
に
お
け
る
「
用
方
ニ
因
ル
不
動
産
」

(
H
U
)
 

と
し
て
の
従
た
る
物
の
列
挙
を
取
り
止
め
、
そ
の
基
準
を
一
不
す
に
止
め
た
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
主
た
る
物
の
処
分
が
従
た
る
物
の

処
分
を
帯
び
る
と
の
財
産
編
四
一
条
二
項
に
よ
っ
て
、
日
本
の
慣
習
と
相
容
れ
な
い
結
果
を
生
じ
、
不
測
の
損
害
を
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
修
正
案
は
、
旧
条
項
に
比
べ
て
、
従
た
る
物
が
独
立
の
物
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
、

か
っ
、
主
物

と
従
物
の
所
有
者
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
た
。

他
方
、
八
八
条
二
項
は
、
財
産
編
四
一
条
二
項
の
字
句
の
修
正
で
あ
り
、

(
必
)

も
の
で
あ
る
。

八
八
条
一
項
に
よ
る
主
物
と
従
物
と
の
区
別
の
実
用
を
示
し
た

集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

主
査
会
に
お
け
る
議
論
は
、
①
主
物
と
従
物
の
所
有
者
が
同
一
で
あ
る
必
要
性
、
②
「
常
用
ニ
供
ス
ル
」
の
意
義
、
③
二
項
但
書
の
必
要

(
幻
)

性
に
関
し
て
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し
、
結
局
、
文
字
の
修
正
が
な
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
際
、
起
草
担
当
者
の
富
井
博
士
は
、
物
と
物

(
付
)

と
の
関
係
か
ら
主
従
の
区
別
が
生
じ
る
と
発
言
し
た
。
こ
れ
だ
け
み
れ
ば
、
物
の
客
観
的
な
関
係
に
よ
っ
て
主
物
従
物
が
決
定
さ
れ
る
か
の

ょ
う
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
二
項
但
書
の
必
要
性
を
問
い
、

さ
ら
に
一
般
的
に
ど
の
よ
う
な
場
合
に
但
書
を
設
け
る
の
か
と
い
う
質
問

に
対
し
て
、
「
物
ノ
主
従
ノ
閥
係
ト
云
フ
モ
ノ
ヲ
極
ク
絶
釘
的
ニ
嗣
テ
賞
事
者
ノ
意
思
ヲ
以
テ
ハ
何
ウ
シ
テ
モ
出
来
ヌ
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
或
ハ

(
日
制
)

解
緯
ガ
生
ズ
ル
カ
モ
知
レ
マ
セ
ヌ
カ
ラ
、
然
ウ
云
フ
疑
ヒ
ノ
ア
ル
場
合
ハ
書
ク
積
リ
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
答
え
て
い
る
。
ま
た
別
の
箇
所
で
、

富
井
博
士
は
、
主
物
と
従
物
の
所
有
者
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
一
項
の
要
件
と
せ
ず
と
も
よ
い
と
い
う
末
松
委
員
の
意
見
に
対
し
て
、
二
項

の
規
定
が
あ
る
か
ら
こ
そ
主
物
と
従
物
を
定
義
し
た
一
項
の
規
定
が
必
要
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
物
の
所
有
者
の
意
思
が
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物
の
客
観
的
な
関
係
よ
り
も
重
視
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
起
草
委
員
は
、
「
処
分
」
に
は
所
有
権
の
移
転
だ
け
で
な
く
、
抵
当
権
の
設
定
な
ど
も
含
ま
れ
る
と
す
る
。
し
か
し
、

(
幻
)

発
言
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
起
草
委
員
が
こ
の
時
点
で
具
体
的
に
、
た
と
え
ば
設
定
後
の
従
物
の
問
題
な
ど
を
考
え
て
い
た

一
般
的
な

~~ 

a岡

の
か
否
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

(
川
叩
)

修
正
案
八
八
条
は
、
民
法
総
会
に
お
い
て
九

O
条
と
し
て
審
議
さ
れ
た
。
総
会
で
は
、
第
一
に
同
条
一
項
の
削
除
が
提
案
さ
れ
た
。
理
由

は
、
物
の
定
義
が
旧
民
法
と
比
べ
て
現
行
民
法
草
案
に
お
い
て
削
除
さ
れ
た
か
ら
、
主
物
従
物
と
い
う
物
の
定
義
も
削
除
す
べ
き
と
い
う
点

(
刊
日
)

に
あ
っ
た
。
第
二
に
、
附
属
物
は
一
つ
に
限
定
さ
れ
な
い
の
で
、
「
一
物
ノ
所
有
者
」
と
い
う
文
言
の
修
正
が
提
案
さ
れ
た
。
第
三
に
、
二

(
印
)

項
但
書
の
削
除
も
提
案
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
修
正
案
の
う
ち
、
「
一
物
ノ
所
有
者
」
を
「
物
ノ
所
有
者
」
に
、
ま
た
、
「
他
ノ
一
物
ヲ
以
テ
」

(
日
)

を
「
他
ノ
物
ヲ
以
テ
」
に
修
正
す
る
と
い
う
案
や
二
項
但
書
の
削
除
案
が
採
用
さ
れ
た
。
こ
の
審
議
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
起
草
委
員

の
見
解
は
、
先
の
主
査
会
に
お
け
る
そ
れ
を
超
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

民
法
整
理
会
に
お
い
て
、
起
草
委
員
は
、
民
法
総
会
に
お
い
て
一
旦
削
除
さ
れ
た
二
項
但
書
を
他
と
の
権
衡
上
復
活
さ
せ
る
こ
と
を
提
案

(
臼
)

し
た
。
こ
の
提
案
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
、
梅
博
士
は
、
「
従
物
ハ
主
物
ノ
処
分
一
一
随
フ
」
と
い
う
規
定
が
意
思
解
釈
規
定
で
あ
る
と
い

(

白

川

)

(

弘

)

う
認
識
を
明
確
に
示
し
た
。
ま
た
、
磯
部
委
員
も
同
様
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
規
定
が
意
思
解
釈
規
定
で
あ
る
こ
と

は
法
典
調
査
会
を
支
配
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
の
議
論
の
中
心
は
、
む
し
ろ
、
「
別
段
ノ
定
メ
」
の
内
容
に
慣
習
や

(
日
)

法
令
が
含
ま
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
議
論
の
結
果
、
二
項
に
は
「
但
別
段
ノ
意
思
表
示
ア
ル
ト
キ
ハ
此
限
ニ
在
ラ
ス
」
と
す
る

(
日
山
}

但
書
が
設
け
ら
れ
た
。

(
閉
山
)

帝
国
議
会
で
の
審
議
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
議
論
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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立
法
過
程
の
ま
と
め

さ
て
、
こ
れ
ま
で
の
民
法
典
の
審
議
過
程
を
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

旧
民
法
典
に
お
け
る
抵
当
権
や
付
属
物
に
関
す
る
規
定
の
特
徴
の
一
つ
は
、
き
わ
め
て
実
際
的
な
内
容
を
含
ん
で
い
た
と
い
う
点
に
あ
ろ

ぅ
。
す
な
わ
ち
、
旧
民
法
典
で
は
、
産
業
や
金
融
な
ど
の
経
済
の
実
際
や
生
産
信
用
と
担
保
の
関
係
な
ど
を
視
野
に
お
さ
め
た
実
際
的
な
配

慮
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
旧
民
法
典
は
、
性
質
に
よ
る
不
動
産
や
用
方
に
よ
る
不
動
産
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
、
土
地
や
建
物

に
付
属
す
る
機
械
器
具
や
装
飾
品
な
ど
の
よ
う
な
動
産
で
あ
る
付
属
物
を
不
動
産
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
土
地
な
ど
の
不
動
産
と
と
も
に
包

括
的
に
捉
え
る
概
念
的
な
準
備
を
行
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、

そ
れ
ら
の
付
属
物
に
つ
い
て
、
実
際
に
則
し
た
き
め
細
か
な
規
定
を
有
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
担
保
と
の
関
係
で
は
、

そ
の
よ
う
な
付
属
物
に
対
し
て
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
を
前
提
と
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て

集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

い
る
。
す
な
わ
ち
、
旧
民
法
典
に
お
い
て
は
、
右
で
述
べ
た
用
方
に
よ
る
不
動
産
と
い
う
概
念
を
用
い
た
動
産
の
不
動
産
化
が
、
動
産
と
不

動
産
か
ら
な
る
複
合
財
産
の
担
保
化
の
際
に
、

そ
の
包
括
手
段
と
し
て
作
用
し
て
い
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
低
当
権
設
定
後
の
抵
当
不
動
産
の
変
動
に
つ
い
て
も
、

そ
の
変
動
部
分
に
当
た
る
「
増
加
」
な
い
し
「
改
良
」

の
八
五
て
に

抵
当
権
が
及
ぶ
こ
と
が
明
定
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
、
そ
の
変
動
が
抵
当
不
動
産
の
価
値
の
減
少
に
帰
着
す
る
よ
う
な
場
合
、
つ
ま
り
「
減
少
」

に
つ
い
て
も
、
附
着
の
停
止
と
い
う
要
件
に
よ
っ
て
、

そ
の
変
動
に
対
応
し
た
抵
当
権
の
効
力
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
抵
当
権
設
定
後
の
抵
当
不
動
産
の
変
動
も
含
め
て
、
不
動
産
と
そ
れ
に
付
属
す
る
動
産
か
ら
な
る
複
合
的
な
財
産
の
一
括
し
た

担
保
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
現
行
民
法
典
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
旧
民
法
典
に
比
べ
て
、

た
し
か
に
物
の
定
義
規
定
な
ど
が
減
り
、
簡
潔
に
な
っ
た
。
し

か
し
、

そ
の
た
め
に
か
え
っ
て
、
民
法
三
七

O
条
に
い
う
「
附
加
一
体
物
」
と
八
七
条
に
い
う
「
従
物
」
と
の
関
係
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
た
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説

こ
と
は
否
め
な
い
。
す
な
わ
ち
、
旧
民
法
財
産
編
九
条
に
規
定
さ
れ
て
い
た
「
用
方
ニ
因
ル
不
動
産
」
に
関
す
る
規
定
を
整
理
し
、
現
行
八

七
条
に
は
従
物
の
基
準
を
一
不
す
に
止
め
た
。
ま
た
、
債
権
担
保
編
一
九
七
条
四
項
を
削
除
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
抵
当
権
と

「
用
方

論

ニ
因
ル
不
動
産
」
と
の
関
係
が
見
失
わ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
現
行
一
二
七

O
条
の
附
加
一
体
物
の
審
議
に
お
い
て
、
土
地
と
建
物

と
の
関
係
は
、
問
題
と
さ
れ
た
が
、
土
地
と
機
械
器
具
、
な
ど
と
の
関
係
は
、
結
局
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

八
七
条
二
項
の
審
議
に
お

い
て
も
、
抵
当
権
の
設
定
を
想
定
し
た
議
論
は
、
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、
民
法
典
の
規
定
は
、
従
物
な
ど
の
付
属
物
に
抵
当
権
の

効
力
が
及
ぶ
か
否
か
に
つ
い
て
、
不
明
確
な
規
定
し
か
有
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
生
産
信
用
に
お
け
る
担
保
の
確
保
と
所
有
者
の
自
由
な
営

業
行
為
の
確
保
と
い
う
こ
つ
の
面
か
ら
抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
を
決
定
す
る
と
い
う
議
論
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
以
上
、
営
業
の
一
体

性
や
経
済
的
な
一
体
性
と
い
っ
た
ド
イ
ツ
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
た
議
論
も
、
当
然
、
こ
の
時
点
で
は
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
旧
民
法
典
と
比
較
す
る
と
、
現
行
民
法
典
は
、
少
な
く
と
も
制
定
過
程
に
お
い
て
、
抵
当
権
に
関
し
て
は
、
実
際
の
経
済

活
動
に
対
す
る
配
慮
を
欠
き
、

し
か
も
そ
の
結
果
、
抵
当
不
動
産
の
担
保
の
面
で
の
包
括
的
な
把
握
や
抵
当
不
動
産
の
変
動
を
担
保
の
面
で

の
把
握
の
点
で
、
規
定
の
欠
依
を
有
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
欠
飲
が
実
際
に
裁
判
に
お
い
て
「
抵
当
権
と

従
物
」
と
い
う
著
明
な
問
題
の
原
因
と
な
り
、

そ
の
解
決
の
た
め
に
、
こ
の
後
、
裁
判
所
や
学
説
が
努
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(
1
)
民
法
典
の
立
法
過
程
に
関
す
る
一
般
的
な
文
献
と
し
て
は
、
星
野
通
『
明
治
民
法
編
纂
史
研
究
』
(
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
昭
一
八
)
や
宮
川
澄

『
旧
民
法
と
明
治
民
法
』
(
青
木
書
庖
、
昭
四

O
)
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
こ
こ
で
と
り
上
げ
る
問
題
に
つ
い
て
も
、
た
と
え
ば
、
我
妻
栄
「
抵
当
権
と
従
物
の
関
係
に
つ
い
て
」
『
法
学
協
会
五
十
周
年
記
念
論

文
集
第
二
部
』
四
六
一
頁
以
下
(
昭
八
)
[
同
『
民
法
研
究
町
担
保
物
権
』
二
七
頁
以
下
(
有
斐
閥
、
昭
四
二
)
所
収
]
、
瀬
川
信
久
「
抵
当
権

と
従
物
二
)
」
北
法
三
一
巻
(
三
H

四
号
(
上
)
三
七
三
頁
)
一
三

O
五
頁
以
下
(
昭
五
六
)
お
よ
び
湯
浅
道
男
「
抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範

囲
」
星
野
英
一
ほ
か
編
『
民
法
講
座
3
物
権

(
2
)
』
四
七
頁
以
下
(
有
斐
閥
、
昭
五
九
)
な
ど
が
あ
る
。
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集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

さ
ら
に
、
現
行
民
法
典
の
「
物
」
の
部
分
の
編
纂
に
関
し
て
は
、
星
野
英
一
「
日
本
民
法
典
に
与
え
た
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
影
響
」
『
民
法
論
集

第
一
巻
』
六
九
頁
以
下
(
有
斐
閥
、
昭
四
五
)
、
と
り
わ
け
一
四
一
真
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
、
旧
民
法
典
、
の
編
纂
、
と
く
に
抵
当
権
の
部

分
に
関
し
て
は
、
藤
原
明
久
「
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
日
本
民
法
草
案
に
お
け
る
抵
当
権
の
性
質
・
目
的
物
・
種
類
|
旧
民
法
に
お
け
る
抵
当
権
の
前

提
|
」
神
戸
三

O
巻
三
号
五
九
九
頁
以
下
(
昭
五
五
)
[
同
『
ボ
ア
ソ
ナ

1
ド
抵
当
法
の
研
究
』
(
有
斐
閣
、
平
七
)
所
収
]
を
参
照
の
こ
と
。

(
2
)
債
権
担
保
編
二

O
O条
一
項

寸
抵
当
ハ
意
外
及
ヒ
無
償
ノ
原
因
ニ
因
リ
或
ハ
債
務
者
ノ
所
為
及
ヒ
費
用
ニ
因
リ
テ
不
動
産
ニ
生
ス
ル
コ
ト
有
ル
可
キ
増
加
又
ハ
改
良
ニ
当
然

及
フ
モ
ノ
ト
ス
但
他
ノ
債
権
者
ニ
対
シ
テ
詐
筈
ナ
キ
コ
ト
ヲ
要
シ
且
前
章
ニ
規
定
シ
タ
ル
如
キ
工
匠
、
技
師
及
ヒ
工
事
請
負
人
ノ
先
取
特
権
ヲ

妨
ケ
ス
」

(
3
)

『
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
氏
起
稿
再
開
修
正
民
法
草
案
註
緯
第
四
編
完
』
七
四
九
頁
以
下
(
出
版
年
不
明
)
、
と
く
に
七
五
一

l
七
五
四
頁
。
こ
れ
に

よ
れ
ば
、
草
案
一
七

O
六
条
一
項
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
り
、
債
権
担
保
編
二

O
O条
と
そ
の
文
言
が
若
干
異
な
っ
て
い
る
。

「
抵
嘗
ハ
漸
積
地
ノ
知
キ
意
外
及
ヒ
無
償
ノ
原
由
ニ
図
リ
或
ハ
建
築
、
植
付
又
ハ
其
他
ノ
工
作
ノ
如
キ
債
務
者
ノ
所
為
及
ヒ
費
用
ニ
図
リ
不
動

産
ニ
生
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
キ
増
加
又
ハ
改
良
二
当
然
及
フ
モ
ノ
ト
ス
但
他
ノ
債
権
者
ニ
釘
シ
テ
詐
偽
ナ
キ
コ
ト
ヲ
要
シ
且
前
章
ニ
規
定
シ
タ
ル

如
キ
工
匠
及
ヒ
工
事
請
負
人
ノ
増
便
ニ
針
ス
ル
先
取
特
権
ヲ
妨
ケ
ス
」

(
4
)
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
「
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
叩
法
律
取
調
委
員
会
民
法
草
案
財
産
指
保
編
議
事
筆
記
自
第
七
十

七
回
至
第
八
十
一
回
』
九
七
頁
以
下
(
商
事
法
務
研
究
会
、
昭
六
三
)
、
と
く
に
抵
当
地
上
の
新
築
建
物
に
つ
い
て
は
九
七
、
九
八
頁
を
、
ま
た

建
物
の
増
築
に
関
し
て
は
九
八
J

一
O
O
頁
を
参
照
の
こ
と
。
法
律
取
調
委
員
会
に
お
け
る
原
案
、
す
な
わ
ち
民
法
草
案
財
産
捨
保
編
二
一

O

六
条
の
文
一
言
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
!
ド
草
案
一
七

O
六
条
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
っ
た
。

(
5
)
法
律
取
調
委
員
会
に
お
け
る
栗
塚
省
吾
報
告
委
員
の
発
言
に
よ
る
(
前
掲
注

(
4
)
『
議
事
筆
記
』
九
七
頁
)
。

(
6
)
村
田
保
委
員
の
発
言
・
前
掲
注

(
4
)
『
議
事
筆
記
』
九
七
頁
。

こ
の
他
、
松
岡
康
毅
委
員
や
尾
崎
三
良
委
員
、
渡
正
元
委
員
ら
は
、
原
案
の
「
建
築
」
お
よ
び
「
植
付
」
と
い
う
語
句
の
削
除
を
主
張
し
て

い
る
(
前
掲
注

(
4
)
『
議
事
筆
記
』
九
七
、
九
八
頁
)
。

(
7
)
尾
崎
三
良
委
員
や
尾
崎
忠
治
委
員
で
あ
る
(
前
掲
注

(
4
)
『
議
事
筆
記
」
九
八
l
一
O
O
頁
)

0

(
8
)
南
部
饗
男
委
員
や
栗
塚
省
五
口
報
告
委
員
で
あ
る
(
前
掲
注

(
4
)
『
議
事
筆
記
』
九
八
l
一
O
O
頁)。
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2見

(
9
)
そ
の
後
の
審
議
に
つ
い
て
は
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
日

再
調
査
案
議
事
筆
記
』
一

O
七
頁
(
商
事
法
務
研
究
会
、
昭
六
三
)
参
照
の
こ
と
。

ま
た
、
こ
こ
で
い
う
文
一
言
の
変
更
と
は
、
元
の
「
建
築
」
「
植
付
」
が
そ
れ
ぞ
れ
「
建
造
」
「
植
栽
」
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
指
す
。
も
っ
と
も
、

債
権
担
保
編
二

O
O条
と
し
て
成
立
し
た
と
き
は
、
「
建
造
」
な
ど
の
語
句
は
、
削
ら
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
こ
の
後
、
草
案
は
元
老
院
お
よ
び
枢
密
院
に
お
け
る
審
査
を
経
て
、
成
立
し
た
。
し
か
し
、
両
者
の
審
査
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
大
体
可

否
会
」
お
よ
び
「
大
体
会
議
」
と
い
わ
れ
る
簡
略
な
も
の
で
あ
り
、
詳
細
な
審
議
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
者
の
審
議
に
つ
い
て
、

手
塚
豊
「
旧
民
法
審
査
元
老
院
会
議
筆
記
」
『
明
治
民
法
史
の
研
究
(
上
)
[
手
塚
豊
著
作
集
第
七
巻
]
』
二
八
三
頁
以
下
(
慶
際
通
信
、
平
二
)

参
照
の
こ
と
。
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
星
野
(
通
)
・
前
掲
注

(
1
)

一
O
一
、
一

O
二
頁
、
手
塚
豊
「
旧
民
法
審
査
枢
密
院
会
議
筆
記
」

『
明
治
民
法
史
の
研
究
(
上
)
[
手
塚
豊
著
作
集
第
七
巻
]
』
三

O
九
頁
以
下
(
慶
態
通
信
、
平
一
一
)
参
照
の
こ
と
。

(
叩
)
宮
城
浩
蔵
『
民
法
正
義
債
権
捻
保
編
巻
之
試
』
四
回
j
五
五
頁
(
新
法
註
穣
曾
出
版
、
発
行
年
不
明
)
。
こ
れ
は
、
起
草
当
時
の
注
釈
で
あ
り
、

著
者
は
、
法
律
取
調
委
員
会
委
員
で
あ
る
。

ま
た
、
藤
原
・
前
掲
注

(
1
)
六
六

O
頁
以
下
、
と
く
に
六
六
四
頁
は
、
旧
民
法
が
基
本
的
に
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
草
案
の
本
質
を
変
更
す
る
こ

と
な
く
継
承
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

(
日
)
こ
の
他
、
建
物
と
土
地
と
に
関
し
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
!
ド
草
案
一
七

O
三
条
二
項
は
、
建
物
と
土
地
が
向
一
所
有
者
に
属
す
る
場
合
に
は
、
別

個
に
抵
当
権
を
設
定
で
き
な
い
旨
規
定
し
て
い
た
。
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
に
よ
れ
ば
、
こ
の
規
定
の
趣
旨
は
、
別
個
に
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
た
土
地

建
物
が
差
押
お
よ
び
競
売
に
よ
っ
て
別
々
の
所
有
者
に
帰
属
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
両
所
有
者
間
の
紛
争
の
防
止
で
あ
る
(
前
掲
注

(
3
)

『
修
正
民
法
草
案
註
調
停
』
七
一
一
一
一
一
一
頁
)
。
し
か
し
、
法
律
取
調
委
員
会
に
お
い
て
は
、
建
物
と
土
地
と
に
別
個
に
抵
当
権
を
設
定
す
る
か
否
か
は
、

当
事
者
に
任
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
右
条
項
の
削
除
が
決
議
さ
れ
た
(
前
掲
注

(
4
)
『
議
事
筆
記
』
九
三
、
九
四
頁
)
。
そ
の
後
、
再
調

査
案
の
審
議
に
お
い
て
、
報
告
委
員
よ
り
右
削
除
部
分
の
復
活
が
提
案
さ
れ
た
が
、
委
員
会
は
、
以
下
の
理
由
に
よ
り
、
否
決
し
た
(
前
掲
注

(
9
)

『
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
一

O
五
、
一

O
六
頁
)
0

す
な
わ
ち
、
別
個
に
抵
当
権
を
設
定
す
る
方
が
不
動
産
価
格
よ
り
も
少
額
の
貸
付
を
受
け
る

場
合
に
便
利
で
あ
り
、
ま
た
、
土
地
建
物
全
部
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
債
務
者
と
土
地
の
み
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
債
務
者
と
で
は
世
間
に
お

け
る
信
用
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
報
告
委
員
は
、
次
の
理
由
を
挙
げ
て
、
削
除
に
反
対
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①
少
額
の
債
権
を

担
保
す
る
場
合
に
は
、
抵
当
権
の
順
位
に
よ
っ
て
対
処
で
き
る
、
②
別
個
に
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
た
場
合
に
、
一
方
の
み
が
公
売
さ
れ
る
の
は

北法46(5・160)1292
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前
掲
注

(
9
)
守再

集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

不
便
で
あ
る
、
③
土
地
建
物
を
別
個
に
一
評
価
す
る
よ
り
も
合
わ
せ
て
評
価
す
る
方
が
一
評
価
額
が
大
き
く
な
る
場
合
が
あ
る

調
査
案
議
事
筆
記
』
一

O
五
、
一

O
六
頁
)
。

な
お
、
前
掲
注

(
3
)
『
修
正
民
法
草
案
註
稗
』
七
一
一
七
頁
に
よ
れ
ば
、
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
草
案
一
七
O
コ
一
条
二
項
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ

っ
た
。
「
然
レ
ト
モ
完
全
ノ
所
有
権
ヲ
有
ス
ル
者
ハ
虚
有
権
又
ハ
用
益
権
ヲ
離
分
シ
テ
別
々
ニ
之
ヲ
抵
首
ト
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
又
建
築
若
ク
ハ
横
付
ナ

ク
シ
テ
土
地
ヲ
抵
首
ト
ナ
シ
又
ハ
土
地
ナ
ク
シ
テ
此
等
ノ
物
ヲ
抵
賞
卜
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
」

(
ロ
)
前
掲
注

(
3
)
『
修
正
民
法
草
案
註
得
』
七
五
四
1

七
五
七
頁
。

(
日
)
前
掲
注

(4)
『
議
事
筆
記
』
一

0
0
、一

O
一
頁
お
よ
び
前
掲
注

(
9
)
『
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
一

O
七
頁
参
照
。

(
日
)
前
掲
注

(
3
)
『
修
正
民
法
草
案
註
調
停
』
七
三
四
、
七
三
五
頁
。

な
お
、
一
七
O
三
条
四
項
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

「
地
役
ハ
要
役
地
ヨ
リ
離
分
シ
テ
抵
蛍
ト
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
又
用
方
ニ
因
ル
不
動
産
ハ
其
附
着
ス
ル
不
動
産
ヨ
リ
離
八
刀
シ
テ
抵
蛍
ト
為
ス
コ
ト

ヲ
得
ス
」

(
日
)
宮
城
・
前
掲
注
(
叩
)
二
一

O
頁。

(
日
)
前
掲
注

(
4
)
『
議
事
筆
記
』
九
一
一
一
l
九
五
頁
お
よ
び
前
掲
注
(
9
)
守
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
一

O
五
、
一

O
六
頁
参
照
。

(
口
)
ボ
ア
ソ
ナ

1
ド
草
案
五

O
八
l
五一

O
条
、
原
案
五

O
八
l
五一

O
条
お
よ
ぴ
再
調
査
案
八
条
な
ら
び
に
九
条
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

関
連
す
る
部
分
の
み
紹
介
す
る
(
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
草
案
に
つ
い
て
は
、
『
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
氏
起
稿
再
開
修
正
民
法
草
案
註
務
第
二
編
物
権
之
部

上
・
下
巻
』
五
一

l
五
三
一
頁
お
よ
び
六
三
l
六
六
貰
(
発
行
年
不
明
)
に
拠
っ
た
。
ま
た
、
原
案
に
つ
い
て
は
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調

査
部
監
修
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
8

法
律
取
調
委
員
会
民
法
草
案
第
一
一
一
編
物
権
ノ
部
議
事
筆
記
自
第
一
回
至
第
十
回
』
一
五
頁
以
下
(
商

事
法
務
研
究
会
、
昭
六
二
)
に
、
再
調
査
案
に
つ
い
て
は
、
同
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
量
H
H

法
律
取
調
委
員
会
民
法
草
案
財
産
編
再
調

査
案
議
事
筆
記
自
第
一
回
至
第
十
三
回
』
一
三
、
一
四
頁
(
商
事
法
務
研
究
会
、
昭
六
一
二
)
に
そ
れ
ぞ
れ
拠
っ
た
)
。

北j去46(5・161)1293 



号e 舌団
関"旬ロlL

第
九
土
地
ニ
定
止
シ
又
ハ
支
持
シ
タ
ル
建

築
物
又
ハ
建
物
但
建
築
物
及
ヒ
建
物
ハ
其

所
用
又
ハ
供
用
ニ
如
何
ナ
ル
ト
定
期
内
ニ

解
折
ス
可
キ
モ
ノ
ナ
ル
ト
ヲ
問
ハ
ス
第
五

百
十
三
候
ニ
記
載
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
此
例
ニ

ア
ラ
ス

第
十
土
地
又
ハ
建
物
ニ
附
着
、
ン
タ
ル
管
ニ

シ
テ
自
然
水
又
ハ
家
用
水
ノ
流
入
、
引
致

又
ハ
流
出
ノ
為
メ
又
ハ
瓦
斯
、
温
気
ノ
引

致
ノ
為
メ
ニ
ス
ル
モ
ノ

第
十
一
土
地
又
ハ
建
物
ニ
附
着
シ
タ
ル
電

気
器
及
ヒ
其
附
属
物

第
十
二
前
数
項
ノ
建
物
ノ
外
部
ノ
閤
扉一

五
O
八
条

性
質
ニ
因
ル
不
動
産
ハ
左
ノ
如
、
ン

第
五
土
地
ニ
附
着
シ
タ
ル
浴
場
並
ニ
水
力

又
ハ
風
力
ヲ
用
イ
ル
磯
磨
機
及
ヒ
用
方
ノ

何
タ
ル
ヲ
問
ハ
ス
土
地
ニ
定
止
シ
タ
ル
水

力
又
ハ
蒸
気
ノ
機
器

ボ
ア
ソ
ナ

1
ド
草
案

第
十
土
地
又
ハ
建
物
ニ
附
着
シ
タ
ル
筒
管

ニ
シ
テ
水
ノ
流
入
引
入
若
ク
ハ
流
出
ノ
為

メ
又
ハ
瓦
斯
若
ク
ハ
温
気
ノ
引
入
ノ
為
メ

ニ
ス
ル
モ
ノ

第
十
一
土
地
又
ハ
建
物
ニ
附
着
シ
タ
ル
電

白
熱
器
及
ヒ
其
附
属
物

第
十
二
前
ニ
記
載
シ
タ
ル
建
物
ノ
外
部
ノ

五
O
八
条

本
性
一
一
因
ル
不
動
物
ハ
左
ノ
如
シ

第
五
土
地
ニ
附
着
シ
タ
ル
浴
場
及
ヒ
土
地

ニ
附
着
シ
テ
水
力
若
ク
ハ
風
力
ヲ
用
ユ
ル

糠
磨
機
並
ニ
使
用
ノ
何
タ
ル
ヲ
問
ハ
ス
土

地
ニ
定
着
シ
タ
ル
水
力
若
ク
ハ
蒸
気
ノ
機

器
第
九
所
用
又
ハ
用
方
ノ
如
何
ナ
ル
ト
定
期

内
ニ
取
致
ツ
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ト
ヲ
問
ハ
ス

土
地
ニ
定
着
シ
又
ハ
支
置
、
ン
タ
ル
建
物
但

第
五
百
十
三
保
ニ
記
載
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
此

限
ニ
在
ラ
ス

原
案

Ji、
第 第 第 第↑生条

再気十 為十 11長八 風間質
調査器一 メ 車一

具 土水 記建 又土悶
案土 地ノ 載物 ハ地ル

地 又出 シ及 水ニ不
又 ハ入 タヒ 力着定動
ノ、 建又

モル 其外
建 物ハ 蒸気シ産ハ

4均 ニ瓦 ノ部 ノタ左
附斯 ノ、ノ 機ルノ

附 着 J盈 此戸 器 j谷如
着 シ気 限扉 場シ
ン タノ 在ニ イ第日

、

タ ルヲ| 水
jレ

筒管 入ノ
ラ十 車

電 スコ
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集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

五一

O
条

前
僚
ニ
従
ヒ
用
方
ニ
因
ル
不
動
産
ト
看
倣
ス

モ
ノ
左
ノ
如
、
ン
但
反
対
ノ
詮
擦
ア
ル
ト
キ
ハ
此

例
ニ
在
ラ
ス

第
八
工
業
場
ノ
利
用
ニ
供
ヘ
タ
ル
機
器
、

器
具
及
ヒ
用
具

此
他
線
テ
物
件
ノ
性
質
ニ
因
リ
轄
移
ス
ヘ
キ

モ
ノ
ト
難
居
宅
ニ
必
要
ナ
ル
附
属
物
ヲ
組
成
ス

ル
モ
ノ

戸
扉

其
他
線
テ
本
性
ニ
因
リ
轄
移
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト

難
モ
建
物
ニ
必
要
ナ
ル
一
切
ノ
附
属
物

五
O
九

条

=

五

O
九
条

動
産
物
ノ
所
有
者
カ
其
土
地
又
ハ
建
物
ノ
利
二
移
動
物
健
ノ
所
有
者
カ
其
土
地
又
ハ
建
物
ノ

用
、
便
益
又
ハ
装
飾
ノ
為
メ
ニ
永
遠
若
ク
ハ
不
=
利
用
便
益
若
ク
ハ
装
飾
ノ
為
メ
ニ
、
水
遠
又
ハ
不

定
ノ
時
間
其
土
地
又
ハ
建
物
ニ
供
ヘ
タ
ル
動
産
=
定
ノ
時
間
其
土
地
又
ハ
建
物
ニ
供
へ
タ
ル
移
動

物
ハ
性
質
ノ
何
タ
ル
ヲ
問
ハ
ス
用
方
ニ
因
ル
不
一
物
憶
ハ
本
性
ノ
何
タ
ル
ヲ
問
ハ
ス
用
方
ニ
因
ル

動

産

タ

リ

=

不

動

物

タ

リ

土
地
又
ハ
建
物
ニ
就
テ
有
期
ノ
使
用
又
ハ
収
一
土
地
又
ハ
建
物
一
一
付
テ
ハ
有
期
ノ
使
用
若
ク

益
ノ
権
利
ヲ
有
ス
ル
者
カ
右
ニ
同
シ
キ
目
的
ヲ
一
ハ
収
益
ノ
権
利
ヲ
有
ス
ル
者
カ
右
ニ
向
シ
キ
目

以
テ
其
土
地
又
ハ
建
物
ニ
供
ヘ
タ
ル
動
産
物
ニ
一
的
ヲ
以
テ
其
土
地
又
ハ
建
物
ニ
供
ヘ
タ
ル
移
動

就

テ

モ

亦

同

シ

一

物

飽

ニ

付

テ

モ

亦

右

-

一

同

シ

五一

O
条

前
侠
ニ
従
ヒ
用
方
ニ
因
ル
不
動
物
ト
看
倣
ス

モ
ノ
ハ
左
ノ
如
シ
但
反
釘
ノ
讃
擦
ア
ル
ト
キ
ハ

此
限
ニ
在
ラ
ス

第
八
工
業
場
ノ
利
用
ニ
供
ヘ
タ
ル
機
器
器

具
及
ヒ
用
具

其
他
総
テ
性
質
ニ
因
リ
移
動
ス
可
キ
モ
ノ
ト

難
モ
建
物
ニ
必
要
ナ
ル
附
属
物

九
条動
産
ノ
所
有
者
カ
其
土
地
又
ハ
建
物
ノ
利
用
、

便
益
若
ク
ハ
装
飾
ノ
為
メ
ニ
永
遠
又
ハ
不
定
ノ

時
間
其
土
地
又
ハ
建
物
ニ
供
附
ケ
タ
ル
動
産
ハ

性
質
ノ
何
タ
ル
ヲ
問
ハ
ス
用
方
ニ
因
ル
不
動
産

タ
リ
即
チ
左
ノ
如
、
ン
但
反
封
ノ
誼
擦
ア
ル
ト
キ

ハ
此
限
ニ
在
ラ
ス

第
六

工
業
場
ニ
供
ヘ
タ
ル
機
械
及
ヒ
器
具

北法46(5・163)1295



5見~b. 
"岡

第
九
土
地
ノ
常
用
ニ
供
ヘ
タ
ル
浴
船
、
舟

梁
又
ハ
小
舟
但
其
水
流
ノ
公
有
-
一
係
リ
又

ハ
他
ノ
所
有
者
ニ
属
ス
ル
ト
キ
モ
亦
同
シ

第
十
園
庭
ニ
装
置
シ
タ
ル
石
燈
箆
、
水
鉢
、

岩
石
又
ハ
建
物
ニ
附
着
セ
シ
メ
タ
ル
モ
ノ

ニ
シ
テ
致
損
ス
ル
ニ
非
レ
ハ
取
離
ス
ヲ
得

サ
ル
扇
額
、
破
鏡
、
彫
刻
物
及
ヒ
種
々
ノ

装
飾
物

第
十
一
畳
、
建
具
及
ヒ
其
他
ノ
動
産
物
ニ

シ
テ
居
宅
又
ハ
其
他
ノ
建
物
ノ
使
用
ヲ
容

易
ナ
ラ
シ
ム
ル
為
メ
又
ハ
其
装
飾
ヲ
完
充

ス
ル
為
メ
ニ
通
常
之
ニ
供
ヘ
付
タ
ル
モ
ノ

(
児
)
前
掲
注
(
げ
)

(
日
)
前
掲
注

(η)

(
却
)
前
掲
注
(
げ
)

(
幻
)
前
掲
注
(
口
)

(
詑
)
前
掲
注
(
口
)

(
幻
)
前
掲
注
(
打
)

第
九
水
ニ
浮
ヘ
ル
浴
場
土
地
ノ
常
用
ニ
供

ヘ
タ
ル
舟
梁
又
ハ
小
舟
但
其
水
流
ノ
公
有

ニ
係
リ
又
ハ
他
ノ
所
有
者
二
属
ス
ル
ト
キ

モ
亦
同
シ

第
十
園
庭
ニ
装
置
シ
タ
ル
石
燈
箆
水
鉢
及

ヒ
岩
石

第
十
一
建
物
ニ
附
着
セ
シ
メ
タ
ル
モ
ノ
ニ

シ
テ
段
損
ス
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
取
離
ス
コ

ト
ヲ
得
サ
ル
医
額
放
鏡
彫
刻
物
及
ヒ
種
々

ノ
装
飾
物

第
二
一
畳
建
具
及
ヒ
其
他
之
一
一
類
ス
ル
居

宅
ノ
補
足
物
但
所
有
者
ノ
仕
附
ケ
タ
ル
モ

ノ
ニ
シ
テ
其
家
屋
ニ
人
ノ
住
セ
ス
又
ハ
他

人
之
ニ
住
ス
ル
ト
キ
ニ
限
ル
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第
七
不
動
産
ノ
常
用
ニ
供
ヘ
タ
ル
浮
橋
及

ヒ
小
舟
但
其
水
流
ノ
公
有
ニ
属
ス
ル
ト
キ

モ
亦
同
シ

第
八
園
庭
ニ
装
置
シ
タ
ル
石
燈
箆
、
水
鉢

及
ヒ
岩
石

第
九
建
物
ニ
供
ヘ
タ
ル
畳
、
建
具
其
他
ノ

補
足
物
及
ヒ
段
損
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
取
離

ス
事
ヲ
得
サ
ル
遍
額
、
破
鏡
、
彫
刻
物
其

他
各
種
ノ
装
飾
物

『
修
正
民
法
草
案
註
穣
』
五
四
頁
お
よ
び
五
八
頁
。

『
修
正
民
法
草
案
註
稼
』
七
一
、
七
二
頁
。

『
修
正
民
法
草
案
註
穆
』
六
二
頁
。

『
修
正
民
法
草
案
註
緯
L

七
四
頁
。

『
修
正
民
法
草
案
註
稗
』
六
六
頁
。
ま
た
、
畳
建
具
に
つ
い
て
は
、
同
書
七
三
頁
参
照
の
こ
と
。

『
修
正
民
法
草
案
註
縛
』
七
五
、
七
六
頁
。
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
は
、
こ
の
点
を
仏
民
法
二
二
一
八
条
お
よ
び
ニ
二

O
四
条
を
引
用



集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

し
て
、
述
べ
て
い
る
。

(
但
)
前
掲
注
(
げ
)
『
物
権
ノ
部
議
事
筆
記
』
一
八
l
一
一
一
頁
。

(
部
)
前
掲
注

(η)
『
物
権
ノ
部
議
事
筆
記
』
一
一
一
一

l
二
四
頁
。

(
部
)
前
掲
注
(
げ
)
条
文
対
照
表
参
照
。

(
幻
)
前
掲
注
(
打
)
条
文
対
照
表
参
照
。

(
お
)
前
掲
注
(
刀
)
『
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
一
四
頁
。

(
却
)
前
掲
注
(
げ
)
コ
再
調
査
案
議
事
筆
記
L

一
四
l
一
八
頁
。

(
却
)
尾
崎
委
員
・
前
掲
注
(
口
)
『
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
一
五
頁
。

ま
た
、
譲
渡
の
範
囲
に
関
す
る
慣
習
に
つ
い
て
、
東
京
で
は
附
属
し
な
い
が
、
全
国
的
に
は
建
物
の
譲
渡
に
畳
建
具
が
つ
い
て
ゆ
く
と
い
う

慣
習
が
多
い
旨
を
報
告
委
員
が
発
言
し
て
い
る
(
栗
塚
省
吾
報
告
委
員
・
同
書
一
五
、
二
ハ
頁
)
。
ま
た
、
南
部
委
員
は
、
当
時
の
登
記
実
務
に

お
い
て
畳
建
具
が
家
屋
の
附
属
物
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
不
動
産
と
し
て
も
何
ら
不
都
合
は
な
い
旨
を
述
べ
て
い
る
(
同
書
一
六
頁
)
。

さ
ら
に
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
家
屋
の
売
買
契
約
書
に
お
け
る
「
畳
建
具
付
き
」
と
い
う
文
言
の
意
味
も
問
題
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
建

物
に
登
建
具
を
附
属
さ
せ
る
た
め
に
は
右
文
言
が
必
要
で
あ
る
の
か
台
か
で
あ
る
(
同
書
一
七
頁
)
。

(
訂
)
栗
塚
省
吾
報
告
委
員
・
前
掲
注
(
げ
)
『
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
一
五
頁
。

(
犯
)
前
掲
注
(
げ
)
『
修
正
民
法
草
案
註
稗
』
一

O
六
頁
。

(
お
)
前
掲
注

(η)
『
物
権
ノ
部
議
事
筆
記
』
一
一
八
l
コ一

O
頁
に
よ
れ
ば
、
原
案
五
一
六
条
三
項
の
「
明
言
」
と
い
う
文
一
言
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
な

さ
れ
た
。
こ
の
後
、
原
案
五
一
六
条
は
分
割
さ
れ
て
い
る
。
同
条
一
項
お
よ
び
二
項
は
、
再
調
査
案
二
ハ
条
一
項
お
よ
び
二
項
と
な
っ
た
が
、

同
条
三
項
は
、
再
調
査
案
四
三
条
二
項
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
再
調
査
案
の
審
議
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
(
げ
)
『
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
二

O
頁

お
よ
び
四
六
頁
参
照
の
こ
と
。

関
係
す
る
条
文
の
内
容
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
草
案
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
(
げ
)
『
修
正
民
法
案
註
緯
』
一

O
五、

一
O
六
頁
、
原
案
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
(
口
)
『
物
権
ノ
部
議
事
筆
記
』
二
八
頁
、
ま
た
再
調
査
案
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
(
げ
)
『
再
調
査

案
議
事
筆
記
』
二

O
頁
お
よ
び
四
六
頁
に
拠
っ
た
。
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説

ラス幣有首 機動産 リ為 五
ノ 例 ス物ー

ボスタ 捻保 ノハ トハ六
但ル f足用 否他条 ア

反物 ハ夕方 トニ
1ソ

封ノ
債権其 又リ ニ因

ニ|付 ナ

ノ譲 従属
ド

証 i度 地ル ヒセ
草案擦ハ ノ役不 首ス

ア其 従ハ動 タシ
ル従 タ首産 ルテ
トタ リ領ハ ア完
キル 地性 リ全
ハ物 ノ質

従又 ナル此ノ 従ニ
例議 タ因 タ効
ニ渡 リ yレ ル用
在ヲ 債不 アヲ

ス帯 権不 リ為 五
フ主 ノ動例 ス物ー

原f旦タ 拾物へ トハ六
案反ル 保ノハ 百他条

釘物 ハ従用方 トニ
ノノ

f権其責 地タ1) ニ図
ニ附

言明 付移 1!E属
ヒセ

アハ ノ役ル 主ス

ルト 其従
従ハ不 タシ

タ要役 動 ルテ
キタ リ物

アリ 完全ノ、 yレ 地ハ
此物

従ノ 性本
又ナ

限ノ 従ル
ニ移 中ニ タ効
在 f寸 リ因 ル用
ラヲ 債ル アヲ

フ 四 l 保ノ リ為
但主三 ハ従用 ス物六

再
反タ条

債権 ナリ 方ニ
トハ条

封ル二 否他 調査
ノ物項 ノ地役 図 トニ

案
明ノ f足ル ニ附
示慮 ナハ不 従属
ア分

リ 要役動産 ヒセ
jレノ、 主ス
ト従 地ハ タシ
キタ ノ性 ルテ
ノ、 Jレ 従質 有完
此物 ナニ リ全
限ノ リ因 又ナ
ニ庭 債ル 従ル
在分

権ノ 動不
タ効

フヲ ル用
ス帯 捨産 有ヲ

~~ 

a岡

原
案
丘
一
六
条
三
項
が
四
三
条
二
項
に
移
さ
れ
た
理
由
は
、
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
の
意
向
で
あ
っ
た
(
架
塚

省
吾
報
告
委
員
の
発
言
・
前
掲
注
(
げ
)
「
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
二

O
頁)。

ま
た
、
再
調
査
の
終
了
後
、
条
文
数
に
変
動
が
あ
り
、
二
ハ
条
は
一
五
条
に
、
ま
た
、
四
三
一
条
は
四
一
条
に
な
っ
た
。
そ
の
際
何
ら
か
の
議

論
が
行
な
わ
れ
た
に
せ
よ
、
文
言
上
は
変
化
が
な
い
。

(
お
)
宮
城
・
前
掲
注
(
叩
)
三

O
頁
は
、
債
権
担
保
編
一
九
七
条
三
項
後
段
の
注
釈
に
お
い
て
、
用
方
に
よ
る
不
動
産
が
主
た
る
不
動
産
か
ら
引

き
離
さ
れ
た
場
合
に
は
、
動
産
と
な
り
、
そ
の
性
質
上
抵
当
権
の
客
体
と
な
ら
な
い
と
す
る
。
ま
た
逆
に
、
主
た
る
不
動
産
に
抵
当
権
が
設
定

さ
れ
た
と
き
に
用
方
に
よ
る
不
動
産
が
共
に
抵
当
目
的
物
と
な
る
の
は
、
規
定
す
る
ま
で
も
な
く
、
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
。

(
お
)
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
2

法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
七
九
三

1
七
九
五
頁
(
商
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事
法
務
研
究
会
、
昭
和
五
九
)
。

民
法
修
正
案
コ
一
六
五
条
お
よ
び
現
行
法
三
七

O
条
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

民
法
修
正
案

工
ハ
五
条

抵
首
権
ハ
其
目
的
タ
ル
不
動
産
ニ
附
加
シ
テ
之
ト
一
億
ヲ
成
シ
タ
ル

物
ニ
及
フ
但
設
定
行
為
ニ
別
段
ノ
定
ア
ル
ト
キ
及
ヒ
第
四
百
十
九
候
ノ

規
定
ニ
依
リ
債
権
者
カ
債
務
者
ノ
行
為
ヲ
取
消
ス
コ
ト
ヲ
得
ル
場
合
ハ

此
限
一
一
在
ラ
ス

現
行
法

七
O
条

抵
当
権
ハ
抵
当
地
ノ
上
ニ
存
ス
ル
建
物
ヲ
除
ク
外
其
目
的
タ
ル
不
動

産
ニ
附
加
シ
テ
之
ト
一
体
ヲ
成
シ
タ
ル
物
ニ
及
フ
但
設
定
行
為
ニ
別
段

ノ
定
ア
ル
ト
キ
及
ヒ
第
四
百
二
十
四
条
ノ
規
定
ニ
依
リ
債
権
者
カ
債
務

者
ノ
行
為
ヲ
取
消
ス
コ
ト
ヲ
得
ル
場
合
ハ
此
限
一
一
在
ラ
ス

集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

(
お
)
こ
れ
に
つ
い
て
、
梅
博
士
は
、
含
ま
れ
る
と
す
る
(
前
掲
注
(
お
)
『
議
事
速
記
録
一
一
』
七
九
五
頁
)
。
ま
た
、
含
ま
な
い
の
が
慣
習
で
あ
る

と
い
う
横
田
園
臣
委
員
に
対
し
て
、
梅
博
士
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
①
慣
習
を
よ
く
知
ら
な
い
が
、
含
む
と
す
る
方
が
多
く
は
な
い
か
。
も

し
反
対
の
慣
習
が
多
け
れ
ば
例
外
を
設
け
る
。
②
法
律
を
知
っ
て
お
れ
ば
、
こ
の
規
定
に
基
い
て
、
別
段
の
定
め
が
な
い
以
上
含
ま
れ
る
こ
と

に
な
る
、
ま
た
逆
に
、
含
ま
な
い
と
き
に
は
別
段
の
定
め
を
す
る
、
と
考
え
る
だ
ろ
う
(
同
書
同
頁
)
。
③
土
地
と
建
物
が
別
に
な
れ
ば
、
競
売

に
よ
っ
て
土
地
所
有
者
と
建
物
所
有
者
と
が
異
な
っ
た
場
合
の
処
理
が
困
難
に
な
る
(
同
書
七
九
七
頁
)
。

審
議
の
過
程
で
、
日
本
の
慣
習
に
従
っ
て
土
地
を
抵
当
に
付
し
た
場
合
に
は
家
屋
を
別
に
す
る
旨
の
修
正
す
る
こ
と
に
な
っ
た
(
同
書
八

O

九
頁
)
o

こ
の
結
果
、
修
正
案
三
六
五
条
に
は
、
「
抵
首
地
ノ
上
ニ
存
ス
ル
家
屋
ヲ
除
ク
外
」
と
い
う
文
言
が
付
け
加
え
ら
れ
(
同
書
八
五
六
頁
)
、

同
時
に
三
八
四
条
と
し
て
「
抵
嘗
権
ノ
目
的
タ
ル
土
地
ノ
上
ニ
抵
骨
闘
機
設
定
者
ノ
所
有
ニ
係
ル
家
屋
ア
ル
ト
キ
ハ
抵
嘗
権
者
ハ
土
地
ト
共
一
一
之

ヲ
競
買
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
其
優
先
権
ハ
土
地
ノ
代
債
一
一
付
テ
ノ
ミ
之
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
得
」
と
い
う
規
定
が
追
加
さ
れ
た
(
同
書
九
一
八
頁
)
。
梅

博
士
は
、
三
八
四
条
の
提
案
理
由
を
次
の
よ
う
に
い
う
。
す
な
わ
ち
、
更
地
に
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
た
後
、
建
物
が
建
築
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
後
、

抵
当
権
が
実
行
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
家
屋
の
収
去
や
地
上
権
の
設
定
に
よ
っ
て
生
じ
る
経
済
的
な
不
利
益
を
回
避
す
る
た
め
に
必
要
で
あ

る
(
同
書
八
五
六
頁
)
。
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説

な
お
、
法
定
地
上
権
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
は
、
村
田
博
史
寸
法
定
地
上
権
」
星
野
英
一
ほ
か
編
『
民
法
講
座
3
物
権

下
(
有
斐
閣
、
昭
五
九
)
な
ど
参
照
の
こ
と
。

(
幻
)
前
掲
注
(
部
)
『
議
事
速
記
録
一
一
』
八

O
九
頁
。

(
お
)
整
理
会
に
お
け
る
議
論
は
、
も
っ
ぱ
ら
文
字
の
修
正
に
限
ら
れ
る
た
め
、
審
議
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
条
項
も
多
い
。

(
却
)
も
っ
と
も
、
同
時
に
、
修
正
案
三
六
七
条
に
関
す
る
参
照
条
文
と
し
て
、
債
権
担
保
編
二

O
一
条
一
項
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
(
前
掲
注
(
お
)

『
議
事
速
記
録
二
』
八
一
八
、
八
一
九
頁
)
。
こ
の
三
六
七
条
は
、
物
上
代
位
な
ど
の
規
定
を
抵
当
権
に
準
用
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

(
判
)
前
掲
注
(
お
)
『
議
事
速
記
録
二
』
七
八
四
、
七
八
五
頁
。

(
H
U
)

法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
日
法
典
調
査
曾
民
法
主
査
曾
議
事
速
記
録
』
六
一

O
、
六
一
一
頁
(
商

事
法
務
研
究
会
、
昭
六
三
)
。

ま
た
、
財
産
編
九
条
の
規
定
す
る
「
用
方
ニ
因
ル
不
動
産
」
概
念
は
、
わ
が
国
の
慣
習
に
反
し
、
近
時
の
立
法
例
に
な
い
概
念
で
あ
る
の
で
、

民
法
修
正
案
に
お
い
て
は
、
こ
の
概
念
自
体
を
認
め
て
い
な
い
(
同
書
五
九
四
頁
)
。

(
位
)
前
掲
注
(
H
U
)

『
主
査
合
議
事
速
記
録
』
六
一

O
、
六
一
一
頁
。

民
法
修
正
案
八
八
条
、
民
法
総
会
提
出
案
九

O
条
、
民
法
整
理
案
九

O
条
お
よ
び
現
行
法
八
七
条
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

民
法
修
正
案
は
、
前
掲
注
(
れ
)
『
主
査
曾
議
事
速
記
録
』
六

O
九
頁
に
、
ま
た
、
民
法
総
会
提
出
案
九

O
条
は
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制

調
査
部
監
修
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
ロ
法
典
調
査
曾
民
法
線
曾
議
事
速
記
録
』
四
八
二
貝
(
商
事
法
務
研
究
会
、
昭
六
一
二
)
に
、
さ

ら
に
民
法
整
理
案
九

O
条
は
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
日
法
典
調
査
舎
民
法
整
理
案
』
一
一

頁
(
商
事
法
務
研
究
会
、
昭
六
一
二
)
に
依
っ
た
。
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(
2
)』

一
三
九
頁
以

論

J¥ 
一八
物条 民
ノ

修法A吊... 

用 正
案

{共
ス
lレ
為
メ

其

所有

者
カ
自
己
ノ

所有

属
ス
lレ
他

九
-0  
物条 民
ノ

法総~ 所
有
者 提
カ 出

其 案

ヰ易
ノ
ρ吊y. 

用

供
ス
1レ
為
メ

自
己
ノ
所
有

属
ス



集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

フ ヲ他 九 此 ヲノ

ス従以ノ物 O 限従以一
)物テ物ノ条 民 ニタテ物
ハ従ヲ所 j去 在ル従ヲ
主物以有 整 ラ物タ以

物トテ者 理 スハルテ
ノス之カ 案 主物之

庭 ニ其 タトニ

分 附物 ルス附

一 属/ 物 属

随 セ常 ノ セ

フ シ用 慮 ン

但
メニ 分 メ

タ f共 一 タ

~Ij ルス 随 lレ

段 トル フ ト
ノ キ為 f旦 キ
r耳ム三ー. ノ、メ 反 ノ、

ア 其白 空t 其
1レ 附己 ノ 附

ト 属ノ 意 属
キ セ所 ，思 セ
ノ、 シ有 ア ン

此 メニ yレ メ

l浪 タ属 ト タ
ルス キ lレ一

在 物ル ノ、 物

ヲ他 /¥、 フ yレ yレ

物従従ノ物七 ス従物他
物物ノ条 現 物ヲノ
ハトヲ所 行 ハ以ー
主ス以有 法 主テ物
物テ者 物従ヲ
ノ 之カ ノ物以
慮 ニ其 慮トテ
分 附物 分ス之

属ノ
1砲 セ常 F迫 阿t
フ シ用 フ 属
メニ 但 セ
タ供 反 ン

ルス 書t メ
トル ノ タ
キ為 意 jレ
ノ、メ ，田"与、 ト

其白 ア キ
附己 jレ ノ、

属/ ト 其
セ所 キ ~ft 
シ有 ノ、 属
メニ 此 セ
タ属 限 ン

ルス メ

物ル 在 タ

(
刊
)
前
掲
注
(
引
)
『
主
査
曾
議
事
速
記
録
』
六
一
一

l
六
一
八
頁
参
照
。

(
叫
)
前
掲
注
(
叫
)
『
主
査
曾
議
事
速
記
録
』
六
一
六
頁
。

(
伍
)
長
谷
川
喬
委
員
の
質
問
に
対
す
る
発
言
で
あ
る
(
前
掲
注
(
幻
)
『
主
査
曾
議
事
速
記
録
L

六
一
七
頁
)
0

他
方
、
こ
の
質
問
に
対
し
て
、
起
草
委
員
で
あ
る
梅
博
士
は
、
「
成
ル
ベ
ク
然
ウ
ナ
ル
デ
セ
ウ
、
何
時
デ
モ
ト
云
ウ
コ
ト
ハ
保
詮
ハ
出
来
ヌ
」

と
答
え
て
い
る
。

(
必
)
前
掲
注
(
H
U
)

『
主
査
曾
議
事
速
記
録
L

六
一
六
頁
。
末
松
委
員
は
、
同
書
六
一
一

l
六
一
三
頁
に
か
け
て
何
度
か
発
言
し
て
い
る
。

起
草
委
員
で
あ
る
富
井
博
士
は
、
所
有
者
が
違
う
場
合
に
は
、
「
添
付
」
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
と
述
べ
て
お
り
、
主
物
従
物
関
係
は
、
「
添
付
」

と
異
な
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
(
同
書
六
二
一
頁
)
。
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5見

(
U
)

「
処
分
」
の
範
囲
を
質
問
し
た
箕
作
麟
祥
委
員
に
対
す
る
梅
博
士
の
発
言
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

士
の
発
一
言
で
は
な
い
(
前
掲
注
(
組
)
『
主
査
曾
議
事
速
記
録
』
六
一
ム
ハ
頁
)
。

(
特
)
磯
部
四
郎
委
員
の
提
案
(
前
掲
注
(
位
)
『
総
合
議
事
速
記
録
』
四
八
一
一
頁
)
。
こ
の
削
除
案
に
は
、
奥
田
義
人
、
横
田
園
臣
お
よ
び
開
直
彦

委
員
な
ど
が
賛
成
し
て
い
る
。

(
的
)
村
田
保
委
員
の
提
案
・
前
掲
注
(
位
)
『
総
合
議
事
速
記
録
』
四
八
四
頁
。

(
印
)
尾
崎
三
良
委
員
の
提
案
・
前
掲
注
(
位
)
『
総
合
議
事
速
記
録
L

四
八
五
頁
。
と
い
う
の
は
、
一
項
を
削
除
し
て
、
二
項
を
残
し
て
お
く
と
、

他
人
の
物
が
主
物
の
処
分
に
従
っ
て
処
分
さ
れ
て
し
ま
う
虞
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
後
に
、
一
項
を
削
除
し
、
二
項
を
修
正
す
る
と
い
う
案

に
賛
成
し
て
い
る
(
同
書
四
八
七
頁
)
。

右
で
い
う
二
項
修
正
案
と
は
、
主
物
と
従
物
の
所
有
者
が
同
一
で
あ
る
こ
と
と
い
う
要
件
を
二
項
に
付
け
加
え
る
も
の
で
、
横
田
園
臣
委
員

の
提
案
に
よ
る
(
同
書
四
八
五
頁
お
よ
び
四
八
七
頁
)
。

(
日
)
各
提
案
の
採
決
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
(
担
)
『
総
曾
議
事
速
記
録
』
四
八
八

1
四
九

O
頁
参
照
の
こ
と
。

(
臼
)
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
司
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
日
法
典
、
調
査
曾
民
法
整
理
曾
議
事
速
記
録
』
四
四
頁
(
商
事
法
務

研
究
会
、
昭
六
三
)
。

(
日
)
前
掲
注
(
臼
)
『
整
理
曾
議
事
速
記
録
』
一
四
一
頁
。

(
日
)
前
掲
注
(
臼
)
『
整
理
曾
議
事
速
記
録
』
一
四
七
頁
。

(
日
)
前
掲
注
(
臼
)
『
整
理
曾
議
事
速
記
録
』
一
四
一

1
一
六

O
頁
を
参
照
。

(
日
)
前
掲
注
(
臼
)
『
整
理
曾
議
事
速
記
録
』
一
六
O
頁
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
行
民
法
に
は
但
書
は
な
く
、
ま
た
、
帝
国
議
会
衆
議
院
に
お
け
る

本
法
案
第
一
読
会
に
際
し
て
提
示
さ
れ
た
法
文
に
も
但
書
は
な
い
(
康
中
俊
雄
編
著
『
第
九
同
帝
園
議
曾
の
民
法
審
議
』
二
七
八
頁
(
有
斐
閣
、

昭
六
こ
)
。
演
中
俊
雄
編
著
『
民
法
修
正
案
(
前
三
一
一
編
)
の
理
由
書
』
一
三
五
頁
(
有
斐
閣
、
昭
六
二
)
に
よ
れ
ば
、
帝
国
議
会
へ
の
提
案
に

際
し
て
但
書
が
削
除
さ
れ
た
の
は
、
本
文
が
任
意
規
定
で
あ
る
以
上
、
当
然
だ
か
ら
で
あ
っ
た
。

こ
の
『
未
定
稿
本
/
民
法
修
正
案
(
前
三
編
)
の
理
白
書
』
に
つ
い
て
は
、
広
中
俊
雄
「
民
法
修
正
案
(
前
三
編
)

法
学
五

O
巻
(
五
号
七
六
頁
)
七
一
六
頁
以
下
(
昭
六
二
)
参
照
の
こ
と
。

(
訂
)
康
中
・
前
掲
注
(
日
)
『
民
法
審
議
』
九
頁
以
下
は
、
帝
国
議
会
に
お
け
る
審
議
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。
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厳
密
に
は
、

起
草
担
当
者
で
あ
る
富
井
博

論

に
関
す
る
お
ぼ
え
が
き
」

ま
た
、

民
法
修
正
案
に
関
す
る
衆



議
院
の
委
員
会
審
議
に
つ
い
て
は
、
同
書
八
七
頁
以
下
参
照
の
こ
と
。
さ
ら
に
、
貴
族
院
に
お
け
る
審
議
に
つ
い
て
は
、

照
の
こ
と
。
も
っ
と
も
、
現
行
三
七

O
条
お
よ
び
八
七
条
に
関
す
る
限
り
、
~
実
質
的
な
審
議
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

問
書
七
四
頁
以
下
参

第
二
款

「
?
日
w
F・甘
M
」

に
関
す
る
裁
判
例
お
よ
び
学
説

序

前
款
で
み
た
と
お
り
、
わ
が
国
の
民
法
典
は
、
抵
当
権
の
効
力
が
不
動
産
上
の
動
産
に
及
ぶ
か
に
つ
い
て
、
不
明
確
な
部
分
を
残
し
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
裁
判
例
に
お
い
て
も
こ
の
点
が
争
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
学
説
も
民
法
典
、
の
そ
の
よ
う
な
欠
点
を
補
充
す
べ
く
努

集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

力
し
て
き
た
。
本
款
で
は
、
不
動
産
上
の
動
産
に
対
す
る
抵
当
権
の
効
力
に
関
す
る
問
題
の
う
ち
「
附
加
」
に
関
し
て
、
裁
判
例
お
よ
び
学

説
を
考
察
す
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
法
典
の
欠
点
が
旦
九
体
的
に
ど
の
よ
う
に
解
消
さ
れ
て
き
た
の
か
、
ま
た
、
そ
の
背
後
に
は
ど
の

よ
う
な
考
え
方
な
い
し
利
益
衡
量
が
存
在
す
る
の
か
か
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
る
。

以
下
で
は
、
第
一
に
、
裁
判
例
の
展
開
を
と
り
上
げ
る
。
も
っ
と
も
、
裁
判
例
は
、
下
級
審
も
含
め
れ
ば
か
な
り
の
数
に
な
る
の
で
、
時

さ
ら
に
大
戦
前
の
時
期
を
転
機
と
な
っ
た
明
治
三
九
年
と
大
正
八

期
を
区
切
っ
て
検
討
す
る
。
ま
ず
、
第
二
次
大
戦
前
と
大
戦
後
に
分
け
、

年
の
二
つ
の
大
審
院
判
決
に
よ
っ
て
分
け
る
。

つ
ま
り
、
以
下
の
四
期
に
分
け
る
こ
と
に
な
る
。
第
一
期
は
、
明
治
三
九
年
大
審
院
判
決
以

前
の
時
期
で
あ
り
、
第
二
期
は
、
大
正
八
年
大
審
院
民
事
連
合
部
判
決
以
前
の
時
期
で
あ
る
。
続
く
第
三
期
は
、
第
二
次
大
戦
の
終
結
ま
で

の
時
期
で
あ
り
、
第
四
期
は
、
現
在
ま
で
続
く
大
戦
後
の
時
期
で
あ
る
。
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説

第
二
に
、
学
説
の
状
況
を
と
り
上
げ
る
。
学
説
に
つ
い
て
も
、
裁
判
例
と
同
様
に
、

四
つ
の
時
期
に
区
切
っ
て
検
討
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、

学
説
と
裁
判
例
と
の
関
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

論

裁
判
例
の
展
開

1 

第

期

明
治
三
九
年
大
審
院
判
決
以
前

現
行
民
法
典
制
定
後
、
従
物
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
か
と
い
う
問
題
が
最
初
に
登
場
し
た
の
は
、
大
審
院
明
治
三
三
年
判
決
に
お
い
て

で
あ
る
。
こ
の
判
決
以
後
、
大
審
院
明
治
三
九
年
判
決
が
登
場
す
る
ま
で
、
次
の
二
点
で
裁
判
例
は
、
混
乱
を
示
し
て
い
る
。
第
一
は
、
裁

(
l
)
 

判
所
聞
で
の
結
論
の
相
違
で
あ
り
、
第
二
は
、
問
題
と
な
っ
た
物
件
の
種
類
に
よ
る
結
論
の
相
違
で
あ
る
。
前
者
は
、
畳
建
具
な
ど
を
め
ぐ

る
東
京
地
方
裁
判
所
と
東
京
控
訴
院
と
の
間
で
の
結
論
の
相
違
で
あ
り
、
後
者
は
、

工
場
に
お
け
る
機
械
類
と
家
屋
内
の
畳
建
具
造
作
類
と

の
間
で
の
相
違
で
あ
る
。

第
一
点
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
に
述
べ
る
と
す
れ
ば
、
数
の
多
い
畳
建
具
や
造
作
の
類
の
事
例
で
は
、
こ
の
時
期
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

下
級
審
は
積
極
的
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
判
断
し
て
い
る
が
、
上
級
審
は
否
定
的
で
あ
る
。
こ
の
下
級
審
と
上
級
審
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の

判
断
の
対
立
と
い
う
傾
向
は
、
大
審
院
明
治
三
九
年
判
決
ま
で
続
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
否
定
す
る
場
合
の
理
由
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
の
は
、
動
産
は
抵
当
権
の
目
的
た
り
え
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
明
治
三
五
年
末
に
東
京
地
方
裁
判
所
で
は
各
部
の

(
2
)
 

裁
判
官
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
意
思
統
一
が
図
ら
れ
、
肯
定
す
る
こ
と
に
一
致
し
た
が
、
そ
の
後
も
東
京
控
訴
院
で
は
否
定
的
な

態
度
を
と
り
続
け
た
こ
と
は
注
目
し
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
畳
建
具
な
ど
を
従
物
で
あ
る
と
認
定
す
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る
場
合
と
附
加
一
体
物
で
あ
る
と
認
定
す
る
場
合
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
ど
ち
ら
と
い
え
ば
前
者
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

第
二
点
は
、
事
件
数
自
体
は
少
な
い
も
の
の
、

工
場
に
お
け
る
機
械
類
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
す
る
判
断
が
最
終
的
に
示
さ
れ
て
お

り
、
畳
建
具
な
ど
の
事
件
に
お
け
る
傾
向
と
異
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
第
一
期
で
は
、

工
場
抵
当
法
な
ど
の
財
団
抵
当
法

は
、
ま
だ
制
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
機
械
類
に
つ
い
て
も
民
法
三
七

O
条
お
よ
び
八
七
条
二
項
の
適
用
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
も
含

め
て
、
こ
の
相
違
が
注
目
さ
れ
る
。

[
1
]
 
大
判
明
治
三
三
年
九
月
一
一
日
(
一
民
)
民
録
六
輯
八
巻
一
頁

工
場
所
有
者
A
の
債
権
者
B
は、

A
の
工
場
内
に
あ
る
蒸
気
エ
ン
ジ
ン
な
ど
の
機
械
類
に
対
し
て
強
制
執
行
を
行
な
い
、
自
ら
競
落
し
た
。
工
場

建
物
お
よ
び
敷
地
の
抵
当
権
者
X
は
、
本
件
執
行
を
行
な
っ
た
執
達
吏
Y
に
対
し
て
、
違
法
執
行
を
理
由
に
損
害
賠
償
を
求
め
た
。

一
審
、
請
求

棄
却
。
原
審
、
控
訴
棄
却
。
X
は
、
本
件
機
械
に
つ
き
登
記
を
経
て
お
ら
ず
、
抵
当
権
の
及
ぶ
こ
と
を
第
三
者
に
対
抗
で
き
な
い
と
し
た
。
破
棄

差
一
炭
。
動
産
は
、
抵
当
不
動
産
に
附
加
し
て
一
体
と
な
れ
ば
、
当
該
動
産
に
つ
い
て
登
記
な
し
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
。
し
た
が
っ
て
、
本
件

集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

機
械
が
抵
当
不
動
産
に
附
加
し
た
か
否
か
の
判
断
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。

[
2
]
 
東
京
地
決
明
治
三
四
年
二
月
一
八
日
新
聞
二
五
号
六
頁

A
は
、
建
物
を
担
保
と
し
て

X
よ
り
金
銭
を
借
り
受
け
た
。
そ
の
後
、
A
は
建
物
を
Y
に
売
却
し
た
。

X
の
申
立
に
よ
る
競
売
開
始
決
定
に
対
し

て
、
Y
は
、
次
の
二
点
を
挙
げ
て
抗
告
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①
A
-
X
問
の
期
限
の
利
益
に
つ
い
て
の
約
定
は
登
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
善
意
の
第

コ
一
者
た
る
Y
に
対
抗
で
き
な
い
。
②
「
畳
建
具
造
作
庭
木
石
」
と
の
記
載
が
開
始
決
定
の
目
録
に
あ
る
が
登
記
簿
上
記
載
が
な
く
、
抵
当
権
の
日

的
物
で
は
な
い
の
で
、
競
売
で
き
な
い
。
原
決
定
破
棄
(
申
立
棄
却
)
。
裁
判
所
は
、
Y
の
主
張
①
を
容
れ
た
。

[3] 
東
京
地
決
明
治
三
四
年
二
一
月
一
一
一
日
新
聞
六
九
号
八
頁

建
物
抵
当
権
に
基
づ
く
競
売
開
始
決
定
お
よ
び
競
落
許
可
決
定
に
対
し
て
、
造
作
回
宜
建
具
の
所
有
権
を
主
張
す
る
第
三
者
が
抗
告
を
し
た
。
破
棄
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説

委
任
。
動
産
に
対
す
る
抵
当
権
は
、
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
。

[4] 
東
京
控
判
明
治
三
四
年
一
一
一
月
一
一
一
一
一
日
新
聞
七
一
号
一
四
頁

論

A
の
債
権
者
Y
は
、
A
所
有
の
家
屋
内
の
畳
建
具
類
を
強
制
執
行
に
よ
っ
て
差
し
押
さ
え
て
、
競
売
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
家
屋
に
つ
い
て
の

抵
当
権
者
X
は
、
抵
当
権
侵
害
を
理
由
と
し
て
Y
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
た
。

一
審
、
請
求
棄
却
。
控
訴
棄
却
。
動
産
抵
当
は
認
め
ら
れ
な

い
と
い
う
。

[5] 
大
判
明
治
三
五
年
一
月
二
七
日
(
二
民
)
民
録
八
輯
一
巻
七
七
頁

紡
績
工
場
内
の
蒸
気
紡
績
機
な
ど
の
機
械
類
を
含
め
て
強
制
執
行
が
な
さ
れ
、
抵
当
権
者
Y
が
優
先
弁
済
を
受
け
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
他
の
債

権
者
X
は
、
機
械
に
つ
い
て
配
当
異
議
を
申
し
立
て
た
。

X
の
上
告
棄
却
。
第
一
一
民
事
部
は
、
本
件
機
械
類
が
定
著
物
あ
る
い
は
従
物
で
あ
っ
て
、

抵
当
権
の
目
的
物
た
り
う
る
と
す
る
。

[
6
]
 
東
京
地
決
明
治
三
五
年
七
月
三

O
日
新
聞
九
九
号
九
頁

不
動
産
強
制
競
売
決
定
が
不
動
産
に
附
属
す
る
造
作
畳
建
具
を
も
含
め
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
抗
告
が
行
な
わ
れ
た
(
詳
細
不
明
)
。
破
棄
委
任
。

①
畳
建
具
は
従
物
で
あ
る
が
、
従
物
は
主
物
と
同
一
体
で
な
い
。
②
八
七
条
二
項
は
、
主
物
の
処
分
に
際
し
て
従
物
に
つ
い
て
別
段
の
意
思
表
示

の
な
い
場
合
の
規
定
で
あ
っ
て
、
主
物
を
処
分
す
る
場
合
に
従
物
の
処
分
を
命
じ
る
趣
旨
で
は
な
い
。

[
7
]
 
大
阪
控
判
年
月
不
明
新
聞
一

O
二
号
八
頁
(
明
治
三
五
年
九
月
一
日
発
行
)

[
1
]
事
件
の
差
戻
控
訴
審
。
請
求
認
容
。
本
件
機
械
類
は
、
土
地
に
定
着
す
る
か
定
着
し
た
機
械
の
従
物
で
あ
っ
て
一
時
的
な
も
の
で
は
な
く
工

場
の
主
要
部
分
で
あ
る
の
で
、
不
動
産
に
附
加
し
て
一
体
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
機
械
類
に
登
記
な
し
に
抵
当
権
が
及
ぶ

こ
と
は
、
三
七

O
条
よ
り
当
然
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
附
加
一
体
物
の
取
外
し
が
地
所
建
物
を
段
損
し
な
い
こ
と
は
、
定
著
物
で
は
な
い
こ
と

を
意
味
し
な
い
旨
も
説
示
し
た
。
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[
8
]
 
東
京
控
決
明
治
三
五
年
九
月
一
五
日
新
聞
一

O
七
号
五
頁

抵
当
目
的
物
た
る
建
物
と
と
も
に
畳
建
具
造
作
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
た
競
落
許
可
決
定
に
対
し
て
、
抗
告
が
行
な
わ
れ
た
(
詳
細
不
明
)
。
抗
告
審
、

抗
告
棄
却
。
従
物
は
主
物
に
従
う
の
で
、
本
件
畳
建
具
造
作
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
し
た
。
再
抗
告
審
、
破
棄
委
任
。
畳
建
具
と
造
作
は
附

加
一
体
物
で
は
な
く
、
よ
っ
て
抵
当
権
の
効
力
が
及
ば
ず
、
建
物
と
共
に
競
売
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。

[
9
]
 
東
京
地
決
明
治
三
五
年
一
二
月
一
三
日
新
聞
一
一
九
号
一
五
頁

抵
当
権
設
定
者
X
は
、
抵
当
権
者
Y
に
よ
る
競
売
申
立
が
畳
建
具
に
つ
い
て
も
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
抗
告
し
た
。
抗
告
棄
却
。
畳
建
具

と
造
作
は
建
物
の
附
加
一
体
物
で
あ
っ
て
、
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
い
う
。

[
叩
]
東
京
地
決
明
治
三
五
年
二
一
月
一
一
一
一
日
新
開
一
二

O
号
一
五
頁

不
動
産
競
売
許
可
決
定
に
畳
建
具
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
抗
告
が
行
な
わ
れ
た
(
詳
細
不
明
)
。
抗
告
棄
却
。
畳
建
具
お
よ
び

集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

造
作
は
、
従
物
で
あ
り
、
従
物
に
は
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
す
る
。

[
日
]

東
京
控
決
明
治
三
六
年
三
月
四
日
新
聞
一
一
二

O
号
一
五
頁

詳
細
不
明
。
破
棄
委
任
。
民
法
三
六
九
条
の
規
定
か
ら
、
抵
当
権
は
、
動
産
を
対
象
と
し
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
従
物
が
動
産
で
あ
る
場
合
に

お
い
て
は
、
抵
当
権
の
設
定
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
。

[ロ]
東
京
控
決
明
治
三
六
年
七
月
二

O
日
新
聞
一
五
四
号
九
頁

造
作
を
含
む
建
物
に
つ
い
て
の
競
売
開
始
決
定
に
対
し
て
、
抗
告
が
行
な
わ
れ
た

(
詳
細
不
明
)
。
抗
告
棄
却
。
本
件
造
作
は
、
附
加
一
体
物
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
す
る
。

[
日
]

東
京
控
決
明
治
三
六
年
一

O
月
九
日
新
聞
一
七
一
号
七
頁

詳
細
不
明
。
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
造
作
お
よ
び
畳
建
具
で
あ
っ
た
。
破
棄
委
任
。
造
作
は
、
附
加
一
体
物
で
あ
る
の
で
、
抵
当
権
の
効
力
が
及
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説

ぶ
。
し
か
し
、
畳
建
具
、
は
、
当
事
者
の
合
意
に
よ
り
建
物
の
従
物
と
さ
れ
て
も
、
抵
当
権
の
目
的
で
は
な
い
と
い
う
。

[
U
]
 
東
京
控
決
明
治
三
六
年
一
二
月
一
一
一
一
一
日
新
聞
一
九
一
号
一
六
頁

幸子A
員岡

詳
細
不
明
。
裁
判
所
は
、
畳
建
具
を
建
物
の
従
物
と
認
め
た
が
、
動
産
で
あ
る
の
で
、
抵
当
権
の
効
力
は
及
ば
な
い
と
し
た
。

こ
こ
で
、
第
一
期
の
裁
判
例
を
整
理
分
析
す
る
。

第
一
に
、
裁
判
に
お
い
て
争
わ
れ
た
目
的
物
の
種
類
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
工
場
な
ど
の
機
械
器
具
類
が
問
題
と

な
っ
た
事
件
は
、
裁
判
例

[
1
]
[
5
]
[
7
]
の
三
件
で
あ
り
、
「
畳
建
具
造
作
」
が
問
題
に
な
っ
た
の
は
、

[
2
]
[
3
]
[
8
]
1
[
叩
]
[
日
]

の
六
件
で
あ
る
。
そ
の
他
に
、
造
作
の
み
が
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
[
日
]

お
よ
び

[ロ]
の
二
件
で
あ
り
、

ま
た
、
畳
建
具
の
み
が
問
題

と
な
っ
た
の
は
、

[
4
]

[
6
]
 
[
H
]
 
の
三
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
家
屋
の
畳
建
具
や
造
作
が
、
抵
当
権
の
目
的
物
と
し
て
重
視

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
、

い
わ
ゆ
る
財
団
抵
当
法
は
制
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

し
た
が
っ
て
、

な
ど
の
機
械
器
具
に
つ
い
て
も
民
法
が
唯
一
の
判
断
基
準
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
件
数
が
少
な
く
、

も
っ
ぱ
ら
畳
建
具
な
ど
の
動

産
お
よ
び
造
作
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

(
3
)
 

ま
た
、
裁
判
所
は
、
機
械
器
具
を
附
加
一
体
物
も
し
く
は
定
著
物
ま
た
は
従
物
と
判
断
し
、
抵
当
権
の
目
的
物
と
解
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
機
械
器
具
に
関
す
る
裁
判
例
は
、

そ
の
理
由
づ
け
の
基
礎
と
な
る
法
的
評
価
の
点
で
分
か
れ
て
い
る
が
、

し
か
し
そ
の
結
果
に
お
い

て
一
致
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
畳
建
具
お
よ
び
造
作
に
関
し
て
、
機
械
器
具
の
場
合
と
同
様
に
附
加
一
体
物
と
判
断
し
て
抵
当
権
の

(
3
a
)
 

[
日
]
の
一
一
一
件
で
あ
る
。
し
か
し
、
多
数
の
事
件
、
す
な
わ
ち

効
力
が
及
ぶ
と
す
る
判
決
は
、

[
9
]

[ロ]

[
3
]
 
[
4
]
 
[
8
]
 
[
日
]

[
H
]
 
の
六
件
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
当
該
目
的
物
が
動
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
物
か
否
か
を
問
わ
ず
、
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と

を
否
定
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
従
物
で
あ
る
と
し
つ
つ
効
力
が
及
ぶ
と
す
る

[
叩
]
判
決
や
、
主
物
と
同
一
体
で
な
い
か
ら
及
ば
な
い
と

す
る

[
6
]
判
決
も
あ
る
。
し
か
し
、
全
体
的
な
傾
向
を
考
え
る
と
す
れ
ば
、
畳
建
旦
ハ
や
造
作
に
つ
い
て
裁
判
所
は
、
否
定
的
な
傾
向
に
あ
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]



(
4
)
 

っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
に
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
裁
判
所
毎
に
そ
の
特
徴
が
現
れ
て
い
る
。
事
件
の
大
多
数
は
、
東
京
控
訴
院
と
東
京
地
方
裁
判
所
で

行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
控
訴
院
で
の
事
件
が
六
件
、
地
裁
で
の
事
件
が
五
件
あ
る
。
ま
ず
、
東
京
地
裁
か
ら
み
る
と
、
当

初
動
産
抵
当
の
禁
止
を
理
由
に
畳
建
具
造
作
な
ど
動
産
に
つ
い
て
の
抵
当
権
の
効
力
を
否
定
し
て
い
た

裁
判
例
[

2

]

)

が
、
畳
建
具
造

作
に
関
し
て
そ
れ
ら
を
附
加
一
体
物
と
判
断
し
て
抵
当
権
の
効
力
を
及
ぼ
し

同
[

9

]

)

、
ま
た
、
従
物
と
し
つ
つ
抵
当
権
の
効
力
を
及
ぼ

す
よ
う
に
な
っ
た

(
同
[
叩
]
)
。
こ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
判
決
の
当
時
、
東
京
地
裁
で
各
部
の
裁
判
官
に
よ
り
抵
当
権

が
及
ぶ
と
す
る
方
向
で
意
思
統
一
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
、

そ
の
原
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
東
京
控
訴
院
で
は
、
当
初
か

ら
動
産
抵
当
の
禁
止
を
理
由
に
否
定
し
、

ま
た
、
畳
建
具
造
作
を
附
加
一
体
物
で
は
な
い
と
し
て
否
定
し
て
き
た
。
上
述
の
東
京
地
裁
で
の

意
思
統
一
の
動
き
を
受
け
た
後
、

一
度
は
、
造
作
を
動
産
抵
当
の
禁
止
を
理
由
に
否
定
し
た

し
か
し
、

そ
の
後
、
畳
建
具
造

同
[
日
]

)

0

集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

作
に
つ
い
て
は
附
加
一
体
物
で
あ
る
と
し
て
肯
定
す
る
(
同
[
臼
]
)

一
方
で
、
畳
建
具
を
従
物
で
あ
る
か
ら
抵
当
権
が
及
ば
な
い
(
同
[
日
]

[

日

]

)

が
、
造
作
は
附
加
一
体
物
で
あ
る
の
で
及
ぶ

(
同
[
日
]
)

と
解
し
た
り
し
た
。
以
上
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
附
加
一
体
物
で

あ
れ
ば
抵
当
権
の
効
力
が
及
び
、
従
物
で
あ
れ
ば
及
ば
な
い
と
い
う
の
は
、
動
産
抵
当
の
禁
止
を
理
由
と
し
て
お
り
、

(
5
)
 

動
産
に
抵
当
権
の
効
力
を
及
ぽ
す
こ
と
を
嫌
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
だ
け
裁
判
所
が

最
後
に
、
抵
当
権
が
附
属
物
に
及
ぶ
と
し
た
場
合
に
は
、

そ
れ
を
第
三
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
抗
す
る
か
が
、
問
題
と
な
る
。
第
一

期
の
裁
判
例
に
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
の
判
決
自
体
が
少
な
く
、

ま
た
、
肯
定
し
た
判
決
に
お
い
て
も
こ

の
点
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
も
少
な
い
。
こ
の
た
め
、
実
際
に
第
三
者
対
抗
要
件
に
つ
い
て
説
示
し
た
の
は
、

(
6
)
 

あ
る
。
す
な
わ
ち
、

[
1
]
事
件
で
大
審
院
は
、
登
記
が
な
く
と
も
附
加
一
体
物
と
な
っ
た
物
に
抵
当
権
が
及
ぶ
と
判
示
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

附
加
一
体
物
以
外
の
物
に
関
す
る
裁
判
所
の
立
場
は
、
不
明
で
あ
る
。

[
1
]
事
件
の
一
件
だ
け
で
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5見

明
治
三
九
年
に
至
っ
て
、
大
審
院
は
、
設
定
当
時
の
従
物
に
対
す
る
抵
当
権
の
効
力
を
明
確
に
否
定
し
た
。

[
日
]

大
判
明
治
三
九
年
五
月
二
三
日
(
二
民
)
民
録
二
一
輯
一
五
巻
八
八

O
頁

雪ι
伺岡

設
定
者
A
の
債
権
者
Y
は
、
鉱
山
の
精
練
場
内
に
あ
る
機
械
を
差
し
押
さ
え
て
、
強
制
競
売
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
精
練
場
に
つ
い
て
の
抵
当

権
者
X
が
異
議
を
申
し
立
て
た
。
原
審
、
異
議
認
容
。
本
件
機
械
は
従
物
で
あ
り
、
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
し
た
。
破
棄
差
戻
。
民
法
三
六
九

条
が
動
産
へ
の
抵
当
権
の
設
定
を
禁
じ
た
理
由
は
、
動
産
の
性
質
か
ら
類
似
口
聞
が
多
く
、
ま
た
、
線
転
流
通
し
易
い
た
め
に
、
債
権
弁
済
の
担
保

と
す
る
目
的
を
達
し
難
く
、
ま
た
、
当
事
者
間
で
紛
争
が
生
じ
易
い
と
い
う
弊
害
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
弊
害
が
生
じ
る
点
で
は
、

動
産
た
る
従
物
も
独
立
の
動
産
も
ま
っ
た
く
変
わ
り
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
民
法
三
六
九
条
は
、
八
七
条
二
項
の
例
外
規
定
と
み
る
べ
き
で
あ

っ
て
、
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
か
否
か
は
、
本
件
機
械
が
附
加
一
体
物
で
あ
っ
た
か
否
か
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

2 

第
二
期

大
正
八
年
大
審
院
民
事
連
合
部
判
決
以
前

」
の
後
、
大
審
院
民
事
連
合
部
に
お
い
て

[
日
]
判
決
が
否
定
さ
れ
る
大
正
八
年
ま
で
の
聞
の
下
級
審
裁
判
例
は
、
明
治
期
で
は
ほ
ぼ
一

致
し
て

[
日
]
判
決
に
従
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
大
正
期
に
な
る
と
、
従
物
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
す
る
裁
判
例
が
現
わ
れ
て
き
た
。

も
っ
と
も
、
[
日
]
判
決
の
前
年
で
あ
る
明
治
三
八
年
に
は
、

工
場
抵
当
法
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
財
団
抵
当
三
法
が
成
立
し
て
い
る
。
そ
の

(
7
)
 

工
場
抵
当
法
な
ど
の
規
制
に
服
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

結
果
、
工
場
内
の
機
械
な
ど
に
関
し
て
は
民
法
の
規
制
を
離
れ
、

[
日
]

長
崎
控
判
年
月
不
明
新
聞
三
九
三
号
一
八
頁
(
明
治
三
九
年
二
一
月
五
日
発
行
)

Y
は
、
抵
当
権
の
実
行
に
基
づ
く
土
地
家
屋
と
と
も
に
、
置
ス
ト
ー
ブ
お
よ
び
冬
用
窓
掛
け
を
競
落
し
た
。
そ
こ
で
、
本
件
土
地
建
物
な
ど
の
所

有
者
X
は
、

Y
に
対
し
て
本
件
動
産
の
返
還
を
求
め
た
。
原
審
、
請
求
棄
却
。
競
売
に
お
い
て
本
件
動
産
を
除
外
す
る
旨
の
公
示
が
な
い
の
で
、
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主
物
と
と
も
に
従
物
も
競
売
さ
れ
る
と
し
た
。
主
文
不
明
。
控
訴
院
は
、
裁
判
例
[
日
]
で
示
さ
れ
た
理
由
の
ほ
か
に
、
第
三
者
へ
の
抵
当
権
の

公
一
不
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
、
抵
当
権
の
効
力
が
本
件
動
産
に
及
ば
な
い
と
し
た
。

[
げ
]

長
野
地
裁
松
本
支
判
年
月
不
明
新
聞
四
三
一
号
七
頁
(
明
治
四
O
年
六
月
一
五
日
発
行
)

X
は
、

A
に
対
す
る
債
権
の
担
保
と
し
て
土
地
建
物
に
つ
い
て
の
抵
当
権
を
取
得
し
た
。
そ
の
後
、
X
は
本
件
建
物
を
競
落
し
、
裁
判
所
の
仮
登

記
命
令
に
基
い
て
地
上
権
設
定
仮
登
記
を
経
由
し
た
。
し
か
し
、

A
が
Y
に
本
件
土
地
を
売
却
し
た
の
で
、

X
は
Y
に
地
上
権
設
定
登
記
手
続
を

求
め
た
が
、
Y
が
拒
否
し
た
。
そ
こ
で
、
X
は
、
Y
に
対
し
て
地
上
権
設
定
登
記
手
続
を
行
な
う
こ
と
を
求
め
た
。
Y
は
、
本
件
土
地
上
に
存
す

る
湯
坪
、
雪
隠
、
物
置
な
ど
は
Y
の
所
有
で
あ
っ
て
、
本
件
土
地
全
部
に
地
上
権
を
設
定
せ
よ
と
い
う
本
訴
は
不
当
で
あ
る
と
抗
弁
し
た
。
請
求

認
容
。
湯
坪
、
雪
隠
お
よ
び
物
置
な
ど
は
独
立
の
工
作
物
で
は
な
く
本
件
建
物
の
附
属
物
で
あ
る
の
で
、
抵
当
権
は
こ
れ
ら
に
も
及
び
、
地
上
権

も
ま
た
当
然
設
定
さ
れ
た
と
看
倣
さ
れ
る
と
い
う
。

集合財産担保に関する基礎的考察(5) 

[
時
]

長
崎
控
判
明
治
四
一
年
六
月
二

O
日
新
聞
五

O
九
号
二
三
貝

建
物
抵
当
権
の
実
行
に
よ
る
建
物
競
落
人
X
が
、
建
物
の
原
所
有
者
Y
に
対
し
て
、
建
物
内
の
動
産
(
従
物
)
に
つ
い
て
の
所
有
権
の
確
認
を
求

め
た
。
原
審
、
請
求
認
容
。
①
本
件
動
産
は
従
物
で
あ
る
。
②
設
定
当
時
従
物
に
つ
い
て
抵
当
権
の
効
力
を
及
ぼ
さ
せ
る
特
約
が
存
在
し
た
。
③

競
売
が
完
結
し
、

X
が
競
落
人
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
物
た
る
本
件
動
産
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
び
、

X
は
、
本
件
動
産
の
所
有
者
で
あ
る

と
し
た
。
破
棄
差
戻
。
①
抵
当
権
は
、
附
加
一
体
物
に
の
み
及
び
、
従
物
に
は
及
ば
な
い
。
②
三
六
九
条
は
、
八
七
条
二
項
の
例
外
規
定
で
あ
る
。

③
設
定
時
の
合
意
お
よ
び
競
落
は
、
こ
れ
ら
の
効
果
を
変
更
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
動
産
が
附
加
一
体
物
か
否
か
を
審
理
す
べ
き
で
あ
る
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と
い
、
っ
。

[
四
]

大
阪
地
決
明
治
四
二
年
一
一
月
二
九
日
新
聞
六
二
二
号
二
二
頁

債
権
者
の
申
立
に
基
づ
き
土
地
建
物
に
つ
い
て
原
裁
判
所
が
行
な
っ
た
競
売
開
始
決
定
に
は
、
不
動
産
以
外
に
建
物
の
庇
・
雨
戸
・
敷
鴨
居
・
天



説

井
二
階
敷
・
段
梯
子
な
ど
の
附
属
動
産
の
表
示
が
あ
っ
た
。
引
き
続
き
、
競
落
許
可
決
定
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
抗
告
が
行
な
わ
れ
た
。

原
決
定
破
棄
(
競
売
許
可
申
立
棄
却
)
。
①
動
産
に
対
す
る
抵
当
権
は
認
め
ら
れ
な
い
。
②
附
加
一
体
物
で
あ
る
場
合
に
の
み
目
的
と
な
り
う
る
。

論

③
八
七
条
二
項
の
規
定
は
三
七

O
条
前
段
に
よ
っ
て
適
用
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
物
で
あ
っ
て
も
抵
当
権
の
効
力
は
及
ば
な
い

と
す
る
。

[
却
]

(
8
)
 

東
京
控
判
明
治
四
三
年
二
一
月
二
八
日
新
聞
七
一
六
号
二
二
只

宅
地
建
物
の
抵
当
権
者
X
が
強
制
競
売
に
お
け
る
競
落
許
可
決
定
に
基
づ
き
所
有
権
を
取
得
し
た
。
し
か
し
、
強
制
競
売
手
続
き
開
始
前
に
一
般

債
権
者
Y
が
庭
木
・
庭
石
・
戸
・
障
子
・
畳
・
襖
な
ど
を
有
体
動
産
と
し
て
強
制
執
行
を
行
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で

X
は
、
強
制
執
行
に
つ
い
て

異
議
を
申
し
立
て
た
。
な
お
、
本
件
物
品
は
、
強
制
競
売
申
立
書
、
同
開
始
決
定
お
よ
び
競
落
許
可
決
定
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
目
的
物
件
の
表

一
不
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

一
審
、
異
議
認
答
。
控
訴
一
部
認
容
・
一
部
棄
却
。
庭
木
・
庭
石
に
関
し
て
は
、
宅
地
に
附
加
し
て
一
体
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
強
制
競
売
に
よ
っ
て

X
が
所
有
す
る
に
至
っ
た
。
他
方
、
戸
・
障
子
・
畳
・
襖
な
ど
に
関
し
て
は
、
建
物
の
従
物
で
あ
る
と
し
た

う
え
で
、
抵
当
権
の
実
行
の
場
合
に
は
競
売
物
件
に
含
ま
れ
る
が
、
強
制
競
売
の
申
立
に
お
い
て
は
目
的
物
件
に
含
め
た
と
い
う
事
実
の
な
い
限

り
は
目
的
物
と
な
ら
な
い
と
い
う
。

[
幻
]

長
崎
控
判
年
月
不
明
新
聞
七
八

O
号
二
四
頁
(
明
治
四
五
年
四
月
五
日
発
行
)

Y
は
、
「
精
米
器
械
器
具
一
切
添
付
の
億
」
精
米
工
場
に
つ
い
て
抵
当
権
を
取
得
し
、
本
件
器
械
を
工
場
の
一
部
と
し
て
競
売
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
以
前
に
工
場
所
有
者
か
ら
本
件
器
械
を
購
入
し
た
と
主
張
す
る
X
は、

Y
に
よ
る
競
売
に
よ
っ
て
本
件
器
械
の
所
有
権
を
失
っ
た
と
し
て
、

競
落
代
金
に
相
当
す
る
損
害
賠
償
の
支
払
い
を
求
め
た
。

一
審
、
請
求
棄
却
。
原
判
決
破
棄
・
請
求
認
容
。
本
件
器
械
は
、
従
物
で
あ
る
が
、
三

七
O
条
は
、
八
七
条
二
項
の
例
外
規
定
で
あ
る
か
ら
、
本
件
器
械
が
従
物
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
本
件
は
解
決
で
き
ず
、
附
加
一
体
物
で
あ
る

か
否
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
Y
は
、
本
件
器
械
が
定
著
物
と
主
張
す
る
だ
け
で
何
ら
立
証
が
な
い
の
で
、
従
物
に
と
ど
ま
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る
と
認
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
抵
当
権
の
効
力
は
、
従
物
で
あ
る
本
件
器
械
に
は
及
ば
ず
、

X
の
所
有
権
喪
失
に
よ
る
損
害
賠
償

請
求
に
は
理
由
が
あ
る
と
い
う
。

[
詑
]

東
京
地
判
大
正
四
年
一
二
月
二

O
日
新
聞
一

O
八
一
号
一
一
一
一
頁

X
は
、

A
所
有
の
建
物
に
設
定
を
受
け
た
抵
当
権
を
実
行
し
て
建
物
を
競
落
し
、
登
記
を
経
由
し
た
。
他
方
、

Y
は
、
競
落
以
前
か
ら
、
本
件
建

物
を
賃
借
し
て
い
た
。
そ
こ
で

X
は、

Y
に
対
し
て
造
作
畳
建
具
付
で
の
建
物
の
引
渡
を
求
め
た
。
な
お
、
競
売
手
続
き
に
お
い
て

X
は
、
造
作

な
ど
の
本
件
物
件
に
つ
い
て
競
売
申
立
を
取
り
下
げ
、
競
売
許
可
決
定
に
当
初
含
ま
れ
て
い
た
本
件
物
件
の
記
載
は
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
請
求
一

部
認
容
・

一
部
棄
却
。
八
七
条
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
抵
当
権
の
効
力
は
、
抵
当
権
設
定
当
時
の
従
物
に
及
び
、
他
方
、
一
二
七

O
条
は
、
文
理
解

釈
お
よ
び
規
定
の
沿
革
か
ら
抵
当
権
設
定
以
後
の
附
加
一
体
物
に
関
す
る
規
定
で
あ
っ
て
、
八
七
条
二
項
の
適
用
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、

X
に
よ
る
競
売
申
立
の
取
下
、
お
よ
び
、
競
売
許
可
決
定
に
お
け
る
記
載
の
抹
消
と
い
う
認
定
事
実
に
よ
れ
ば
、
本
件
競
落
は
、
従
物

を
除
外
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

X
は
、
従
物
で
あ
る
本
件
物
件
の
所
有
権
を
取
得
し
え
な
い
と
い
う
。

集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

[
お
]

宮
崎
区
判
年
月
不
明
新
聞
一
一

O
八
号
三

O
頁
(
大
正
五
年
四
月
三

O
日
発
行
)

X
は
、
所
有
す
る
家
屋
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
。
抵
当
権
実
行
の
結
果
、
A
が
家
屋
を
競
落
し
、

Y
に
対
し
て
畳
な
ど
の
本
件
係
争
物
件
を
売
却

し
た
。

X
は、

Y
に
対
し
て
本
件
係
争
物
件
の
引
渡
を
求
め
た
。
請
求
棄
却
。
抵
当
権
に
基
づ
く
主
物
の
競
売
に
お
い
て
も
従
物
が
積
極
的
に
除

外
さ
れ
な
い
限
り
、
従
物
は
、
そ
の
性
質
上
主
物
の
処
分
に
従
う
と
看
倣
さ
ざ
る
を
え
な
い
と
す
る
。

[
出
]

東
京
地
判
大
正
五
年
六
月
二
一

O
日
新
聞
一
二
三
号
一
一

O
頁

A
の
浴
場
に
設
定
さ
れ
た
抵
当
権
が
実
行
さ
れ
、
抵
当
権
者
Y
が
競
落
し
た
。
他
方
、
畳
建
具
、
風
呂
釜
お
よ
び
煙
突
な
ど
の
本
件
係
争
物
件
は
、

抵
当
権
の
実
行
以
前
に
、

A
か
ら

B
に
売
却
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

X
は、

B
お
よ
び

C
を
経
て
、
本
件
係
争
物
件
を
取
得
し
た
。
そ
こ
で

X
は、

Y
に
対
し
て
本
件
係
争
物
件
の
所
有
権
の
確
認
を
求
め
た
。
請
求
認
容
。
抵
当
権
の
設
定
当
時
に
存
す
る
従
物
に
は
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
。
し
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説

か
し
、
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
の
は
、
主
物
従
物
関
係
が
継
続
す
る
問
に
限
定
さ
れ
る
の
で
、
従
物
の
第
三
者
へ
の
譲
渡
に
よ
っ
て
主
物
従
物
関

係
が
消
滅
す
れ
ば
、
も
は
や
抵
当
権
の
効
力
が
及
ば
な
く
な
る
と
い
う
。

E命

[
お
]

大
判
大
正
六
年
四
月
一
一
一
日
(
二
民
)
民
録
二
三
輯
六
九
五
頁

A
は、

B
ら
の
た
め
に
本
件
建
物
と
そ
の
附
加
一
体
物
た
る
蒸
気
機
関
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
。

X
は、

A
か
ら
建
物
を
賃
借
し
、
精
米
用
機
械

な
ど
を
買
い
受
け
た
が
、
蒸
気
機
関
は
取
り
除
い
て
、
別
の
発
動
機
を
据
え
付
け
て
、
精
米
業
を
営
ん
だ
。
そ
の
後
、

B
の
申
立
に
よ
っ
て
本
件

建
物
お
よ
び
本
件
機
械
類
が
競
売
さ
れ
、

Y
が
競
落
し
た
。
そ
こ
で

X
は、

Y
に
対
し
て
本
件
機
械
の
所
有
権
の
確
認
を
求
め
た
。
原
審
、
請
求

棄
却
。
破
棄
差
一
民
。
一
二
七

O
条
の
規
定
は
、
附
加
一
体
物
の
所
有
権
が
不
動
産
所
有
者
に
帰
し
た
場
合
の
規
定
で
あ
り
、

X
が
本
件
機
械
を
権
原

に
よ
っ
て
附
加
さ
せ
た
の
か
に
つ
い
て
審
理
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

[
お
]

神
戸
地
判
大
正
七
年
五
月
二

O
日
新
聞
一
四
一
九
号
二
六
頁

A
所
有
の
建
物
を

Y
が
本
件
造
作
を
含
め
て
競
落
し
た
と
し
て
、
本
件
造
作
の

A
へ
の
引
渡
を

Y
が
拒
否
し
た
と
こ
ろ
、

X
が
本
件
造
作
を

A
よ

り
購
入
し
た
と
し
て
引
渡
を
求
め
た
。
結
局
、

X
-
A
・
Y
の
三
者
間
で
、

X
が
Y
ら
に
本
件
造
作
を
売
り
渡
し
、
そ
の
代
金
を
支
払
う
と
い
う

内
容
の
和
解
に
至
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、

X
は
Y
に
対
し
て
不
当
利
得
に
基
づ
く
返
還
請
求
を
し
た
。

一
審
、
請
求
一
部
認
容
・
一
部
棄
却
。

原
判
決
破
棄
・
請
求
棄
却
。

Y
の
和
解
の
主
張
を
容
れ
た
。
裁
判
所
は
、
傍
論
と
し
て
、
造
作
な
ど
の
附
加
一
体
物
は
抵
当
権
の
目
的
物
に
な
る

が
、
畳
建
具
な
ど
の
従
物
は
目
的
物
に
な
ら
な
い
と
説
示
し
て
い
る
。

[
幻
]

東
京
地
判
大
正
七
年
五
月
二
四
日
評
論
七
巻
一
五
号
(
民
法
)

四
九
九
頁

建
物
抵
当
権
の
実
行
に
よ
り
、
抵
当
権
者
Y
が
建
物
を
競
落
し
、
占
有
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
競
落
以
前
に
本
件
係
争
物
件
を
X
が
所
有
者
A
の
内

縁
の
夫
(
真
実
の
所
有
者
)
か
ら
購
入
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、

X
は、

Y
に
対
し
て
本
件
物
件
の
返
還
を
求
め
た
。
請
求
認
容
。
設
定
当
時
従
物

で
あ
れ
ば
抵
当
権
の
効
力
は
及
ぶ
が
、
本
件
に
お
い
て
は
、
実
行
ま
で
に
所
有
者
が
交
替
し
て
お
り
、
従
物
た
る
関
係
を
離
脱
し
て
い
る
。
し
た
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が
っ
て
、
抵
当
権
の
効
力
は
及
ば
な
い
と
い
う
。

[
沼
]

大
判
大
正
七
年
七
月
一

O
日
(
一
一
一
民
)
民
録
二
四
輯
一
四
四
一
頁

A
は
、

X
所
有
の
宅
地
建
物
に
つ
い
て
抵
当
権
を
有
し
て
い
た
。
A
の
競
売
申
立
の
結
果
、
Y
が
宅
地
建
物
を
競
落
し
た
。

X
は
、
Y
に
対
し
て

納
屋
、
湯
殿
お
よ
び
便
所
に
つ
い
て
所
有
権
の
確
認
を
求
め
た
。
原
審
、
請
求
棄
却
。
上
告
棄
却
。
八
七
条
一
一
項
は
、
と
く
に
従
物
を
除
外
し
な

い
限
り
、
競
売
の
場
合
に
お
い
て
も
適
用
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
物
件
は
、
宅
地
建
物
と
共
に
Y
が
競
溶
し
た
と
い
う
。

[
却
]

東
京
控
判
大
正
七
年
二
一
月
二

O
日
評
論
八
巻
三
号
(
民
法
)

一
O
六
頁

水
車
小
屋
に
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
た
。
小
屋
に
は
水
車
の
諸
器
具
が
備
え
付
け
ら
れ
て
お
り
、
抵
当
権
の
設
定
か
ら
競
落
許
可
ま
で

X
が
所
有
し

て
い
た
。

X
は
、
水
車
小
屋
の
競
落
人
Y
に
対
し
て
諸
器
具
の
所
有
権
の
確
認
を
求
め
た

詳
細
不
明
)
。
控
訴
棄
却
。
本
件
諸
器
具
は
従
物
で

あ
り
、
抵
当
権
は
従
物
に
及
ぶ
と
い
う
。

こ
の
時
期
の
裁
判
例
一
四
件
を
整
理
分
析
す
る
。

集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

第
一
に
、
こ
の
時
期
の
裁
判
例
の
一
般
的
な
傾
向
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
期
に
お
い
て
、

諸
裁
判
所
の
判
断
は
、
先
に
大
審
院
の
示
し
た
域
を
出
て
い
な
い
。
し
か
し
大
正
期
に
な
る
と
、

一
般
論
に
お
い
て
、
抵
当
権
の
及
ぶ
こ
と

を
認
め
始
め
、

や
が
て
具
体
的
結
論
に
お
い
て
も
肯
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
具
体
的
に
裁
判
例
に
則
し
て
述
べ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
明
治
期
の
裁
判
例
[
日

]
l
[
幻
]

に
お
い
て
、
裁
判
所
が
抵

当
権
の
効
力
の
及
ぶ
こ
と
を
肯
定
し
た
の
は
[
口
]
事
件
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
[
口
]
事
件
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
附
属
建
物
で
あ
る
。

北法46(5・183)1315 

す
で
に
、
第
一
期
に
お
い
て
も
、
造
作
が
附
加
一
体
物
に
あ
た
る
場
合
に
は
抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
こ
の
判
決
は
、

そ
の
点
で
は
な
ん
ら
の
進
展
も
示
し
て
い
な
い
。
他
方
、
[
口
]
以
外
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
、

も
っ
ぱ
ら
畳
な
ど
の
動
産
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
動
産
抵
当
の
禁
止
と
い
う
考
え
方
な
い
し
は
従
物
と
附
加
一
体
物
と
を
区
別
し
後
者
に
の
み
抵



効
力
が
及
ぶ
の
か
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
、
精
米
機
械
は
、
附
加
一
体
物
と
の
主
張
が
な
い
以
上
、
従
物
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
抵
当
権
の

北法46(5・184)1316

説

当
権
が
及
ぶ
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、
抵
当
権
の
効
力
が
及
ば
な
い
と
い
う
。
ま
た
、

[
幻
]
事
件
の
争
点
は
、
精
米
機
械
に
抵
当
権
の

号-b‘
両岡

効
力
は
及
ば
な
い
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
、
[
詑
]
事
件
か
ら
は
様
相
を
異
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
八
七
条
二
項
に
よ
っ
て
抵
当
権
設
定
当
時
の
従
物
に
抵
当
権
の
効
力

が
及
ぶ
こ
と
を
一
般
論
と
し
て
是
認
し
た
裁
判
例
が
現
わ
れ
始
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
[
泣
]
[
担
]

れ
ら
は
い
ず
れ
も
東
京
地
裁
な
い
し
東
京
控
訴
院
の
判
決
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
神
戸
地
裁
は
、
[
お
]
事
件
に
お
い
て
、

[
幻
]

[
却
]

の
各
事
件
で
あ
る
。
こ

三
七

O
条
に
よ

っ
て
附
加
一
体
物
に
は
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
が
、
畳
建
具
な
ど
の
従
物
に
は
及
ば
な
い
と
す
る
。

(
9
)
 

他
方
、
[
お
]
事
件
に
お
い
て
は
、
抵
当
権
設
定
後
に
建
物
内
に
搬
入
さ
れ
た
精
米
機
械
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
の
か
が
問
題
と
な
っ
た
。

大
審
院
は
、
抵
当
権
の
効
力
の
肯
否
を
、
搬
入
者
に
よ
る
権
原
に
基
づ
く
附
加
の
有
無
に
係
ら
し
め
た
。
こ
の
判
決
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
一
一
一
七

O
条
の
適
用
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
従
物
で
あ
っ
た
場
合
は
念
頭
に
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
件
で
土
地
建
物
の
所
有
者
と
機
械

の
所
有
者
と
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
に
、

八
七
条
一
項
の
規
定
か
ら
、
そ
も
そ
も
従
物
が
問
題
と
な
ら
な
い
事
案
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
判
決
か
ら
直
ち
に
八
七
条
二
項
の
適
用
が
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
八
七
条
二
項
を
競
売
に
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
主
物
の
競
売
の
効
果
が
従
物
に
及
ぶ
こ
と
を
是
認
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
問
題
の
処
理
-
を
図
っ
て
い
る
裁
判
例
が
あ
る
。
{
お
]

お
よ
び

[
お
]
事
件
で
あ
る
。
と
く
に
、
こ
の

[
お
]

事
件
に
お
い

て
大
審
院
は
、
競
落
人
と
所
有
者
と
の
聞
の
所
有
権
確
認
訴
訟
に
関
し
て
、
と
く
に
従
物
を
排
除
し
て
い
な
い
限
り
、
八
七
条
二
項
が
競
売

の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
と
し
て
、
原
告
で
あ
る
所
有
者
の
上
告
を
棄
却
し
た
。
も
ち
ろ
ん
即
断
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
競
売

手
続
き
の
結
果
所
有
権
を
取
得
す
る
競
落
人
と
元
の
所
有
者
で
あ
る
抵
当
権
設
定
者
と
の
聞
の
利
害
調
整
に
つ
い
て
は
、
競
売
手
続
き
に
よ

る
競
落
人
の
所
有
権
取
得
と
い
う
期
待
の
保
護
を
裁
判
所
が
考
慮
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
保



護
の
方
法
と
し
て
競
売
手
続
き
も
ま
た
八
七
条
二
項
に
い
う
「
処
分
」
に
あ
た
る
と
解
す
る
こ
と
で
解
決
を
図
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が

(
叩
)

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
と
、
裁
判
所
、
と
く
に
大
審
院
は
、
裁
判
例
[
日
]
に
お
い
て
設
定
時
の
従
物
に
は
抵
当
権
の

効
力
は
及
ば
な
い
と
し
て
い
た
が
、
裁
判
例
[
お
]

そ
れ
を
骨
抜
き
に
す
る
形
で
、
少
な
く
と
も
競
売
時
の
従
物
に
は
及
ぶ
と
い
う

で
は
、

立
場
を
と
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
限
り
で
、
裁
判
所
は
、
設
定
時
の
従
物
に
も
抵
当
権
の
効
力
を
及
ぼ
そ
う
と
し
た
と
い
え
る
。

第
二
に
、
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
さ
れ
た
場
合
に
、

そ
の
第
三
者
対
抗
要
件
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

第
一
期
の
大
審
院
明
治
三
三
年
判
決
(
裁
判
例
[

1

]

)

は
、
附
加
一
体
物
に
関
し
て
民
法
三
七

O
条
に
基
づ
き
当
然
に
抵
当
権
の
効
力
が

及
び
、
こ
れ
に
つ
い
て
と
く
に
登
記
を
必
要
と
し
な
い
旨
、
説
示
し
た
。
し
か
し
、
第
二
期
に
お
い
て
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
明
確
な
説
一
不

は
な
い
u

従
物
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

大
審
院
は
、
大
正
八
年
三
月
一
五
日
の
民
事
連
合
部
判
決
に
お
い
て
、
従
来
の
立
場
を
変
更
し
、
抵
当
権
の
効
力
が
従
物
に
及
ぶ
こ
と
を

認
め
た
。
こ
の
判
例
変
更
は
、
上
述
し
た
下
級
審
裁
判
例
の
変
化
と
明
治
三
九
年
判
決
へ
の
学
界
の
批
判
と
が
影
響
し
た
た
め
で
あ
る
と
評

(
日
)

価
さ
れ
て
い
る
。

[
叩
]

大
判
大
正
八
年
三
月
一
五
日
(
民
事
連
合
部
)
民
録
二
五
輯
四
七
三
頁

X
は
、
湯
屋
所
有
者
Y
に
対
し
て
債
権
の
成
立
と
そ
の
担
保
と
し
て
湯
屋
と
そ
の
畳
建
具
造
作
、
さ
ら
に
湯
屋
営
業
道
具
・
煙
突
共
一
式
の
附
属

品
に
つ
い
て
抵
当
権
が
成
立
す
る
こ
と
の
確
認
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
原
審
、
請
求
認
容
。
破
棄
差
一
民
。
反
対
の
意
思
表
示
が
な
い
限
り
、
従
物

に
建
物
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
。
そ
の
理
由
は
、
八
七
条
二
項
の
立
法
趣
旨
は
処
分
当
時
の
主
物
の
利
用
価
値
を
減
損
さ
せ
ず
そ
の
経
済
的
効
用

を
充
実
さ
せ
る
た
め
で
あ
り
、
主
物
建
物
の
利
用
価
値
を
標
準
と
し
て
担
保
価
値
を
定
め
る
抵
当
権
設
定
の
場
合
に
も
ま
た
そ
れ
は
適
用
で
き
る

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
三
六
九
条
や
三
七
O
条
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
者
が
不
動
産
以
外
の
物
が
抵
当
権
の
独
立
の
目
的
に
な
り
え
な
い
と
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説

い
う
趣
旨
で
あ
り
、
後
者
が
附
加
一
体
物
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
っ
て
、
経
済
上
の
用
法
に
従
い
主
従
を
同
一
の
法
律
関
係
に
服
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
八
七
条
二
項
の
規
定
を
妨
げ
な
い
と
い
う
。

号ι
日間

も
っ
と
も
具
体
的
結
論
と
し
て
は
、
畳
建
具
造
作
な
ど
に
は
抵
当
権
が
及
ん
で
い
る
が
、
営
業
用
動
産
が
従
物
で
あ
る
と
の
原
審
の
判
断
に
は

理
由
を
欠
く
と
す
る
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
物
が
抵
当
権
の
及
ぶ
従
物
と
な
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
の
意
思
を
基
礎
と
す
る
主
観
的
基
準
に
よ
ら
ず
、

般
取

引
観
念
上
定
ま
る
客
観
的
基
準
に
よ
る
と
説
示
し
た
。

こ
の
判
決
に
よ
っ
て
、
抵
当
権
設
定
時
の
従
物
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
は
明
認
さ
れ
た
。
逆
に
、
こ
の
判
旨
か
ら
、
設
定
後
の
従

物
に
つ
い
て
は
抵
当
権
が
及
ば
な
い
と
い
う
解
釈
が
定
着
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
後
、
設
定
後
の
従
物
の
取
扱
い
、

お
よ
び
、

そ
の
理
論
的
裏
付
け
が
主
た
る
問
題
と
な
っ
た
。

3 

第

期

第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
ま
で

[
訂
]

東
京
地
判
大
正
八
年
七
月
一
六
日
評
論
八
巻
三
一
五
号
(
民
法
)

一
二
六
八
頁

X
は
、
湯
屋
に
設
定
さ
れ
た
抵
当
権
の
実
行
に
よ
っ
て
建
物
を
競
落
し
た
Y
に
対
し
て
、
抵
当
権
設
定
後
に
附
加
さ
れ
た
建
物
内
の
係
争
物
件
の

所
有
権
の
確
認
を
求
め
た
。
原
審
、
請
求
認
容
。
控
訴
棄
却
。
物
理
的
一
体
性
だ
け
で
は
な
く
、
経
済
的
必
要
性
を
も
加
味
し
た
取
引
上
の
一
般

的
観
念
を
基
づ
け
ば
、
本
件
物
件
は
、
附
加
一
体
物
に
あ
た
る
。
し
た
が
っ
て
、
抵
当
権
の
効
力
が
及
び
、
抵
当
権
の
実
行
に
よ
る
競
落
に
基
づ

き
Y
が
所
有
権
を
取
得
す
る
と
い
う
。

[
詑
]

大
決
大
正
一

O
年
七
月
八
日
(
一
民
)
民
録
二
七
輯
二
一
二
三
頁

北法46(5・186)1318



い
わ
ゆ
る
「
増
築
茶
の
間
」
事
件
。
抵
当
権
設
定
後
増
築
さ
れ
た
茶
の
間
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
か
否
か
が
争
点
と
な
っ
た
。
第
一
民
事
部
は
、

「
茶
の
間
」
を
従
物
と
し
た
上
で
、
従
物
に
も
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
が
「
当
院
ノ
判
例
」
で
あ
る
と
し
て
、
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と

を
認
め
た
。

[
お
]

大
判
昭
和
四
年
一
一
月
七
日
(
一
民
)
大
審
院
裁
判
例
(
四
)
民
七
頁

X
は、

A
所
有
の
建
物
お
よ
び
付
属
す
る
畳
建
具
に
つ
い
て
抵
当
権
を
実
行
し
た
。
他
方
、
競
売
申
立
後
、

Y
は
A
に
対
す
る
債
権
の
強
制
執
行

と
し
て
畳
建
具
を
差
し
押
さ
え
、
配
当
を
受
領
し
た
o

X
は、

Y
に
対
し
て
不
当
利
得
に
基
づ
く
配
当
金
の
返
還
を
求
め
た
。

一
審
、
請
求
棄
却
。

原
審
、
控
訴
棄
却
。
破
棄
差
戻
。

Y
は

一
般
債
権
者
で
あ
っ
て

X
の
優
先
権
を
無
視
し
て
抵
当
目
的
物
か
ら
弁
済
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、

X
の
優
先
権
が
侵
害
さ
れ
た
か
否
か
を
審
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

(
日
)

大
判
昭
和
五
年
二
一
月
一
八
日
(
一
民
)
民
集
九
巻
一
一
四
七
頁

[
M
]
 

集合財産担保に関する基礎的考察(5 ) 

Y
は
、
A
所
有
の
建
物
お
よ
ぴ
付
属
す
る
雨
戸
な
ど
の
建
具
類
に
つ
い
て
抵
当
権
を
実
行
し
、
自
ら
競
落
し
、
引
渡
を
受
け
て
占
有
し
た
。
他
方
、

X
は
、
抵
当
権
設
定
後
に
備
え
付
け
ら
れ
た
本
件
建
具
類
に
つ
い
て
、
そ
の
備
付
後
、
譲
渡
担
保
の
目
的
物
と
し
て
所
有
権
を
取
得
し
た
。

X
は、

Y
に
建
具
類
の
引
渡
を
求
め
た
。

一
審
、
請
求
認
容
。
原
審
、
控
訴
棄
却
。
破
棄
差
一
民
。
畳
建
具
は
、

一
般
に
動
産
た
る
性
質
を
失
わ
な
い
。
し

か
し
、
雨
戸
な
ど
の
建
具
類
は
、
建
物
の
効
用
の
点
か
ら
壁
や
羽
目
と
何
ら
変
わ
ら
ず
、
附
加
一
体
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
訴
物
件
が
建

物
の
附
加
一
体
物
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
個
別
に
審
理
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

[
お
}

大
判
昭
和
八
年
七
月
二

O
日
(
一
民
)
新
聞
三
五
九
一
号
二
二
頁

北法46(5・187)1319 

本
件
物
件
は
抵
当
権
設
定
当
時
よ
り
抵
当
家
屋
と
一
体
を
な
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
、
従
物
の
関
係
に
あ
っ
た
。

A
は
、
そ
の
家
屋
を
競
売
法
に

基
づ
く
競
売
に
よ
り
取
得
し
た
。

X
は
、
A
の
家
屋
取
得
以
前
に
、
競
売
開
始
決
定
を
知
り
つ
つ
本
件
物
件
を
買
い
受
け
、
そ
の
後
元
の
所
有
者

Y
に
賃
貸
し
た
。

X
は
、
Y
に
対
し
て
本
件
物
件
の
返
還
を
求
め
、
A
は
、
本
件
訴
訟
に
参
加
し
た
。

一
審
、
請
求
棄
却
。
原
審
、
控
訴
棄
却
。



E見

上
告
棄
却
。

A
は
、
競
売
の
効
力
と
し
て
ほ
当
家
屋
の
所
有
権
の
み
な
ら
ず
、
従
物
の
関
係
に
あ
る
本
件
物
件
の
所
有
権
も
取
得
し
た
。
ま
た
、

競
売
開
始
決
定
が
差
押
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
点
、
お
よ
び
、
民
法
一
九
二
条
と
の
関
係
か
ら
も
、
開
始
決
定
後
の
買
受
人
で
あ
る

X
は
、
競

論

落
人
A
に
対
抗
で
き
な
い
と
す
る
。

[
お
]

大
判
昭
和
八
年
二
一
月
二
二
日
(
五
民
)
民
集
一
二
巻
二
九
五
四
頁

建
物
抵
当
権
者
Y
が
建
物
を
競
落
し
、
引
渡
を
受
け
た
。
他
方
、

X
は
、
建
物
所
有
者
A
か
ら
抵
当
権
設
定
後
備
え
付
け
ら
れ
た
本
件
物
件
を
担

保
の
目
的
で
所
有
権
の
移
転
を
受
け
た
。
X
は
、

Y
に
対
し
て
所
有
権
に
基
づ
い
て
引
渡
を
求
め
た
。

一
審
、
請
求
棄
却
。
原
審
、
請
求
認
容
。

破
棄
差
戻
。
設
定
行
為
に
お
い
て
除
外
さ
れ
た
従
物
も
、
抵
当
権
の
実
行
に
際
し
て
建
物
と
共
に
競
売
手
続
き
に
付
さ
れ
、
そ
の
手
続
き
を
終
了

し
た
場
合
に
は
、
建
物
と
共
に
競
売
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
八
七
条
二
項
は
、
公
法
上
の
行
為
に
も
適
用
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
原
審
に

お
い
て
、
具
体
的
に
本
件
物
件
が
従
物
で
あ
る
の
か
、
お
よ
び
、
本
件
競
売
手
続
き
に
お
い
て
競
売
の
目
的
物
の
表
示
が
本
件
物
件
を
含
ん
で
い

る
の
か
と
い
う
二
点
が
判
断
さ
れ
て
い
な
い
と
し
た
。

[
幻
]

大
決
昭
和
九
年
三
月
八
日
(
一
民
)
民
集
一
三
巻
二
回
二
貝

X
は
、
A
に
対
す
る
債
権
に
関
し
A
所
有
の
建
物
に
対
し
て
抵
当
権
を
有
し
て
い
た
。
A
は
、
抵
当
権
設
定
後
附
属
建
物
を
建
築
し
て
、
そ
の
旨

を
主
た
る
建
物
の
登
記
用
紙
に
登
記
し
た
。
X
は
、
主
た
る
建
物
と
何
時
に
附
属
建
物
に
つ
い
て
も
競
売
を
申
し
立
て
た
。
競
売
裁
判
所
、
申
立

棄
却
。
原
審
、
抗
告
棄
却
。
附
属
建
物
は
従
物
で
あ
り
、
設
定
後
の
従
物
に
つ
い
て
は
設
定
当
事
者
の
意
思
が
問
題
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
特

別
な
意
思
表
示
が
な
い
限
り
、
抵
当
権
は
及
ば
な
い
と
し
た
。
取
消
差
一
民
。
同
一
登
記
用
紙
に
登
記
さ
れ
た
附
属
建
物
は
、
反
対
の
事
情
の
な
い

限
り
、
主
た
る
建
物
に
附
加
し
て
一
体
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
附
加
一
体
物
に
は
、
設
定
行
為
に
別
段
の
定
め
の
な
い
限
り
、
抵
当
権

の
効
力
が
及
ぶ
。
し
た
が
っ
て
、
原
審
は
、
同
一
登
記
用
紙
に
登
記
さ
れ
て
い
た
点
を
看
過
し
て
お
り
、
失
当
で
あ
る
と
い
う
。

[
お
]

大
判
昭
和
九
年
三
月
一
四
日
(
三
民
)
法
学
三
巻
(
九
号
一
一
四
百
円
)

一O
六
二
頁

北法46(5・188)1320



詳
細
不
明
。
上
告
棄
却
。
八
七
条
二
項
が
抵
当
権
に
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
抵
当
権
に
及
ば
な
い
と
い
う
設
定
当
事
者
の
意
思
表
示
が

な
い
限
り
、
抵
当
権
の
効
力
が
従
物
に
及
ぶ
と
す
る
。

{
却
]

大
判
昭
和
九
年
七
月
二
日
(
一
民
)
民
集
一
一
一
一
巻
一
四
八
九
頁

抵
当
権
者
X
は
、
A
所
有
の
建
物
に
関
す
る
抵
当
権
を
実
行
し
、
自
ら
競
落
し
た
。
し
か
し
、
競
落
後
所
有
権
取
得
ま
で
の
聞
に
、
A
の
債
権
者

vu
は
、
畳
建
具
を
差
し
押
さ
え
て
、
競
売
し
た
。
そ
の
結
果
、
第
三
者
V
H

が
競
落
し
た
。

X
は、

も
お
よ
び
V
H

に
対
し
て
畳
建
具
の
所
有
権
の
確

認
を
求
め
、
同
時
に
、

v
H

に
対
し
て
競
売
手
続
き
の
無
効
確
認
を
求
め
た
。
な
お
、
畳
建
具
は
設
定
当
時
未
備
付
で
あ
り
、
将
来
備
付
物
件
に
抵

当
権
の
効
力
が
及
ば
な
い
と
の
特
約
が
存
在
し
た
。

一
審
、
請
求
認
容
。
原
審
、
原
判
決
破
棄
・
請
求
棄
却
。
上
告
棄
却
。
抵
当
権
の
効
力
が
及

ば
な
い
旨
の
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
効
力
は
従
物
に
及
ば
な
い
。
ま
た
、
右
特
約
の
あ
る
抵
当
権
の
実
行
と
し
て
行
な
わ
れ
る
競
売
手
続

き
に
お
い
て
は
、
差
押
の
効
力
は
、
従
物
た
る
本
件
畳
建
具
に
及
ば
な
い
と
い
う
。

[
却
]

大
判
昭
和
九
年
七
月
一
一
日
(
一
民
)
大
審
院
裁
判
例
(
八
)
民
一
七
二
頁

集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

当
初
の
存
在
し
た
建
物
が
順
次
取
り
壊
さ
れ
、
新
建
物
に
つ
い
て
旧
建
物
の
構
造
変
更
と
し
て
の
変
更
笠
記
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
主
た
る
建
物

が
取
り
壊
さ
れ
、
新
た
に
建
て
ら
れ
た
。
主
た
る
建
物
に
つ
い
て
抵
当
権
が
実
行
さ
れ
、
抵
当
権
者
Y
が
競
落
し
た
。

X
は、

Y
に
対
し
て
所
有

権
の
不
存
在
の
確
認
を
求
め
た
。

X
が
い
か
な
る
関
係
者
か
不
明
で
あ
る
。
原
審
、
請
求
棄
却
。
当
初
の
抵
当
権
は
後
に
新
築
さ
れ
た
主
た
る
建

物
に
合
併
登
記
さ
れ
た
附
属
建
物
に
及
び
、
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
所
有
者
と
の
暗
黙
の
合
意
に
よ
っ
て
Y
の
た
め
の
担
保
に
な
っ
て
お
り
、
さ

ら
に
競
売
手
続
き
は
異
議
な
く
完
了
し
て
い
る
と
い
う
。
破
棄
差
戻
。
原
則
と
し
て
、
抵
当
権
の
効
力
は
、
後
に
従
物
と
し
て
建
築
さ
れ
た
建
物

に
及
ぶ
。
し
か
し
、
本
件
で
は
、
従
物
で
あ
る
の
か
は
附
属
建
物
と
し
て
の
変
更
登
記
の
み
で
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
競
売
手
続
き
が
終
了
し

て
も
、
実
行
さ
れ
た
権
利
が
存
在
し
な
い
な
ら
ば
、
競
落
に
よ
っ
て
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。

[
H
U
]
 

大
判
昭
和
一
一
年
六
月
三
日
(
三
民
)
新
開
四

O
O
七
号
九
頁

北法46(5・189)1321



目覚

B
は、

A
所
有
の
建
物
に
抵
当
権
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
当
時
、
本
件
畳
建
具
類
は
す
で
に
備
え
付
け
ら
れ
て
お
り
、
当
事
者
は
除
外
の
意
思
を

表
示
し
て
い
な
い
。
抵
当
権
の
実
行
に
よ
り

Y
が
競
落
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
X
が

Y
に
対
し
て
所
有
権
の
確
認
を
求
め
た
。
X
が
い
か
な
る
関

前命

係
者
か
不
明
で
あ
る
。
原
審
、
請
求
棄
却
。
従
物
は
、
主
物
の
処
分
に
従
う
と
す
る
。
上
告
棄
却
。
反
対
の
意
思
表
示
の
な
い
限
り
、
抵
当
権
の

効
力
は
、
設
定
当
時
の
従
物
に
及
ぶ
と
い
う
。

[
位
]

大
判
昭
和
一
七
年
二
一
月
二
六
日
(
四
民
)
法
学
一
一
一
巻
(
五
号
八
七
頁
)

四
三
一
頁

B
は
、
畳
ガ
ラ
ス
戸
な
ど
が
備
え
付
け
ら
れ
た

A
所
有
の
建
物
に
抵
当
権
を
有
し
て
い
た
。
Y
は
、

B
か
ら
債
権
と
抵
当
権
を
譲
り
受
け
、
そ
の

譲
渡
通
知
と
登
記
を
了
し
た
。
他
方
、
X
は
、
右
譲
渡
後
、
本
件
畳
ガ
ラ
ス
戸
を
A
か
ら
買
い
受
け
、
同
時
に
A
に
貸
与
し
た
。
Y
は
、
抵
当
権

に
基
づ
く
競
売
を
申
し
立
て
、
自
ら
競
落
し
た
。

X
は、

Y
に
対
し
て
所
有
権
に
基
づ
き
本
件
物
品
の
引
渡
を
求
め
た
。
原
審
、
請
求
棄
却
。
上

告
棄
却
。
別
段
の
意
思
表
示
が
な
い
限
り
、
抵
当
権
の
効
力
は
、
設
定
当
時
の
従
物
に
及
ぶ
。
ま
た
、
本
件
の
よ
う
に
従
物
の
所
有
権
が
移
転
し

た
場
合
に
お
い
て
も
、
附
属
状
態
と
占
有
関
係
が
維
持
さ
れ
て
い
る
限
り
、
従
物
は
依
然
と
し
て
抵
当
物
件
の
一
部
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
従

物
の
所
有
権
取
得
者
は
、
抵
当
権
の
実
行
を
甘
受
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

[
必
]

東
京
控
判
昭
和
一
八
年
二
月
二
二
日
控
訴
院
上
告
民
集
一
一
五
頁
(
民
集
二
二
巻
二
号
付
録
)

Y
が

A
に
対
す
る
債
権
の
強
制
執
行
と
し
て

A
方
の
畳
建
具
類
を
差
し
押
さ
え
た
。
抵
当
権
者
X
は
、
本
件
畳
建
具
類
が
従
物
で
あ
る
と
し
て
、

第
三
者
異
議
の
訴
を
提
起
し
た
。
原
審
、
請
求
棄
却
。
畳
建
具
は
、
建
物
と
は
別
個
の
物
で
あ
る
か
ら
、
抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
に
含
ま
れ

な
い
と
い
う
。
破
棄
差
戻
。
反
対
の
意
思
表
示
が
な
い
限
り
、
建
物
の
常
用
に
供
す
る
た
め
に
附
属
さ
せ
ら
れ
た
債
務
者
所
有
の
動
産
は
、
建
物

の
従
物
と
し
て
抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
内
に
属
す
る
。
従
物
の
み
へ
の
強
制
執
行
に
よ
っ
て
抵
当
権
の
担
保
価
値
の
減
損
を
生
ず
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

以
上
、

一
三
件
の
裁
判
例
を
整
理
分
析
す
る
。

北法46(5・190)1322



第
一
に
、
対
象
物
の
法
的
評
価
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
、
畳
建
具
に
つ
い
て
は
、
附
加
一
体
物
と
-
評
価
し
た
裁
判
例
[
担
]
を
除
い

(
U
)
 

て
、
残
り
五
件
で
は
、
裁
判
所
は
従
物
と
評
価
し
て
い
る
。
他
方
、
建
物
に
関
す
る
三
件
の
裁
判
例
は
、
従
物
と
評
価
し
た

[
沼
]

と
附
加
一
体
物
と
評
価
し
た
[
幻
]
に
分
か
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
対
象
物
件
の
内
容
が
明
ら
か
で
な
い
裁
判
例
が
三
件
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

附
加
一
体
物
と
評
価
し
た
[
出
]
、
従
物
と
評
価
し
た
[
犯
]
お
よ
び
附
加
一
体
物
ま
た
は
従
物
と
評
価
し
た
[
羽
]
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

同
じ
対
象
物
件
が
一
方
で
は
附
加
一
体
物
と
4

評
価
さ
れ
、
他
方
で
は
従
物
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
裁
判
所
は
、

体

の
よ
う
な
基
準
に
よ
っ
て
、
附
加
一
体
物
と
従
物
と
を
区
別
し
て
い
る
の
か
。
畳
建
具
を
附
加
一
体
物
と
評
価
し
た
裁
判
例
[
泊
]
に
お
い

て
、
裁
判
所
は
、
建
物
の
効
用
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
[
出
]
に
お
い
て
は
、
物
理
的
基
準
の
み
な
ら
ず
、
経
済
的
必
要
性
を
加
味
し
た

取
引
上
の
一
般
観
念
を
挙
げ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

そ
の
他
の
裁
判
例
は
、
法
的
評
価
の
基
準
自
体
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
附
加
一
体
物
に
は
物
理
的
一
体
性
を
要
求
し
、
従
物
に
は
主
物
と
の
間
で
の
物
理
的
独
立
性
を
要
求
す
る
従

来
の
基
準
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
押
入
な
ど
の
造
作
を
含
め
た
対
象
物
件
を
従
物
と
評
価
し
た
裁
判
例
も
存
す

集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

る
。
そ
こ
で
、

む
し
ろ
、
大
正
八
年
の
大
審
院
判
決
以
来
、
従
物
で
あ
れ
、
附
加
一
体
物
で
あ
れ
、
抵
当
権
設
定
当
時
の
附
属
物
に
抵
当
権

の
効
力
が
及
ぶ
と
解
さ
れ
た
た
め
、
従
物
と
附
加
一
体
物
と
を
区
別
す
る
必
要
性
が
存
し
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
設
定
後
に
備
え
付
け
ら
れ
た
附
属
物
に
関
し
て
は
、
附
加
一
体
物
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
か
否
か
が
決

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
評
価
の
基
準
は
、
設
定
の
前
後
と
い
う
観
点
と
結
び
付
い
て
、
抵
当
権
の
効
力
の
有
無
を
判

断
す
る
重
要
な
観
点
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
、
第
二
に
、
係
争
物
件
の
備
付
が
抵
当
権
の
設
定
前
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
設
定
後
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
裁
判
例
を

検
討
す
る
。
備
付
が
抵
当
権
設
定
後
で
あ
っ
た
裁
判
例
は
、
係
争
物
件
を
附
加
一
体
物
と
評
価
し
た

[
出
]
、
建
具
を
附
加
一
体
物
と
評
価

お
よ
び

[
却
]
、
附
属
建
物
を
附
加
一
体
物
と
評
価
し
た

[
訂
]
、
附
属
建
物
を
従
物
と

[
担
]
、
畳
建
具
を
従
物
と
評
価
し
た

[
お
]

し
た

[
刊
]ど
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2見

評
価
し
た

[
日
記
]

お
よ
び

[
判
]

の
七
件
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
、
っ
ち
、
係
争
物
件
を
附
加
一
体
物
と
評
価
し
た

[
出
]

お
よ
び

[
担
]

に
お

北法46(5・192)1324

い
て
、
裁
判
所
は
、
当
該
物
件
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
法
的
に
評
価
し
、

そ
の
評
価
に
応
じ
て
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
か
否
か
を

号ム
ロ岡

決
定
す
る
と
い
う
判
断
枠
組
み
に
従
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
抵
当
権
設
定
前
の
従
物
に
は
民
法
八
七
条
二
項
に
よ
り
そ
の

効
力
が
及
ぶ
が
、

し
か
し
設
定
後
の
従
物
に
は
及
ば
ず
、
効
力
が
及
ぶ
た
め
に
は
附
加
一
体
物
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前

述
し
た
よ
う
に
、
大
審
院
大
正
八
年
判
決
(
裁
判
例
[
却
]
)

の
判
断
枠
組
み
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
[
出
]

お
よ
び

[
担
]
事
件
に
お
い
て
、

こ
の
枠
組
み
に
従
っ
た
う
え
で
、
具
体
的
な
事
案
の
解
決
の
必
要
性
か
ら
、
抵
当
権
設
定
後
の
附
属
物
に
抵
当
権
の
効
力
を
及
ぽ
す
た
め
に
、

当
該
附
属
物
を
従
物
で
は
な
く
、
附
加
一
体
物
と
判
断
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
同
様
に
附
加
一
体
物
と
評
価
し
た

[
訂
}

事
件
に
お
い
て
は
、
附
属
建
物
が
抵
当
建
物
と
同
一
登
記
用
紙
に
登
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
両
者
を
一
個
の
建
物
と
看
倣
す
と
い

う
構
成
を
用
い
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
も
従
来
の
物
理
的
な
基
準
か
ら
考
え
れ
ば
、
従
物
と
評
価
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
右
の

枠
組
み
に
従
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
、
[
犯
]

お
よ
び

[
的
]
事
件
に
お
い
て
は
、
前
述
の
判
断
枠
組
み
に
従
い
つ
つ
も
、
抵
当
権
設
定
後
の
附
属
建
物
を
従
物
と
認

め
た
う
え
で
、

そ
れ
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
を
正
面
か
ら
認
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
判
決
の
立
場
は
、
正
面
か
ら
認
め

た
だ
け
に
、
裁
判
例
に
お
い
て
支
配
的
な
も
の
と
な
ら
な
か
っ
た
し
、
少
な
く
と
も
、
大
審
院
の
大
正
八
年
判
決
を
変
更
し
た
も
の
と
は
考

え
ら
れ
て
い
な
い
。

[
お
]
お
よ
び
[
却
]
事
件
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
が
別
の
構
成

を
用
い
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
[
部
]
事
件
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
設
定
行
為
に
お
い
て
除
外
さ
れ
て
い
て
も
、

設
定
後
に
関
わ
る
七
件
の
う
ち
、
残
り
の
畳
建
具
を
従
物
と
評
価
し
た

競
売
に
八
七
条
二
項
が
適
用
さ
れ
る
結
果
、
建
物
と
と
も
に
競
売
手
続
き
に
付
さ
れ
、

そ
の
手
続
き
が
終
了
し
た
場
合
に
は
従
物
も
同
時
に

競
落
さ
れ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、

い
ま
だ
大
審
院
が
抵
当
権
設
定
時
の
従
物
に
も
抵
当
権
の
効
力
が
及
ば
な
い
と
し
て
い
た



八
七
条
二
項
を
競
売
手
続
き
に
適
用
す
る
し
た
裁
判
例
[
幻
]
[
お
]
と
類
似
す
る
。
こ
れ
ら
と
同
じ
く
、
裁
判
所
は
、
競

落
人
の
保
護
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
他
方
、
[
却
]
事
件
に
お
い
て
は
、
抵
当
権
設
定
当
時
備
え
付
け
ら
れ

第
二
期
に
、

や

て
お
ら
ず
、
将
来
備
え
付
け
る
予
定
の
畳
建
具
に
抵
当
権
を
及
ぼ
さ
な
い
と
の
特
約
が
存
し
た
事
案
で
、
大
審
院
は
、
こ
の
種
の
特
約
が
存

す
る
場
合
に
は
抵
当
権
は
及
ば
な
い
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
特
約
が
な
い
場
合
に
は
、
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ

(
日
)

と
を
前
提
と
し
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
裁
判
例
[
部
]
は
、
競
売
手
続
き
に
八
七
条
二
項
を
適
用
す
る
こ
と

で
実
際
上
抵
当
権
の
効
力
を
拡
大
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
裁
判
例
[
却
]

は
、
当
事
者
の
意
思
を
重
視
す
る
。
も
っ
と
も
、
こ

れ
は
、
同
時
に
、
抵
当
権
の
効
力
が
及
ば
な
い
従
物
は
、
競
売
手
続
き
に
お
い
て
主
物
と
共
に
競
落
さ
れ
な
い
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ

(
お
)

[
部
]
事
件
に
お
け
る
裁
判
所
の
立
場
と
は
矛
盾
す
る
。
結
局
、
競
売
に
際
し
て
主
物
と
共
に
競
落
さ
れ
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と

の
占
…
で

も
競
売
開
始
決
定
ま
で
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ん
で
い
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
た
だ
、
{
部
]
事
件
に
お
い
て
裁
判
所
が
結
果
と
し
て
抵
当
権

集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

の
効
力
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

備
付
が
抵
当
権
設
定
後
で
あ
っ
た
右
裁
判
例
に
対
し
て
、
抵
当
権
設
定
前
に
備
え
付
け
ら
れ
た
附
属
物
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
の
か
が

問
題
と
な
っ
た
の
は
、

と
く
に
当
事
者
意
思
の
有
無
が
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
三
件
で

あ
る
。
裁
判
所
は
、
[
話
]
事
件
で
、
及
ば
な
い
と
の
意
思
表
示
が
な
い
限
り
、
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
し
た
。
こ
の
判
断
は
、
後
に
[
日
]

五
件
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、

八
七
条
二
項
の
適
用
、

お
よ
び
[
日
]
事
件
で
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
残
り
の
二
件
の
う
ち
、
[
位
]
事
件
で
は
、
抵
当
権
設
定
時
の
従
物
で
あ
る
こ
と
を
認
定
し
、

直
ち
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
[
お
]
事
件
は
、
抵
当
権
設
定
時
の
従
物
に
つ
い
て
、
競
売
開
始
決
定
後
、

競
落
人
に
よ
る
所
有
権
取
得
前
に
、

そ
の
所
有
権
移
転
が
あ
っ
た
事
案
で
あ
り
、
競
売
手
続
き
に
八
七
条
二
項
を
適
用
し
て
解
決
を
図
っ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、

八
七
条
二
項
を
競
売
に
適
用
し
た
点
で
は
、
先
に
挙
げ
た
裁
判
例
[
珂
]

と
等
し
い
。
し
か
し
、
本
件
は
大
審
院
大

正
八
年
判
決
の
立
場
に
立
っ
た
う
え
で
、
競
売
開
始
決
定
の
効
力
を
も
っ
て
そ
の
後
の
所
有
権
移
転
を
無
効
と
判
断
し
た
点
に
意
義
が
あ
り
、
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説

(
げ
)

抵
当
権
の
効
力
の
範
囲
と
い
う
点
で
は
新
し
い
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。

第
三
に
、
抵
当
権
の
効
力
が
附
属
物
に
及
ぶ
場
合
に
お
け
る
第
三
者
へ
の
対
抗
要
件
に
つ
い
て
み
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
大
審
院
は
、

雪ι
ロ岡

ず
か
に
[
訂
]
事
件
に
お
い
て
、
抵
当
権
の
設
定
の
前
後
を
問
わ
ず
附
属
建
物
が
同
一
登
記
用
紙
に
記
載
さ
れ
た
場
合
に
、
抵
当
権
の
効
力

(
日
)

が
当
該
建
物
に
及
ぶ
と
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

4 

第
四
期

戦
後
の
裁
判
例

次
に
、
戦
後
の
裁
判
例
を
検
討
す
る
。

[
叫
]

(
叩
)

大
阪
高
判
昭
和
二
七
年
六
月
二

O
日
下
民
集
コ
一
巻
六
号
八
四
七
頁

A
所
有
の
家
屋
に
設
定
さ
れ
て
い
た
抵
当
権
が
実
行
さ
れ
、
当
該
建
物
を
Y
が
競
落
し
た
。
他
方
、

X
は
、
競
落
以
前
に
A
か
ら
本
件
建
物
お
よ

び
備
付
の
動
産
を
買
い
受
け
、
指
図
に
よ
る
占
有
移
転
の
方
法
で
引
渡
を
受
け
て
い
た
。

X
は、

Y
に
対
し
て
不
当
利
得
に
基
づ
く
損
害
の
賠
償

を
求
め
た
。
原
審
、
請
求
棄
却
。
控
訴
棄
却
。
傍
論
で
は
あ
る
が
、
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
設
定
後
に
従
物
所
有
者
が
変
更
し
て
も
、

従
物
が
主
物
の
常
用
の
た
め
に
附
属
す
る
と
い
う
客
観
的
状
態
と
主
物
の
登
記
と
に
よ
っ
て
、
A
は
、
第
三
者
に
対
抗
で
き
る
。
従
物
の
所
有
権

を
取
得
し
た
X
は
、
抵
当
権
の
及
ん
で
い
る
状
態
で
所
有
権
を
取
得
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

[
何
日
]

名
古
屋
高
決
昭
和
三

O
年
六
月
一
一
一
一
日
判
時
五
九
号
一
八
頁

本
件
建
物
は
、
主
た
る
建
物
た
る
事
務
所
と
同
一
登
記
用
紙
に
登
記
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
実
際
は
、
抵
当
権
設
定
後
に
登
記
簿
記
載
の
附
属
建

物
が
火
災
に
よ
っ
て
消
失
し
た
後
、
新
築
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
件
建
物
を
含
め
た
競
落
許
可
決
定
に
対
し
て
抗
告
が
行
な
わ
れ
た
。
抗
告
棄
却
。

本
件
建
物
は
、
旧
建
物
と
、
①
構
造
お
よ
び
建
坪
に
大
差
が
な
く
、
②
用
途
も
納
屋
と
し
て
同
じ
で
あ
り
、
③
登
記
も
流
用
し
て
お
り
、
④
主
た わ
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集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

る
建
物
と
一
括
し
て
賃
貸
さ
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
本
件
建
物
は
、
事
務
所
の
附
属
建
物
で
あ
る
。
ま
た
、
抵
当
権
の
設
定
行
為
に
お
い
て
別

段
の
定
め
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
抵
当
権
の
効
力
は
、
本
件
建
物
に
及
ぶ
と
い
う
。

[
必
]

名
古
屋
高
決
昭
和
三

O
年
七
月
八
日
下
民
集
六
巻
七
号
二
二
九
四
頁

X
は、

A
の
た
め
に
宅
地
建
物
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
。
設
定
当
時
建
具
は
備
え
付
け
ら
れ
て
お
り
、
庭
木
・
石
灯
箆
そ
の
他
の
庭
石
・
竹
神
垣
・

手
間
垣
な
ど
は
約
三
か
月
後
宅
地
に
附
加
さ
れ
た
。
畳
は
、
後
日
搬
入
し
従
物
と
す
る
合
意
が
あ
っ
た
。
債
権
者
Y
は
、
競
売
開
始
決
定
中
の
目

的
物
に
「
従
物
定
箸
物
悉
皆
」
を
附
加
す
る
旨
の
更
正
決
定
を
求
め
、
そ
の
旨
の
更
正
決
定
が
な
さ
れ
た
。
Y
の
申
立
当
時
、
畳
は
、
搬
入
す
る

ば
か
り
と
な
っ
て
い
た
。
X
は
、
設
定
後
の
従
物
は
抵
当
権
の
目
的
に
含
ま
れ
な
い
と
し
て
、
抗
告
し
た
。
抗
告
棄
却
。
特
段
の
事
情
の
な
い
限

り
、
抵
当
権
設
定
後
に
附
加
さ
れ
た
す
べ
て
の
物
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
。
本
件
に
お
け
る
庭
木
庭
石
な
ど
は
、
構
成
部
分
で
あ
り
、
附
加
の

日
時
を
問
わ
ず
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
。
ま
た
畳
に
つ
い
て
は
、
合
意
と
そ
の
状
況
か
ら
、
設
備
と
同
時
に
、
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
い
う
。

[
U
]
 
東
京
高
決
昭
和
三
二
年
九
月
五
日
東
高
民
時
報
八
巻
九
号
二
一
一
一
貝

X
は
、
建
物
甲
を
取
得
し
、
登
記
し
た
後
、
建
物
乙
お
よ
び
丙
を
増
築
し
た
が
、
変
更
登
記
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

X
は
、
所
有
す
る
建
物

に
抵
当
権
を
設
定
し
た
と
こ
ろ
、
競
売
さ
れ
た
。
競
売
手
続
き
中
に
抵
当
権
者
の
代
位
申
請
に
よ
っ
て
増
築
部
分
を
含
む
変
更
登
記
が
な
さ
れ
、

Y
が
建
物
を
競
落
し
た
。

X
は
、
変
更
登
記
前
に
内
は
保
存
登
記
済
で
あ
っ
て
抵
当
権
者
の
変
更
登
記
は
無
効
で
あ
り
、
ま
た
甲
乙
と
丙
と
は
別

個
の
建
物
で
あ
る
と
し
て
、
異
義
を
申
し
立
て
た
。
原
審
、
異
議
申
立
棄
却
。
抗
告
棄
却
。
甲
乙
と
丙
の
密
着
性
、
柱
の
共
通
性
、
境
界
の
不
存

在
お
よ
び
屋
根
の
葺
き
具
合
な
ど
か
ら
、
丙
は
、
甲
乙
に
従
属
し
、
経
済
的
に
独
立
し
た
効
用
を
有
さ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
丙
は
、
甲
乙
の
構

成
部
分
で
あ
り
、
別
個
の
所
有
権
な
い
し
抵
当
権
の
目
的
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
。

[
特
]

東
京
高
決
昭
和
三
四
年
二
月
二
五
日
東
高
民
時
報
一

O
巻
二
号
三
六
頁

抵
当
権
の
実
行
に
際
し
て
物
置
も
一
括
し
た
競
売
許
可
決
定
に
対
し
て
、
物
置
が
別
個
の
建
物
で
あ
る
と
し
て
、
抗
告
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
(
詳
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長兄
吾'.d、
両岡

(
初
)

細
不
明
)
。
抗
告
棄
却
。
抵
当
権
は
、
附
加
一
体
物
の
み
な
ら
ず
従
物
に
も
及
ぶ
の
で
、
設
定
行
為
に
別
段
の
定
め
の
な
い
限
り
、
附
属
建
物
に

も
及
ぶ
と
い
う
。

[
的
]

奈
良
地
裁
葛
城
支
判
昭
和
三
八
年
八
月
二
三
日
下
民
集
一
四
巻
八
号
二
ハ

O
一一員

X
は、

A
所
有
の
家
屋
に
つ
い
て
有
し
て
い
た
根
抵
当
権
を
実
行
し
た
。
そ
の
際
、

A
、

Y
お
よ
び

B
は、

X
に
Y
が
競
落
す
る
旨
を
申
し
入
れ

た
が
、

Y
の
競
落
は
、
代
金
不
納
入
に
よ
り
取
り
消
さ
れ
た
。
そ
こ
で

X
が
競
落
し
、
登
記
を
経
由
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

Y
は、

X
の
競
落
以
前

に
A
か
ら
本
件
門
塀
を
買
い
受
け
た
と
し
て
、
所
有
権
を
争
っ
た
o
X
は
、

Y
に
対
し
て
本
件
門
塀
の
所
有
権
の
確
認
を
求
め
た
。
請
求
認
容
。

A
が
、
家
屋
の
常
用
に
供
す
る
た
め
に
本
件
門
塀
を
そ
の
家
屋
に
附
属
さ
せ
て
お
り
、
本
件
門
塀
は
、
抵
当
権
の
効
力
が
及
び
、
競
落
に
よ
っ
て

X
の
所
有
に
帰
し
た
と
い
う
。

[
印
]

最
判
昭
和
三
九
年
一
月
三

O
日
(
一
小
)
民
集
一
八
巻
一
号
一
九
六
頁

A
は
、
Y
所
有
の
建
物
に
根
抵
当
権
を
有
し
、
同
時
に
Y
と
の
問
で
右
建
物
に
つ
い
て
代
物
弁
済
予
約
を
結
ん
で
い
た
。
Y
は
、
抵
当
権
設
定
後
、

建
物
に
本
件
築
造
部
分
を
加
え
た
。

A
か
ら
貸
付
債
権
、
根
抵
当
権
お
よ
び
代
物
弁
済
に
よ
る
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
仮
登
記
を
一
譲
り
受
け
た

X
は、

Y
の
不
履
行
を
理
由
に
、
代
物
弁
済
予
約
に
基
づ
く
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
仮
登
記
の
本
登
記
手
続
き
を
求
め
た
。

一
審
お
よ
び
二
審
、

請
求
認
容
。
破
棄
差
一
戻
。
本
件
築
造
部
分
が
従
前
の
建
物
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
か
否
か
の
判
断
は
、
物
理
的
構
造
の
み
な
ら
ず
、
取
引
ま
た
は

利
用
の
対
象
と
し
て
観
察
し
た
建
物
の
状
況
も
ま
た
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
に
お
い
て
は
、
両
者
の
種
類
・
構
造
・

面
積
、
造
作
周
辺
建
物
と
の
接
着
の
程
度
、
四
辺
の
状
況
等
の
客
観
的
事
情
な
ら
び
に
一
個
の
建
物
と
し
て
登
記
登
録
さ
れ
る
に
至
っ
た
所
有
者

側
の
事
情
を
総
合
し
て
、
本
件
築
造
部
分
が
従
前
の
建
物
か
ら
独
立
し
て
取
引
お
よ
び
利
用
の
対
象
と
な
る
か
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

[
日
]

仙
台
高
決
昭
和
三
九
年
二
月
一
一
一
日
下
民
集
一
五
巻
二
号
二
五
七
頁

X
は
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

Y
の
土
地
建
物
に
つ
い
て
後
順
位
の
抵
当
権
お
よ
び
根
抵
当
権
を
有
し
て
い
た
。
本
件
土
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集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

地
建
物
の
競
売
手
続
き
に
お
け
る
最
低
競
売
価
格
の
算
定
に
際
し
て
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
と
地
下
油
槽
の
価
格

が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

X
は
、
違
法
を
主
張
し
て
競
落
許
可
決
定
の
取
消
を
求
め
る
旨
の
即
時
抗
告
を
な
し
た
。
即
時
抗
告
認
容
。
土

地
建
物
は
、
客
観
的
経
済
的
に
見
て
有
機
的
に
結
合
し
て
一
体
を
な
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
土
地
と
附
加
し
て
一
体
を
な
し
て
お
り
、

ま
た
地
下
油
槽
も
ガ
ソ
リ
ン
給
泊
施
設
と
し
て
土
地
建
物
に
有
機
的
に
結
合
し
た
附
加
一
体
物
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
裁
判
所
は
、

三
七

O
条
の
「
附
加
一
体
物
」
に
つ
い
て
、
物
理
的
に
一
体
を
な
す
も
の
だ
け
で
な
く
、
経
済
的
に
不
動
産
と
一
体
を
な
し
て
そ
の
効
用
を
助
け

る
も
の
を
含
む
と
説
示
し
た
。

[
臼
]

東
京
地
判
昭
和
三
九
年
八
月
二
九
日
判
タ
一
六
五
号
一
二
四
頁

B
は、

X
所
有
の
土
地
建
物
に
設
定
さ
れ
た
抵
当
権
を
実
行
し
た
。
そ
の
際
、
競
売
裁
判
所
の
過
失
に
よ
っ
て
土
地
建
物
両
方
が
競
売
さ
れ
、
競

落
さ
れ
た
の
で
、
執
行
裁
判
所
が
過
失
を
発
見
し
競
落
代
金
分
を
還
付
し
た
。

X
は
、
さ
ら
に

Y

(
国
)
に
対
し
て
損
害
の
賠
償
を
求
め
た
。
な

ぉ
、
本
件
土
地
上
に
は

A
名
義
の
建
物
が
存
し
て
い
た
。
争
点
は
、
損
害
の
発
生
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
本
件
建
物
と

A
名
義
の
建
物
と
の

異
同
が
問
題
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
両
者
は
附
加
し
て
一
体
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
部
分
に
も
法
定
地
上
権
が
成
立
し
、
損
害
は
生
じ
な
い
と

Y

は
主
張
し
た
。
裁
判
所
は
、
両
方
の
建
物
は
構
造
上
・
八
ム
簿
上
別
個
で
あ
り
、
売
買
・
抵
当
権
の
設
定
に
際
し
て
も
独
立
の
対
象
と
な
り
、
さ
ら

に
面
積
の
点
も
勘
案
す
れ
ば
、
附
加
し
て
一
体
と
な
っ
た
と
は
い
え
な
い
と
し
て
、

Y
の
主
張
を
退
け
て
い
る
。

53 

仙
台
地
判
昭
和
三
九
年
一
二
月
二
一
一
一
日
訟
月
一
一
巻
(
三
号
二

O
頁
)
三
七
四
頁

A
は、

X
の
土
地
お
よ
び
建
物
①
に
根
抵
当
権
の
設
定
を
受
け
た
。
当
時
増
築
部
分
②
の
建
築
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
ほ
ぽ
完
了
し
て
い
た
が
、

登
記
は
①
の
み
で
あ
っ
た
。

Y

(
国
)
は
、
登
録
免
許
税
と
し
て
①
お
よ
び
②
を
含
め
た
価
格
で
の
納
付
を
求
め
た
。

X
は
、
不
法
行
為
に
基
づ

く
損
害
の
賠
償
ま
た
は
不
当
利
得
に
基
づ
く
返
還
を
求
め
た
。
請
求
額
は
、
過
大
に
納
付
し
た
登
録
免
許
税
額
で
あ
る
。
請
求
棄
却
。
物
理
的
構

造
お
よ
び
取
引
な
い
し
利
用
対
象
の
点
で
、
①
と
②
は
別
個
の
建
物
と
は
見
れ
な
い
し
、

X
-
A
間
で
も
当
初
か
ら
増
築
部
分
を
根
抵
当
権
の
目
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説号ι
白岡

的
に
含
め
る
意
図
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
新
築
に
よ
る
保
存
登
記
や
追
加
担
保
の
約
定
を
す
る
余
地
の
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
抵
当
権
の
目
的
建
物

は
、
①
お
よ
び
②
で
あ
る
と
い
う
。

[
日
]

(
幻
)

松
山
地
判
昭
和
四

O
年
二
月
一
日
下
民
集
一
六
巻
二
号
二

O
五
頁

A
ら
は
、

B
所
有
の
宅
地
建
物
に
有
し
て
い
た
抵
当
権
を
実
行
し
、

C
が
宅
地
を
競
落
し
た
。
X
は
、

C
か
ら
本
件
庭
木
庭
石
を
取
得
し
た
。
他

方、

D
は、

B
に
対
す
る
強
制
執
行
と
し
て
庭
木
庭
石
を
差
し
押
さ
え
て
競
売
し
、

E
が
競
落
し
た
。
Y
は
、

E
か
ら
取
得
し
た
。
な
お
、

建
物
も
競
落
し
て
い
る
。

X
は、

Y
に
対
し
て
庭
木
庭
石
の
引
渡
を
求
め
た
。
原
審
、
請
求
棄
却
。
控
訴
棄
却
。
庭
木
庭
石
は
、
抵
当
権
の
設
定

当
時
宅
地
上
に
存
在
し
て
お
り
、
本
件
宅
地
の
抵
当
権
の
効
力
が
及
ん
で
い
た
。
他
方
、
建
物
に
美
的
景
観
を
添
え
る
た
め
に
庭
木
庭
石
を
植
付

配
石
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
を
以
て
直
ち
に
庭
木
庭
石
が
建
物
の
常
用
に
供
す
る
従
物
で
あ
る
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。

[
日
]

函
館
地
判
昭
和
四
二
年
三
月
一

O
日
判
時
五

O
二
号
五
五
頁

本
件
浴
室
は
、

A

B
の
共
有
で
両
者
所
有
の
建
物
の
中
間
に
あ
っ
た
。

A
の
土
地
建
物
に
設
定
さ
れ
て
い
た
抵
当
権
が
実
行
さ
れ
、

C
が
建
物
の

み
競
落
し
た
。
X
は
、

C
か
ら
建
物
を
買
い
受
け
た
。
他
方
、

V

判は、

A
か
ら
土
地
を
譲
り
受
け
た
。

V
H

は、

B
の
相
続
人
で
あ
る
。

vu
は、

c

の
競
落
後
A
所
有
の
土
地
に
建
物
を
建
築
し
た
。

X
は、

Y
ら
に
対
し
て
地
上
権
確
認
、
妨
害
排
除
お
よ
び
建
物
収
去
土
地
明
渡
を
求
め
た
。
請

求
一
部
認
容
・
一
部
棄
却
。
建
物
の
構
造
・
目
的
・
使
用
実
態
な
ど
か
ら
浴
室
の
共
有
部
分
は

X
方
の
建
物
の
従
物
と
認
め
ら
れ
、
A
の
設
定
し

た
抵
当
権
は

A
の
共
有
持
分
に
も
及
ぶ
。
し
た
が
っ
て
、

X
の
取
得
し
た
建
物
お
よ
び
本
件
浴
室
部
分
に
つ
い
て
法
定
地
上
権
が
成
立
す
る
。

[
日
]

新
潟
地
判
昭
和
四
三
年
二
月
二
九
日
判
時
五
二
六
号
七
五
頁

A
は
、
X
所
有
の
主
た
る
建
物
に
根
抵
当
権
の
設
定
を
受
け
た
。
間
借
入
B
は
、
土
聞
を
改
造
し
、
台
所
・
便
所
・
玄
関
を
附
加
し
た
。

C
は、

本
件
建
物
を
競
落
し
、
Y
は
、
C
か
ら
買
い
受
け
た
。
他
方
、
X
は
、
C
へ
の
競
落
許
可
決
定
後
、
所
有
権
移
転
登
記
以
前
に

B
と
の
間
で
訴
訟

上
の
和
解
を
行
な
い
増
築
部
分
を
譲
り
受
け
た
。
X
は
、

Y
に
対
し
て
不
法
占
拠
を
理
由
と
す
る
損
害
の
賠
償
を
求
め
た
。
原
審
、
請
求
認
容
。

北法46(5・198)1330

Y
は、



集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

原
判
決
取
消
・
請
求
棄
却
。
係
争
部
分
は
、
人
の
居
住
に
必
要
な
便
所
・
台
所
・
玄
関
で
あ
り
、
主
た
る
建
物
に
附
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

主
た
る
建
物
に
従
と
し
て
附
会
し
た
。
し
か
も
、
係
争
部
分
は
、
そ
れ
自
体
独
立
し
て
建
物
の
効
用
を
有
す
る
も
の
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
競

落
に
よ
っ
て

C
を
経
て
Y
に
帰
属
し
た
と
い
う
。

[
日
]

最
判
昭
和
国
四
年
三
月
二
八
日
(
二
小
)
民
集
二
三
巻
三
号
六
九
九
頁

X
は
、

B
に
対
す
る
債
権
の
担
保
の
た
め
に

A
所
有
の
宅
地
そ
の
他
に
根
抵
当
権
の
設
定
を
受
け
た
。
宅
地
上
に
は
、
石
灯
箆
・
庭
木
・
庭
石
な

ど
が
存
し
て
い
た
。
Y
は
こ
れ
ら
庭
木
庭
石
な
ど
に
対
し
て
強
制
執
行
を
行
な
っ
た
。
X
は
、
Y
に
対
し
て
強
制
執
行
の
排
除
を
求
め
て
、
第
三

者
異
議
の
訴
を
提
起
し
た
。

一
審
、
請
求
認
容
。
本
件
物
件
は
、
①
宅
地
に
庭
園
と
し
て
の
風
致
を
与
え
常
時
鑑
賞
す
る
た
め
に
附
設
さ
れ
、
②

設
定
当
時
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
、
③
こ
れ
を
取
り
除
く
と
経
済
的
価
値
を
著
し
く
損
じ
る
か
ら
、
附
加
一
体
物
で
あ
る
。
ま
た
、
除
外
す
る

定
め
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
抵
当
権
の
効
力
は
、
本
件
物
件
に
及
ぶ
と
し
た
。
原
審
、
控
訴
棄
却
。
従
物
お
よ
び
附
加
一
体
物
に
つ
い
て
は
、
明

認
方
法
を
講
じ
る
必
要
は
な
い
と
し
た
。
上
告
棄
却
。
宅
地
に
対
す
る
根
抵
当
権
は
、
従
物
に
も
及
ぶ
。
こ
の
場
合
、
摂
抵
当
権
登
記
を
も
っ
て
、

特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
民
法
三
七

O
条
に
よ
る
従
物
た
る
物
件
に
つ
い
て
も
対
抗
力
を
生
じ
る
と
い
う
。

[
臼
]

東
京
地
判
昭
和
四
六
年
八
月
一
一
一
日
判
時
六
四
九
号
三
九
頁

ーハは、

v
判
所
有
の
旅
館
の
全
建
物
と
そ
の
敷
地
に
設
定
を
受
け
て
い
た
抵
当
権
を
実
行
し
、
自
ら
競
落
し
た
。
他
方
、

L
は
、
競
落
土
地
建
物
の

も
へ
の
移
転
登
記
の
終
了
後
に
、

v
川
か
ら
代
物
弁
済
に
よ
っ
て
当
該
土
地
建
物
を
取
得
し
た
。
ま
た
、

V
H
は、

V
H
か
ら
本
件
土
地
建
物
を
賃
借
し

た。

v
向と
V

何
は
、
抵
当
権
設
定
契
約
の
不
成
立
と
本
件
物
件
お
よ
び
温
泉
権
に
抵
当
権
が
及
ば
な
い
こ
と
と
を
主
張
し
て
、
Y
ら
に
よ
る
右
物
件

の
占
有
使
用
禁
止
等
の
仮
処
分
を
申
し
立
て
た
。
申
立
却
下
。
本
件
物
件
と
温
泉
権
の
い
ず
れ
に
も
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
い
う
。
な
お
そ
の

際
、
裁
判
所
は
、
各
物
件
に
つ
き
個
別
に
取
外
し
の
可
能
性
と
取
り
外
し
た
場
合
の
経
済
的
効
用
等
を
検
討
し
、
い
ず
れ
の
物
件
も
取
外
し
が
極

め
て
困
難
で
あ
る
か
ま
た
は
取
り
外
し
た
場
合
に
経
済
的
効
用
に
大
き
な
差
が
生
じ
る
の
で
競
落
物
件
で
あ
る
土
地
な
い
し
建
物
に
附
加
し
て
一

北法46(5・199)1331



説論

体
と
な
っ
た
と
解
し
た
。

北法46(5・200)1332

[
印
]

大
阪
地
判
昭
和
四
七
年
二
一
月
一
二
日
判
時
七
二
二
号
一

O
O頁

B
は、

A
所
有
の
ピ
ル
に
設
定
を
受
け
て
い
た
抵
当
権
を
実
行
し
、

X
が
当
該
ピ
ル
を
競
落
し
た
。

C
は、

A
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
お
よ
び
配
電

盤
な
ど
の
本
件
物
件
を
含
む
家
財
道
具
、
事
務
用
器
具
お
よ
び
そ
の
他
の
動
産
類
を
買
い
受
け
、

Y
に
売
却
し
た
。
X
は
、

Y
に
対
し
て
本
件
物

件
の
所
有
権
の
確
認
を
求
め
た
。
請
求
認
容
。
本
件
物
件
は
、
そ
の
機
能
や
価
値
の
点
で
単
に
従
物
に
と
ど
ま
ら
ず
、
附
合
物
か
ま
た
は
附
加
一

体
物
に
該
当
し
、
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
。
こ
れ
ら
物
件
が
建
物
か
ら
分
離
さ
れ
れ
ば
、
独
立
の
所
有
権
の
対
象
と
な
る
が
、
分
離
の
際
し
て
は
、

抵
当
権
者
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
。
も
し
同
意
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
処
分
は
無
効
で
あ
り
、
善
意
の
第
三
者
の
保
護
の
た
め
に
は
民
法
一
九
二
条

が
適
用
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
本
件
で
は
、

Y
が
占
有
改
定
の
方
法
で
占
有
を
取
得
し
て
お
り
、

一
般
の
外
観
上
従
来
の
占
有
状
態
に
何
等
変
更
を

加
え
る
も
の
で
な
い
か
ら
、
即
時
取
得
に
よ
る
保
護
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。

[
伺
]

札
幌
地
判
昭
和
四
八
年
一
一
月
二
九
日
判
時
七
四

O
号
八
六
頁

2

4

 

V

川は、

A
の
た
め
に

U
所
有
の
土
地
建
物
に
抵
当
権
を
設
定
し
、
そ
の
後
も
と
の
聞
で
短
期
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
た
。
X
は
、

A
か
ら
債
権
と

抵
当
権
を
譲
り
受
け
た
。
X
は
、
短
期
賃
貸
借
の
解
除
と
そ
の
登
記
の
抹
消
を
求
め
、
さ
ら
に
畳
建
具
類
に
つ
い
て
も
に
よ
る
搬
出
の
禁
止
を
求

め
た
。
請
求
認
容
。
本
件
畳
建
具
類
は
、
土
地
建
物
の
構
成
部
分
ま
た
は
従
物
と
し
て
土
地
建
物
と
の
問
で
経
済
的
一
体
性
が
あ
り
、
本
件
土
地

建
物
に
附
加
し
て
一
体
を
な
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
X
の
抵
当
権
は
本
件
動
産
に
及
ぶ
。
と
こ
ろ
が
、
も
し
も
に
よ
っ
て
本
件
動
産
が
搬
出
さ
れ

れ
ば
、
目
的
物
件
の
交
換
価
値
が
減
少
し
、

X
の
抵
当
権
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

X
は
本
件
動
産
の
搬
出
禁
止
を
求
め
る

」
と
が
で
き
る
と
い
う
。

[
日
]

仙
台
高
判
昭
和
五
二
年
四
月
一
一
一
日
判
タ
三
五
七
号
二
六
四
頁

A
が
既
存
建
物
①
に
根
抵
当
権
を
設
定
し
た
後
、
こ
れ
に
接
着
し
て
建
物
②
を
増
築
し
、
建
物
①
と
共
に

Y
に
譲
渡
し
た
。

Y
は
自
己
の
名
義
で



集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

建
物
②
に
つ
い
て
表
示
登
記
と
保
存
登
記
を
了
え
た
。
他
方
、

X
は
、
建
物
①
を
競
落
し
、
さ
ら
に
建
物
②
も
競
落
し
た
。

X
は、

Y
に
対
し
て

建
物
②
の
保
存
登
記
の
抹
消
を
求
め
た
。
請
求
認
容
。
建
物
①
②
と
も
同
じ
事
務
所
、
ガ
レ
ー
ジ
お
よ
び
従
業
員
宿
泊
所
に
使
用
し
て
お
り
、
階

段
も
②
の
方
に
だ
け
あ
る
。
こ
れ
は
、
②
の
新
築
に
加
え
て
①
に
改
造
を
加
え
た
結
果
で
あ
る
。
ま
た
、

Y
の
建
物
購
入
は
、

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
建
物
①
お
よ
び
②
は
、
的
合
し
て
①
の
根
抵
当
権
に
服
す
る
と
い
う
。
な
お
、
裁
判
所
は
、

一
括
し
た
も
の
で

一
般
論
と
し
て
、
抵
当
権

の
効
力
が
そ
の
設
定
後
の
附
加
一
体
物
に
及
ぶ
こ
と
は
、
三
一
七

O
条
本
文
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
こ
で
附
加
一
体
と
は
附
合
を
含
む
と
説
示
し

た

[
位
]

東
京
高
判
昭
和
五
三
年
一
二
月
二
六
日
下
民
集
二
九
巻
九

H
一
二
号
三
九
七
頁

A
は、

B
所
有
の
土
地
建
物
に
設
定
さ
れ
て
い
た
抵
当
権
を
実
行
し
、

C
が
土
地
建
物
を
競
落
し
た
。

X
は、

C
か
ら
本
件
土
地
建
物
を
購
入
し
、

以
後
キ
ャ
バ
レ
ー
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
他
方
、

Y
は、

B

Y
聞
の
和
解
調
書
に
基
づ
き
劇
場
施
設
用
動
産
類
な
と
の
本
件
物
件
の
強
制
執
行

を
X
に
通
告
し
た
。
X
は
、

Y
に
対
し
て
所
有
権
な
い
し
占
有
権
に
基
づ
く
強
制
執
行
の
排
除
を
求
め
た
。
な
お
、
本
件
物
件
は
、
抵
当
権
設
定

の
前
後
に
備
え
付
け
ら
れ
た
。
原
審
、
請
求
一
部
認
容
・
一
部
棄
却
。
控
訴
棄
却
。
控
訴
審
に
お
い
て

Y
は
、
高
額
な
本
件
従
物
を
抵
当
権
の
効

力
の
及
ぶ
範
囲
か
ら
除
外
す
る
旨
が
合
意
さ
れ
た
と
主
張
し
た
。
裁
判
所
は
、
Y
主
張
の
合
意
に
つ
い
て
、
本
件
で
そ
の
よ
う
な
合
意
が
な
く
、

ま
た
従
物
に
数
億
円
か
か
っ
た
と
し
て
も
B
の
側
は
と
も
か
く
A
が
そ
れ
を
除
外
す
る
こ
と
を
明
示
ま
た
は
黙
示
に
承
諾
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
よ

う
な
合
意
が
あ
っ
た
と
し
難
い
。
し
た
が
っ
て
、
抵
当
権
設
定
契
約
に
よ
り
当
然
に
従
物
に
効
力
が
及
ぶ
と
い
う
。
ま
た
、
設
定
後
競
売
開
始
決

定
以
前
に
備
え
付
ら
れ
た
従
物
に
関
し
て
、
抵
当
権
が
及
ば
な
い
と
し
て
も
競
売
に
よ
る
所
有
権
移
転
に
は
従
物
と
し
て
運
命
を
共
に
す
る
か
ら
、

開
始
決
定
の
差
押
を
主
物
の
処
分
と
見
て
、
そ
の
効
力
が
従
物
に
及
ぶ
と
見
る
ほ
う
が
合
理
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
す
す
ん
で
、
設
定
後
の
従
物
に

抵
当
権
の
効
力
が
及
び
、
従
物
所
有
者
も
従
物
を
恋
に
処
分
で
き
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

[
臼
]

東
京
地
判
昭
和
五
五
年
一
月
二
八
日
判
時
九
六
四
号
八
七
頁

北法46(5・201)1333 
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X
は
、
空
調
・
変
電
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
諸
設
備
を
備
え
た

A
所
有
の
ピ
ル
に
抵
当
権
を
有
し
て
い
た
。
他
方
、

Y
は
、
公
正
証
書
に
基
づ
い
て
本

件
設
備
に
対
し
て
強
制
執
行
を
行
な
っ
た
。
X
は
、
第
三
者
異
議
の
訴
を
提
起
し
た
。
請
求
認
容
。
本
件
設
備
が
ピ
ル
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
は
、
経
験
則
上
明
ら
か
で
あ
り
、
取
り
外
せ
ば
ピ
ル
の
経
済
的
価
値
を
著
し
く
段
損
す
る
。
ま
た
、
設
備
も
本
件
ピ
ル
用
の
仕
様
で
あ

る
こ
と
か
ら
分
離
に
よ
っ
て
社
会
経
済
的
価
値
が
著
し
く
損
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
設
備
は
、
本
件
ピ
ル
に
従
と
し
て
附
合
し
て
お
り
、

よ
っ
て
木
件
設
備
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
い
う
。
ま
た
、
裁
判
所
は
、
括
弧
書
き
で
は
あ
る
が
、
本
件
設
備
が
附
加
一
体
物
で
な
い
と
し
て

も
従
物
で
あ
る
と
し
て
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
説
示
し
た
。

[
臼
]

東
京
高
判
昭
和
五
六
年
四
月
一
六
日
判
時
一

O
O
三
号
九
六
頁

A
は
、
本
件
土
地
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
。
X
は
、

A
か
ら
塀
を
構
成
す
る
深
岩
石
、
事
業
用
機
械
お
よ
び
建
物
な
ど
を
貰
い
受
け
、
同
時
に

A

に
賃
貸
し
た
。
他
方
、

Y
は
、
こ
れ
ら
の
事
情
を
知
ら
ず
に
本
件
土
地
を
競
落
し
た
。

X
は、

Y
に
対
し
て
塀
を
構
成
す
る
深
岩
石
の
所
有
権
の

確
認
を
求
め
た
。

一
審
、
請
求
棄
却
。
控
訴
棄
却
。
本
件
深
岩
石
は
、
塀
の
構
成
要
素
と
な
り
、
全
体
と
し
て
塀
を
構
成
し
、
塀
が
本
件
土
地
に

定
着
し
、
継
続
的
に
定
着
さ
せ
て
使
用
す
る
こ
と
が
そ
の
取
引
上
の
性
質
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
土
地
を
競
落
し
て
所
有
権
取
得

登
記
を
経
由
し
た
Y
は
、
本
件
塀
の
所
有
権
を
も
取
得
し
た
。
他
方
で
、
本
件
塀
は
土
地
の
定
著
物
で
あ
る
か
ら
、
立
木
法
の
適
用
を
う
け
な
い

[
日
]
立
木
と
同
様
、
明
認
方
法
を
講
じ
な
い
限
り
、
本
件
塀
を
買
い
受
け
た
X
は
、
そ
の
所
有
権
取
得
を
第
三
者
に
対
抗
で
き
な
い
と
い
う
。

(
幻
)

東
京
地
判
昭
和
五
六
年
一
二
月
二
五
日
判
時
一

O
四
六
号
七
五
頁

A
は、

B
所
有
の
土
地
建
物
に
有
し
て
い
た
根
抵
当
権
を
実
行
し
、
X
が
本
件
土
地
お
よ
び
建
物
①
②
を
競
落
し
た
。
他
方
、

B
の
妻
Y
は
、
建

物
②
を
占
有
し
て
い
る
。

X
は、

Y
に
対
し
て
建
物
明
渡
な
い
し
建
物
収
去
土
地
明
渡
を
求
め
た
。

Y
は
、
抗
弁
と
し
て
建
物
②
の
増
改
築
に
よ

り
①
と
②
が
別
個
の
建
物
と
な
っ
た
と
主
張
し
た
。
請
求
認
容
。
建
物
②
は
、
主
た
る
建
物
①
に
従
と
し
て
附
合
し
て
い
た
。
②
の
増
改
築
に
よ

っ
て
ま
っ
た
く
別
の
建
物
に
な
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
増
改
築
部
分
は
②
に
附
合
し
、
①
と
②
は
、

一
体
を
な
す
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
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る
。
し
た
が
っ
て
、
抵
当
権
の
効
力
は
、
建
物
②
に
及
ぶ
と
い
う
。

[
印
]

東
京
高
判
昭
和
六
一
年
一
一
一
月
二
四
日
判
時
二
一
一
一
六
号
六
八
頁

B
は、

A
所
有
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
庖
舗
に
有
し
て
い
た
根
抵
当
権
を
実
行
し
、
建
物
は
、

X
が
競
落
し
た
。

X
は
、
建
物
の
賃
借
人
Y
に
対

し
て
建
物
明
波
お
よ
び
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
設
備
の
引
渡
を
求
め
た
。

一
審
、
請
求
認
容
。
控
訴
棄
却
。
次
の
理
由
か
ら
、
本
件
諸
設
備
は
、
本

件
庖
舗
の
従
物
で
あ
る
の
で
、

X
は
競
落
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
所
有
権
を
取
得
し
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
①
地
下
タ
ン
ク
を
含
む
本
件
諸
設
備

が
敷
地
賃
借
権
付
き
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
庖
舗
を
中
心
に
こ
れ
と
経
済
的
に
結
合
し
て
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
営
業
に
供
せ
ら
れ
て
い
る
。
②
杜

会
観
念
上
継
続
し
て
本
件
庖
舗
の
効
用
を
全
う
さ
せ
る
役
割
を
果
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
③
本
件
建
物
の
内
の
設
備
と
一
部
接

続
し
、
近
接
し
た
場
所
的
関
係
に
あ
る
。
④
経
済
的
価
値
の
大
小
は
、
社
会
観
念
か
ら
見
た
客
観
的
効
用
の
主
従
を
判
断
基
準
と
す
べ
き
主
物
従

物
の
区
別
を
左
右
す
る
決
定
的
要
素
と
な
ら
な
い
。

[
町
]

最
判
平
成
二
年
四
月
一
九
日
二
小
)
判
時
二
二
五
四
号
八

O
頁

集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

裁
判
例
[
伺
]

の
上
告
審
。
上
告
棄
却
。
本
件
設
備
は
、
①
地
上
地
下
に
近
住
放
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
、
②
本
件
建
物
内
の
設
備
と
一
部
管
に
よ

っ
て
連
通
し
て
い
る
、
③
庖
舗
で
あ
る
建
物
に
本
件
諸
設
備
が
附
属
し
て
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
と
し
て
使
用
さ
れ
、
経
済
的
に
一
体
を
な
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
諸
設
備
は
、
本
件
建
物
の
従
物
で
あ
り
、
建
物
競
落
人
X
は
、
本
件
諸
設
備
の
所
有
権
を
も
取
得
し
た
と
い
う
。

以
上
紹
介
し
た
二
三
件
の
裁
判
例
を
、
第
一
に
、
訴
訟
の
対
象
と
な
っ
た
目
的
物
の
種
類
で
分
類
す
る
と
、
第
三
期
ま
で
と
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
三
期
ま
で
の
戦
前
の
裁
判
例
で
非
常
に
多
か
っ
た
畳
建
具
な
ど
を
対
象
と
す
る
事
件
が
わ

(
幻
)

ず
か
三
件
に
止
ま
る
の
に
対
し
て
、
附
属
建
物
や
増
改
築
部
分
を
対
象
と
す
る
事
件
な
い
し
各
種
の
設
備
を
対
象
と
す
る
事
件
が
増
え
て
い

(M) 

る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
附
属
建
物
や
増
築
部
分
を
対
象
と
す
る
事
件
は
一

O
件
あ
り
、
門
や
塀
を
対
象
と
す
る
も
の
も
三
件
あ
る
。
ま

た
、
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
を
対
象
と
す
る
事
件
が
二
件
(
但
し
、
二
一
裁
判
例
て
さ
ら
に
電
気
系
の
ピ
ル
設
備
、
た
と
え
ば
空
調
設
備
や
エ
レ
ベ

l
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説

タ
l
設
備
等
の
諸
設
備
を
対
象
と
す
る
事
件
が
四
件
(
但
し
、
五
裁
判
例
)
あ
る
。
こ
の
諸
設
備
に
関
わ
る
事
件
は
、
戦
後
初
め
て
登
場
し

た
。
こ
の
変
化
は
、
抵
当
権
者
や
競
落
人
、
所
有
者
に
と
っ
て
、
使
用
価
値
の
点
で
も
ま
た
交
換
価
値
の
点
で
も
、
争
う
べ
き
価
値
を
有
す

る
物
件
が
変
化
し
た
こ
と
の
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
し
、
ま
た
他
方
で
、
社
会
通
念
の
変
化
に
よ
っ
て
従
来
多
く
争
わ
れ
て
い
た
物
品
に

(
お
)

つ
い
て
抵
当
権
の
及
ぶ
こ
と
が
当
然
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

論

し
か
し
、
第
二
に
、
結
論
の
点
か
ら
検
討
す
る
と
、
物
件
の
種
類
に
よ
る
結
論
の
差
は
な
い
。
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
事
件
で
抵
当
権
の
効

力
の
及
ぶ
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
み
る
と
、
一
方
で
、
従
物
と
評
価
さ
れ
た
も
の
に
、
動
産
(
裁
判
例
[
叫
]
)
、
畳
(
同
[
判
]
)
、

物
置
(
同
[
川
崎
]
)
、
門
お
よ
び
塀
(
同
[
羽
]
)
、
浴
室
に
関
す
る
共
同
持
分
権
(
同
[
日
]
)
、
庭
木
庭
石
石
灯
龍
(
同
[
日
]
)
、
畳
建
具
類

(
同
[
印
]
)
、
配
電
設
備
等
の
諸
設
備
(
同
[
臼
]
)
、
地
下
タ
ン
ク
等
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
設
備
(
同
[
侃
]
お
よ
び
[
訂
]
)
が
あ
る
。

他
方
、
附
加
一
体
物
と
評
価
さ
れ
た
も
の
に
は
、
庭
木
庭
石
(
同
[
判
]
)
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
と
地
下
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
(
同
[
日
]
)
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
お
よ
び
配
電
盤
(
同
[
印
]
)
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
増
築
建
物
や
附
属
建
物
の
多
く
の
事
例
や
空
調
・
変
電
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
附
合
物
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
は
、
抵
当
権
の
効
力
に
関
し
て
附
加
一
体
物
に
附

(
お
)

合
物
が
含
ま
れ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、
附
加
一
体
物
と
附
合
物
と
の
相
違
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
附
合
物
と
判
断
さ
れ

諸
設
備
(
同
[
臼
]
)

た
も
の
は
抵
当
権
の
効
力
の
点
で
は
附
加
一
体
物
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
附
属
建
物
、
塀
、
庭
木
庭
石
、

リ
ン
ス
タ
ン
ド
設
備
お
よ
び
配
電
設
備
な
ど
ピ
ル
諸
設
備
に
つ
い
て
、
従
物
か
附
加
一
体
物
か
の
判
断
は
交
錯
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
そ
の

一
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
む
し
ろ
逆
に
、
裁
判
所
は
、
そ
の
法
的
な
一
評
価

事
案
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
、

の
相
違
を
超
え
て
、
不
動
産
に
附
属
す
る
物
に
抵
当
権
の
効
力
を
及
ぼ
そ
う
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
目
的
物
の
法
的
評
価
基
準
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
第
三
に
、
こ
の
点
を
み
る
。
基
準
を
明
示
す
る
裁
判
例
は
、
[
幻
]

[印

]
l
[
日
]

[
日
]

[
印
]

[
日
]

[
侃
]

[
日
]

の一

O
件
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
う
ち
、
[
訂
]

[
叩
]

[
臼
]

[
日
]

〔
日
]

の
五
件
は
係
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争
物
件
で
あ
る
建
造
物
が
抵
当
建
物
と
一
体
を
な
し
て
い
る
の
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
で
あ
っ
た
。
こ
の
五
件
の
う
ち
、

ま
ず
、

[
幻
]
事
件
で
、
東
京
高
裁
は
、
も
っ
ぱ
ら
建
物
の
物
理
的
構
造
の
点
を
そ
の
基
準
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

[
叩
]
事
件
に
お
い
て
、
最

高
裁
第
一
小
法
廷
は
、
係
争
建
造
物
と
抵
当
建
物
の
一
体
性
の
判
断
基
準
と
し
て
両
者
の
物
理
的
構
造
・
取
引
関
係
・
利
用
状
況
な
ど
を
考

慮
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
判
決
以
降
、
各
裁
判
所
は
、
こ
の
判
断
基
準
を
採
用
し
て
い
る
。

」
の
よ
う
な
建
物
に
関
す
る
事
件
に
対
し
て
、
[
日
]

[
臼
]
[
出
]

[
m
w
]
 

の
五
件
で
は
、
動
産
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
五
件
の

目
的
物
は
二
種
類
に
分
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
下
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
と
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
設
備
が
問
題
と
な
っ
た

[
日
]

[
日
]
、
[
侃
]

び

[
訂
]
事
件
、

[
印
]
お
よ
び

[
臼
]
事
件

と

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
配
電
盤
や
空
調
・
変
電
設
備
の
よ
う
な
ピ
ル
設
備
が
問
題
と
な
っ
た

で
あ
る
。
そ
の
う
ち
前
者
の

[
日
]
事
件
で
は
、
地
下
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
に
つ
い
て
裁
判
所
は
宅
地
建
物
に
有
機
的
に
結
合
し
て
お
り
、

の
附
加
一
体
物
で
あ
る
と
し
、
附
加
一
体
物
に
は
物
理
的
に
一
体
を
な
す
物
だ
け
で
な
く
、
経
済
的
に
一
体
を
な
し
て
そ
の
効
用
を
助
け
る

集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

も
の
を
含
む
と
す
る
。
ま
た
、
[
侃
]
事
件
で
は
、
地
下
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
を
含
む
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
設
備
が
建
物
を
中
心
に
経
済
的
に

結
合
し
て
営
業
に
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
社
会
通
念
上
建
物
の
効
用
を
全
う
さ
せ
る
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
建
物
の
従

物
で
あ
る
と
し
た
。
さ
ら
に
、

[
訂
]
事
件
で
は
、
最
高
裁
判
所
第
一
小
法
廷
が
、
経
済
的
一
体
性
を
認
め
、
従
物
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

[
日
]
事
件
に
お
け
る
判
決
と
で
は
、

一
方
で
従
物
、
他
方
で
附
加
一
体
物
と
い
う
評
価
の
相
違
が
あ
る
が
、

し
か
し
、
経
済
的
一
体
性

とと
い
う
基
準
を
挙
げ
る
点
や
そ
の
内
容
の
点
で
一
致
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
者
の

[
印
]
事
件
で
は
、
機
能
や
そ
の
価
値
の
点
を
考
慮

し
て
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
配
電
盤
設
備
が
単
に
従
物
に
と
ど
ま
ら
ず
、
附
合
物
か
附
加
一
体
物
に
な
る
と
す
る
。
こ
こ
で
考
慮
さ
れ
た
機
能

や
価
値
と
は
、
九
階
建
て
の
ピ
ル
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
本
来
的
昇
降
手
段
と
し
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、

ピ
ル
の
目
的
を
十
分
に
機
能

さ
せ
る
た
め
に
相
当
の
電
力
を
必
要
と
し
本
件
配
電
盤
は
社
会
通
念
上
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
本
件
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
本
件
配
電
盤
は

高
層
ビ
ル
を
離
れ
て
は
そ
の
価
値
が
著
し
く
減
少
す
る
こ
と
の
三
点
で
あ
る
。
ま
た
、
[
臼
]
事
件
に
お
い
て
も
、
空
調
・
変
電
・
エ
レ
ベ

l

お

よそ
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説

タ
l
の
各
設
備
に
つ
い
て
、
経
験
則
上
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
取
り
は
ず
せ
ば
ピ
ル
の
経
済
的
価
値
を
著
し
く
段
損
す
る
こ
と
、

設
備
の
側
で
も
本
件
ビ
ル
に
合
わ
せ
て
設
計
さ
れ
て
い
る
た
め
取
り
は
ず
す
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
経
済
的
価
値
が
著
し
く
損
な
わ
れ
る
こ
と

論

が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
[
印
]
事
件
と
同
様
に
機
能
と
価
値
の
点
か
ら
判
断
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
右
で
と
り
上
げ
た
二
種
類
の
目
的
物
に
関
す
る
一

O
件
の
裁
判
例
は
い
ず
れ
も
、
戦
前
ま
で
に
登
場
し
た
こ
と
の
な
い
物
件
に
つ

い
て
の
も
の
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
評
価
の
基
準
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
、
こ
れ
ら
裁
判
例
は
、
①
経
済
的
な
観
点
か
ら
の
評
価
と

②
社
会
通
念
と
を
重
視
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
第
一
の
経
済
的
な
観
点
か
ら
の
評
価
に
関
し
て
は
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
設
備
の
方
が
経

済
的
な
一
体
性
を
そ
の
ま
ま
認
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ピ
ル
設
備
に
関
す
る
裁
判
例
で
は
、

そ
れ
を
取
り
は
ず
し
た
と
き
の
建
物
の
経
済

的
な
評
価
や
設
備
自
体
の
価
値
を
問
題
に
し
て
い
る
点
で
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
後
者
は
、

い
わ
ば
裏
面
か
ら
経
済
的
な
一
体
性
の
存
在
を
認
め
て
い
る
と
い
え
る
。

一
体
性
が
失
わ
れ
る
場
合
の
経
済
的
な
損

失
を
問
題
と
す
る
と
い
う
方
法
で
、

ま
た
、
こ
の
従
物
の
評
価
基
準
と
関
係
し
て
、
主
物
と
従
物
の
価
値
の
大
小
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
、

ま
た
、
従
物
の
価
値
の
大

小
と
抵
当
権
の
効
力
の
有
無
を
結
び
付
け
る
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
裁
判
例
[
臼
]

で
は
、
従
物
で
あ
る
諸
設
備
の
価
格
が

数
億
円
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
当
事
者
が
抵
当
権
の
及
ぶ
範
囲
か
ら
の
除
外
を
主
張
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
裁
判
所
は
、
当
事
者

聞
で
そ
の
よ
う
な
合
意
が
明
示
に
も
黙
示
に
も
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
否
定
し
た
。
ま
た
、
主
物
と
従
物
の
関
係
と
価
値
の
大
小
に
つ

い
て
は
、
裁
判
例
[
侃
]

に
お
い
て
、
社
会
観
念
か
ら
み
た
客
観
的
効
用
の
主
従
を
判
断
基
準
と
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
経
済
的
な
価
値
の
大

小
は
そ
の
決
定
的
要
素
と
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
、

そ
の
ス
タ
ン
ド
と
な
る
土
地
や
庖
舗
と
な
る
建
物

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
と
は
い
え
な
い
が
、
地
下
タ
ン
ク
が
な
く
と
も
そ
れ
に
代
わ
る
タ
ン
ク
が
あ
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に

(
幻
)

な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
は
、
主
物
と
従
物
の
区
別
を
客
観
的
な
効
用
の
観
点
か
ら
行
な
い
、
ま
た
、
従
物
の
経
済
的

が
な
け
れ
ば
、

価
値
が
大
き
く
と
も
抵
当
権
の
効
力
が
原
則
と
し
て
こ
れ
に
及
ぶ
と
し
て
い
る
と
い
え
る
。

ま
た
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そ
れ
で
は
最
後
に
、
第
三
期
ま
で
の
裁
判
例
の
到
達
点
か
ら
ど
の
点
で
、

ど
の
程
度
進
展
し
た
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
第
四
期
の
裁
判

例
を
概
観
す
る
。

第
一
に
、
第
三
期
ま
で
に
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
抵
当
権
設
定
後
の
附
属
物
へ
の
抵
当
権
の
効
力
に
関
し
て
は
、

[
訪
]
、

わ
ず
か
に

[
臼
]
事
件
が
扱
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

い
ず
れ
も
、
抵
当
権
の
効
力
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
若
干
、
異
な
る
部
分

[
判
]
お
よ
び

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

[
記
]
事
件
と
残
り
二
件
と
の
相
違
点
は
、

目
的
物
が
建
物
で
あ
る
か
否
か
で
あ
る
。
[
羽
]
事
件
は
、
附
属
建
物
が

抵
当
権
設
定
後
焼
失
し
、

ほ
ぽ
同
じ
附
属
建
物
を
新
築
し
た
事
案
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
同
一
登
記
用
紙
に
登
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
件

(
お
)

で
一
不
さ
れ
た
解
釈
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

と
し
て
附
属
建
物
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
い
う
裁
判
例
[
訂
]

一
般
的
に
抵
当
権
の
効
力
が
設
定
後
の
附
加
一
体
物
に
及
ぶ
こ
と
を
認
め
た
う
え
で
、
従
物
た
る
畳

に
つ
い
て
は
搬
入
が
目
前
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
や
畳
に
抵
当
権
を
及
ぼ
す
と
い
う
当
事
者
間
の
同
意
の
存
在
を
踏
ま
え
て
、

他
方
、
[
日
刊
]
事
件
に
お
い
て
は
、

そ
の
畳
が
設

集合財産担保に関する基礎的考察(5) 

[
臼
]
事
件
で
は
む
し
ろ
、
設
定
後
競
売
開
始
決
定
以
前
に
設
置
さ
れ
た

従
物
に
つ
い
て
は
抵
当
権
の
効
力
が
及
ば
な
い
と
し
て
も
、
競
売
が
行
な
わ
れ
た
場
合
に
は
そ
の
競
売
に
よ
る
所
有
権
移
転
に
よ
っ
て
従
物

備
と
当
時
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、

と
し
て
運
命
を
共
に
す
る
こ
と
を
基
礎
に
、

む
し
ろ
そ
の
競
売
開
始
決
定
が
主
物
に
つ
い
て
の
処
分
に
あ
た
る
と
考
え
る
こ
と
が
合
理
的
で

あ
り
、

さ
ら
に
抵
当
権
が
及
ぶ
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
、
当
事
者
の
意
思
と
搬
入
寸
前
で
あ
っ
た
と
い
う
特
殊

事
情
を
理
由
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
、
競
売
の
効
力
を
用
い
な
が
ら
も
、
結
局
は
、
正
面
か
ら
設
定
後
の
従
物
に
そ
の
効
力
が
及
ぶ

と
解
す
る
。
も
っ
と
も
同
時
に
、
後
者
で
は
抵
当
権
の
設
定
の
前
後
に
各
設
備
が
と
り
つ
け
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
を
区
別
し
て
取
り
扱
う
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こ
と
が
妥
当
で
は
な
い
と
い
う
判
断
が
判
決
の
基
礎
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
両
方
の
判
決
は
い
ず
れ
も

特
殊
な
事
情
の
存
す
る
事
案
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
抵
当
権
設
定
後
の
附
属
物
に
つ
い
て
、
第
四
期
に
至
っ
て
積
極
的
に
解
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
ま
で
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
は
、
問
題
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
裁
判
例
の
立
場
は
、
す
で
に
大
正
期



説

に
設
定
当
時
の
従
物
に
つ
い
て
抵
当
権
の
効
力
を
認
め
る
か
否
か
に
際
し
て
、
裁
判
所
が
と
っ
た
二
つ
の
方
法
と
一
致
し
て
い
る
。
と
く
に
、

後
者
の
よ
う
な
競
売
の
効
力
を
利
用
す
る
方
法
は
、
戦
前
の
裁
判
例
に
お
い
て
抵
当
権
の
効
力
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
際
に
よ
く
と
ら
れ
た

吾"6.a岡

構
成
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
積
極
的
に
解
す
る
方
向
に
あ
る
と
は
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
二
に
、
設
定
当
時
の
従
物
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
い
う
戦
前
の
裁
判
例
の
到
達
点
を
前
提
と
し
て
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
理
論
構

(
m
U
)
 

成
す
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
裁
判
例
は
、
学
説
に
お
け
る
根
拠
条
文
を
め
ぐ
る
争
い
の
影
響
を
受
け
て
、
い
く
つ
か
の
立
場
に
分
か

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
は
、
[
羽
]
、

お
よ
び

の
各
裁
判
例
の
よ
う
に
「
附
加
一
体
物
で
あ
る
か
ら
抵
当
権
が
及
ぶ
」

[
臼
]

[
印
]

と
し
つ
つ
、
三
七

O
条
に
い
う
附
加
一
体
物
に
従
物
が
含
ま
れ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
附
合
物
と
従
物
の
両
方
が
附
加

一
体
物
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
は
、
[
叫
]

[
判
]

[
特
]

[
羽
]

{
日
]

あ
る
か
ら
抵
当
権
が
及
ぶ
」
と
し
て
、

[
臼
]
[
前
]

ま
さ
に
八
七
条
二
項
に
よ
っ
て
直
接
従
物
に
抵
当
権
が
及
ぶ
と
い
う
結
論
を
導
く
も
の
で
あ
る
。
こ

[
日
]

[
訂
]

の
各
事
件
の
よ
う
に
「
従
物
で

の
他
に
、
[
臼
]
事
件
の
よ
う
に
附
合
し
た
こ
と
を
理
由
に
す
る
も
の
が
あ
る
。
附
合
す
れ
ば
同
時
に
附
加
し
て
一
体
と
な
り
、
抵
当
権
の

効
力
が
及
ぶ
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
二
一
七

O
条
を
根
拠
と
す
る
点
で
は
、
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
第
一
の
立
場
と
同
じ
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
以
上
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
裁
判
例
の
大
勢
と
し
て
は
、
従
物
で
あ
る
か
ら
と
い
う
こ
と
を
理
由
と
す
る
も
の
の
方
が

中
心
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
抵
当
権
の
効
力
が
従
物
に
及
ぶ
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
公
示
す
る
の
か
、

ま
た
、

ど
の
よ
う
に
し
て
第
三

者
に
対
抗
す
る
の
か
。
こ
の
点
に
関
す
る
裁
判
例
と
し
て
は
、

た
と
え
ば

[
叫
]
事
件
や

[
町
]
事
件
が
あ
る
。
前
者
の
事
件
で
は
大
阪
高

裁
は
、
従
物
に
つ
い
て
の
抵
当
権
は
主
物
に
つ
い
て
の
登
記
と
主
物
の
常
用
の
た
め
に
附
属
す
る
と
い
う
客
観
的
状
態
と
に
よ
っ
て
第
三
者

に
対
抗
で
き
る
と
判
示
し
た
の
に
対
し
て
、
最
高
裁
は
昭
和
四
四
年
判
決
、
す
な
わ
ち

[
町
]
事
件
に
お
い
て
、
抵
当
権
設
定
当
時
の
従
物

に
関
し
て
抵
当
権
設
定
登
記
に
よ
っ
て
三
七

O
条
に
基
づ
き
従
物
に
も
対
抗
力
を
生
じ
る
と
判
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
実
際
に
は
両
者
の
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判
決
は
同
一
の
内
容
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
阪
高
裁
が
挙
げ
る
第
二
の
要
件
は
、
動
産
が
不
動
産
の
従
物

で
あ
る
た
め
の
要
件
で
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
附
加
一
体
物
の
場
合
だ
け
で
な
く
、
従
物
が
問
題
と
な
る
場
合
で
あ
っ
て

も
、
裁
判
所
は
、
抵
当
権
の
登
記
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
も
っ
て
従
物
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
を
第
三
者
に
対
抗
で
き
る
と
い
う
解
釈
を

(
初
)

と
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

二
)
」
北
法
三
一
巻

(
三
日
四
号
(
上
)
三
八
七

1
コ
一
八
九
頁
)

九

集合財産担保に関する基礎的考察 (5) 

(
1
)

こ
の
点
は
、
す
で
に
、
瀬
川
信
久
「
抵
当
権
と
従
物

一
頁
(
昭
五
六
)
が
指
摘
し
て
い
る
。

(
2
)
裁
判
例
[
叩
]
、
[
日
]
お
よ
び
[
日
]
の
コ
メ
ン
ト
、
雑
報
「
家
屋
と
造
作
」
志
林
四
二
号
八
五
頁
(
明
三
六
)
な
ら
び
に
村
上
享
三
郎
「
主

物
た
る
不
動
産
の
抵
嘗
権
が
其
従
物
た
る
動
産
に
及
ぼ
す
効
力
に
就
て
」
新
聞
三
九
九
号
八
頁
(
明
四

O
)
[裁
判
例
[
日
]
に
つ
い
て
の
判
批
]

を
参
照
の
こ
と
。

(
3
)
も
っ
と
も
、
従
物
と
評
価
し
た
の
は

[
5
]
事
件
で
あ
る
が
、
こ
の
事
件
に
お
い
て
、
大
審
院
は
、
工
場
内
の
機
械
器
具
を
定
著
物
で
あ
る
か
、

そ
う
で
な
い
と
し
て
も
従
物
で
あ
る
と
判
示
し
た
名
古
屋
控
訴
院
の
判
決
を
支
持
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
、
本
件
訴
訟
で
当
事
者
は
、

も
っ
ぱ
ら
当
該
機
械
器
具
類
が
定
著
物
で
あ
る
か
否
か
を
問
題
と
し
て
い
る
。

(
3
a
)
た
だ
し
、
[
臼
]
お
よ
び
[
日
]
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
造
作
に
つ
い
て
の
み
附
加
一
体
物
と
し
て
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
を
認
め
た

判
決
で
あ
る
。
と
く
に
、
[
日
]
は
、
同
時
に
争
わ
れ
た
畳
建
具
に
つ
い
て
、
抵
当
権
が
及
ば
な
い
と
解
し
て
い
る
。

(
4
)
な
ぜ
、
こ
の
時
期
の
裁
判
所
が
否
定
的
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
瀬
川
・
前
掲
注

(
1
)

一
一
二
二
三
頁
は
、
第
一
に
畳
建
具
が
家

屋
の
必
備
品
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
第
二
に
当
事
者
意
思
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
こ
と
、
第
三
に
動
産
の
非
占
有
担
保
に
対
す
る
強
い

疑
念
が
存
し
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
る
。

(
5
)
こ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
に
、
瀬
川
・
前
掲
注

(
l
)

一
一
一
一
一
一
四
頁
が
あ
る
。

(
6
)
こ
の
判
断
は
、

[
7
]
事
件
に
お
い
て
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
判
決
自
体
が
上
述
し
た

あ
る
の
で
、
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。
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[
1
]
事
件
の
差
戻
審
で
の
判
決
で



(
7
)
も
っ
と
も
、
こ
の
後
も
機
械
に
関
す
る
事
件
は
登
場
す
る
が
、
そ
れ
は
工
場
抵
当
法
が
「
工
場
」
に
つ
い
て
当
事
者
が
そ
の
設
定
を
望
ん
だ

場
合
に
し
か
適
用
さ
れ
な
い
た
め
で
あ
る
と
指
摘
す
る
も
の
に
、
た
と
え
ば
、
瀬
川
・
前
掲
注

(
1
)

二
二
二
四
頁
注

(
5
)
が
あ
る
。
し
か
し
、

工
場
抵
当
法
第
二
条
の
文
言
か
ら
、
客
観
的
に
「
工
場
」
に
属
す
る
土
地
と
建
物
が
抵
当
権
の
目
的
で
あ
る
場
合
に
は
、
特
別
な
意
思
表
示
な

し
に
、
工
場
抵
当
が
設
定
さ
れ
る
と
考
え
る
立
場
か
ら
は
、
そ
の
建
造
物
が
「
工
場
」
に
妥
当
し
な
い
と
き
は
、
工
場
抵
当
法
に
よ
ら
ず
、
民

法
上
の
抵
当
権
の
適
用
が
問
題
と
な
ろ
う
。
こ
の
立
場
を
と
る
も
の
と
し
て
、
香
川
保
一
『
工
場
及
び
鉱
業
抵
当
法
』
一
一
一
一
頁
(
港
出
版
合
作
社
、

改
定
増
補
再
刷
版
、
昭
三
五
)
、
酒
井
栄
治
『
工
場
抵
当
法
〈
特
別
法
コ
ン
メ
ン
タ

l
ル
〉
』
一
八
頁
(
第
一
法
規
、
昭
六
三
)
な
ど
が
あ
る
。

(
8
)
も
っ
と
も
、
こ
の
事
件
で
は
抵
当
権
者
は
、
抵
当
権
を
実
行
し
た
の
で
は
な
く
、
強
制
競
売
を
行
な
っ
た
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
厳
密
に
は
抵
当
権
の
目
的
物
に
関
す
る
事
件
で
は
な
い
が
、
傍
論
に
そ
の
点
に
つ
い
て
の
説
示
が
あ
る
。

(
9
)
こ
れ
は
、
注

(
7
)
で
述
べ
た
よ
う
に
、
財
団
抵
当
法
の
一
つ
で
あ
る
工
場
抵
当
法
の
カ
バ
ー
す
る
範
囲
が
い
わ
ゆ
る
「
工
場
」
に
限
定
さ

れ
て
い
る
た
め
、
商
庖
に
備
え
付
け
ら
れ
た
機
械
器
具
類
に
は
適
用
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

(
叩
)
本
件
で
大
審
院
が
こ
の
よ
う
な
事
案
の
解
決
に
至
っ
た
理
由
と
し
て
、
本
件
は
納
屋
や
湯
殿
、
便
所
等
の
附
属
建
物
の
帰
属
が
争
点
で
あ
り
、

ま
た
、
抵
当
権
が
宅
地
建
物
に
設
定
さ
れ
て
い
た
の
で
、
競
落
人
を
保
護
し
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
附
属
建
物
の
搬
出
な
ど
を
、
事
案
の

解
決
と
し
て
、
考
え
に
く
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
日
)
た
と
え
ば
、
信
濃
孝
一
「
宅
地
上
の
従
物
と
抵
当
権
の
効
力
」
野
田
宏
H
後
藤
邦
春
編
『
裁
判
実
務
体
系
H
担
保
関
係
訴
訟
法
』
一
一

O
頁
(
青

林
書
院
、
平
三
)
、
湯
浅
道
男
「
抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
」
星
野
英
一
ほ
か
編
『
民
法
講
座
3
物
権

(
2
)
』
六
二
頁
(
有
斐
閣
、
昭
五
九
)

な
ど
が
こ
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

(
臼
)
こ
の
判
決
は
、
附
加
一
体
物
と
さ
れ
る
べ
き
茶
の
聞
を
従
物
と
し
た
点
、
お
よ
び
、
従
物
に
抵
当
権
の
効
力
の
及
ぶ
の
が
大
審
院
の
判
例
と

し
た
点
が
問
題
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
(
た
と
え
ば
、
我
妻
栄
「
判
批
」
『
判
例
民
法
』
大
正
一

0
年
度
一
一
一
一
事
件
三
六
O
頁
(
大
一
一
一
)

[
同
『
民
法
判
例
評
釈

I
総
則
・
物
権
・
担
保
物
権
』
三
八
九
頁
(
コ
ン
メ
ン
タ

1
ル
刊
行
会
、
昭
四

O
)
所
収
]
、
同
「
建
物
の
抵
当
権
の
効

力
は
設
定
当
時
の
畳
建
具
に
及
ぶ
」
『
連
合
部
判
決
巡
歴

I
総
則
・
物
権
』
二
八
四
頁
(
有
斐
閣
、
昭
一
三
一
一
)
な
ど
)
。
し
か
し
、
論
理
的
な
問

題
や
根
拠
法
令
の
問
題
を
離
れ
て
、
経
済
的
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
判
決
が
担
保
権
設
定
後
に
附
属
し
た
物
に
担
保
権
が
及
ぶ
と
し
た
点
が
、

重
要
で
あ
る
。

(
日
)
建
物
の
個
数
を
判
断
す
る
場
合
の
判
断
基
準
と
し
て
、
建
物
の
物
理
的
構
造
の
ほ
か
に
、

説論

北法46(5・210)1342
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点
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事
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者
の
意
思
、
周
囲
の
建
物
と
の
接
着
の
程
度
、
連
絡
設
備
お
よ
び
周
囲
の
状
況
な
ど
の
客
観
的
事
情
と
共
に
加
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
判
決

が
あ
る
(
大
判
昭
和
七
年
六
月
九
日
(
一
民
)
民
集
一
一
巻
一
三
四
一
頁
)
。

(
H
H
)

残
り
一
件
、
す
な
わ
ち
裁
判
例
[
泊
]
は
、
国
軍
建
具
、
に
つ
い
て
の
法
的
評
価
を
行
な
っ
て
い
な
い
。

(
日
)
一
般
的
な
評
価
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
柚
木
馨
編
尽
注
釈
民
法

(
9
)
物
権

(
4
)
』
三
九
頁
[
柚
木
馨
H
西
沢
修
]
(
有
斐
閣
、
昭
四

O
)
、

我
妻
栄
ほ
か
編
『
判
例
コ
ン
メ
ン
タ

l
ル
田
担
保
物
権
法
』
二
八
三
一
頁
[
清
水
誠
]
(
コ
ン
メ
ン
タ
l
ル
刊
行
会
、
昭
四
三
一
)
、
高
木
多
喜
男
『
担

保
物
権
法
』
一
一
五
頁
(
有
斐
閣
、
昭
五
九
)
[
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
否
定
判
決
の
理
論
構
成
か
ら
積
極
説
の
判
例
法
理
を
抽
出
す
る
こ
と
は

妥
当
で
は
な
い
と
す
る
]
、
信
濃
・
前
掲
注
(
日
)
一
一
二
貝
な
ど
が
あ
る
。

他
方
、
於
保
不
二
雄
「
附
加
物
及
ぴ
従
物
と
抵
嘗
権
」
民
商
二
九
巻
(
五
号
二
二
一
貝
)
三
一
七
頁
(
昭
二
九
)
は
、
判
決
は
同
時
に
八
七
条

二
項
が
解
釈
規
定
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
反
対
解
釈
か
ら
の
そ
の
よ
う
な
-
評
価
は
で
き
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
瀬
川
信
久
「
抵
当
権
と

従
物
」
谷
口
知
平
H
加
藤
一
郎
編
『
新
版
・
判
例
演
習
民
法

2

物
権
』
二
三

O
頁
(
有
斐
閣
、
昭
五
七
)
は
、
特
約
の
な
い
場
合
に
抵
当
権

の
効
力
が
及
ば
な
い
と
し
た
判
決
で
は
な
く
、
む
し
ろ
事
案
の
内
容
か
ら
は
設
定
後
の
従
物
に
抵
当
権
が
及
ば
な
い
と
い
う
判
決
で
あ
る
と
評

価
す
る
。

(
凶
)
こ
の
よ
う
な
評
価
を
す
る
も
の
に
、
於
保
不
二
雄
「
抵
当
権
の
及
ぶ
目
的
物
の
範
囲
」
『
総
合
判
例
研
究
叢
書
民
法

(
5
)
』
一
一

O
頁
(
有

斐
関
、
昭
三
二
)
、
我
妻
「
建
物
の
抵
当
権
の
効
力
は
設
定
当
時
の
畳
建
具
に
及
ぶ
」
・
前
掲
注
(
ロ
)
二
八
九
頁
な
ど
が
あ
る
。

(
げ
)
こ
こ
ま
で
で
と
り
上
げ
た
[
誌
で
[
部
]
お
よ
び
[
位
]
の
一
二
つ
の
事
件
は
、
む
し
ろ
次
款
で
と
り
上
げ
る
「
分
離
」
と
抵
当
権
の
効
力
に

か
か
わ
る
事
件
で
あ
る
。

(
四
)
も
っ
と
も
、
畳
建
具
付
の
建
物
を
売
却
し
た
後
、
売
主
の
債
権
者
か
ら
の
畳
建
具
、
へ
の
強
制
執
行
に
対
し
て
買
主
が
第
三
者
異
議
の
訴
を
提

起
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
大
審
院
の
判
断
は
、
一
致
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
、
畳
建
具
の
譲
受
け
の
対
抗
要
件
は
建
物
の
登
記
の

み
で
足
り
る
と
す
る
(
大
判
昭
和
八
年
二
一
月
一
八
日
(
一
民
)
民
集
二
一
巻
二
八
五
四
頁
)
が
、
他
方
で
、
動
産
と
し
て
独
立
の
対
抗
要
件

の
具
備
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
(
大
判
昭
和
一

O
年
一
月
二
五
日
(
二
民
)
新
聞
三
八

O
二
号
二
一
頁
)
。

(
印
)
本
件
の
主
た
る
争
点
は
、
最
低
競
売
価
格
の
算
定
に
際
し
て
評
価
し
な
か
っ
た
動
産
の
競
落
に
よ
っ
て
そ
の
所
有
権
を
取
得
し
た
Y
に
不
当

利
得
が
あ
る
の
か
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
裁
判
所
は
、
こ
の
取
庇
は
手
続
き
上
の
も
の
で
あ
っ
て
、
手
続
き
完
結
後
は
も
は
や
こ
れ
を
主

張
し
て
所
有
権
取
得
を
否
認
し
え
な
い
の
で
、
不
当
利
得
は
な
か
っ
た
と
し
た
。
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5見

(
却
)
別
棟
で
あ
る
本
件
物
置
を
附
属
建
物
と
裁
判
所
が
判
断
し
た
基
準
は
、
そ
の
位
置
と
構
造
で
あ
る
。

(
幻
)
も
っ
と
も
、
本
件
で
は
同
時
に
法
定
地
上
権
の
範
囲
内
に
庭
木
庭
石
が
含
ま
れ
る
と
し
て
、
結
局
X
の
控
訴
を
棄
却
し
た
。

(
犯
)
な
お
本
件
で
は
、

X
は
、
こ
の
他
賃
料
相
当
額
の
損
害
金
の
支
払
も
求
め
て
お
り
、
こ
れ
も
認
容
さ
れ
た
。

(
お
)
こ
れ
に
対
し
て
、
戦
前
の
裁
判
例
は
一
二
つ
の
時
期
す
べ
て
合
わ
せ
て
、
合
計
四
三
件
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
半
数
以
上
の
二
七
件
が
畳
建
具

に
関
す
る
事
件
で
あ
る
か
ら
、
戦
後
の
事
件
数
が
二
三
件
中
三
件
と
い
う
の
は
き
わ
め
て
大
き
な
変
化
で
あ
る
と
い
え
る
。

(
剖
)
附
属
建
物
に
関
す
る
事
件
は
、
戦
前
が
五
件
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
戦
後
が
一

O
件
で
あ
る
か
ら
、
単
純
に
数
の
点
で
二
倍
、
全
体
の
占
め

る
割
合
の
点
で
は
四
倍
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
電
気
設
備
は
戦
前
は
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
か
ら
、
新
た
に
登
場
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
お
)
畳
建
具
、
を
例
に
と
っ
て
み
る
と
、
戦
前
期
、
と
く
に
明
治
初
期
に
は
ん
家
屋
に
畳
建
具
が
必
備
品
と
し
て
備
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、

こ
れ
が
、
抵
当
権
の
効
力
が
及
ば
な
い
と
の
裁
判
例
の
原
因
で
は
な
か
っ
た
か
と
の
指
摘
が
存
す
る
(
瀬
川
・
前
掲
注

(
1
)

一一一一

O
八
頁
)

0

逆
に
、
現
在
、
家
屋
に
畳
建
具
が
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
と
の
意
識
こ
そ
存
し
な
い
。
当
然
備
え
て
い
る
も
の
と
考
え
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
畳
が
そ
も
そ
も
敷
物
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
そ
の
事
実
を
忘
れ
(
柳
田
国
男
『
明
治
大
正
史
第
四
巻
世
相
篇
』
九
七
、
九
八
頁
(
朝

日
新
聞
社
、
昭
六
)
、
柳
田
国
男
編
纂
『
開
国
百
年
記
念
文
化
事
業
会
編
/
東
洋
文
庫
蔵
版
明
治
文
化
史
第
口
巻
風
俗
』
八

O
頁
[
直
江
広
治
]

(
原
書
房
、
昭
五
四
)
)
、
同
時
に
床
材
と
な
っ
て
い
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
(
小
泉
和
子
『
日
本
史
小
百
科
口
家
具
』
六
一
頁
(
近
藤
出
版
社
、
昭

五
五
)
)
。
こ
の
よ
う
な
事
実
面
で
の
評
価
を
踏
ま
え
れ
ば
、
現
在
、
畳
建
具
は
、
従
物
よ
り
も
む
し
ろ
家
屋
の
構
成
部
分
と
法
的
に
評
価
す
る

方
が
妥
当
だ
ろ
う
(
瀬
川
・
前
掲
注
(
日
)
二
三
七
頁
は
、
従
物
と
構
成
部
分
の
区
別
の
基
準
の
検
討
に
際
し
て
、
同
様
の
こ
と
を
す
で
に
主

張
し
て
い
る
)
。
ま
た
、
槙
悌
次
「
建
物
と
備
付
施
設
と
の
集
合
体
と
従
物
法
理
二
)
」
民
商
一

O
五
巻
(
四
号
九
頁
)
四
四
七
頁
(
平
四
)
は
、

中
古
口
叩
の
商
品
性
の
低
下
に
よ
っ
て
市
場
が
狭
ま
る
と
、
分
離
・
搬
出
に
よ
っ
て
大
幅
に
価
値
が
低
下
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
そ
の

位
置
づ
け
自
体
が
従
物
か
ら
構
成
部
分
へ
と
変
化
し
た
と
主
張
す
る
。

ま
た
、
戦
前
期
、
畳
建
具
が
家
屋
の
必
備
品
で
な
か
っ
た
こ
と
を
一
面
で
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
借
家
に
お
け
る
畳
建
具
の
取
扱

い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
で
、
た
と
え
ば
、
江
戸
時
代
の
い
わ
ゆ
る
裏
長
屋
で
は
畳
・
戸
・
障
子
な
ど
は
、
借
家
人
持
ち
が
通
例
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
、
明
治
に
な
り
江
戸
が
東
京
と
変
わ
っ
て
も
し
ば
ら
く
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
(
渋
沢
敬
三
編
纂
『
開
国
百
年
記
念
文
化
事
業

会
編
/
東
洋
文
庫
蔵
版
明
治
文
化
史
第
ロ
巻
生
活
』
二
九
八
頁
[
宮
本
馨
太
郎
]
(
原
書
房
、
昭
五
四
)
)
。
同
様
の
指
摘
を
す
る
も
の
に
、
鈴

木
禄
弥
「
借
地
・
借
家
法
前
史
(
一
ご
法
学
二
六
巻
(
三
号
三
二
只
)
一
一
五
一
頁
(
昭
三
七
)
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
変
化

~Å 
両岡
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は
、
従
来
の
居
職
人
や
出
職
人
の
ほ
か
に
、
官
吏
、
箪
人
お
よ
び
会
社
員
な
ど
の
転
勤
の
避
け
ら
れ
な
い
階
層
が
借
家
人
と
な
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
じ
た
と
い
う
。

(
お
)
こ
の
こ
と
を
明
言
す
る
も
の
に
、
た
と
え
ば
、
裁
判
例
[
日
]
が
あ
る
。

(
幻
)
正
確
に
は
、
土
地
は
必
ず
必
要
で
あ
る
が
、
無
庖
舗
ス
タ
ン
ド
、
た
と
え
ば
自
動
販
売
機
の
よ
う
な
給
油
設
備
を
考
え
れ
ば
、
必
ず
し
も
建

物
は
必
要
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
給
油
設
備
を
用
い
て
営
業
を
す
る
場
合
、
そ
も
そ
も
抵
当
権
が
建
物
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

わ
け
で
あ
る
か
ら
、
主
従
関
係
を
考
え
る
必
要
も
な
い
と
い
え
る
。

(
お
)
こ
の
点
か
ら
み
て
、
裁
判
所
は
本
件
附
属
建
物
を
附
加
一
体
物
と
評
価
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
却
)
こ
の
学
説
の
対
立
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

(
却
)
も
っ
と
も
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
戦
前
の
裁
判
例
[
幻
]
が
附
属
建
物
と
し
て
抵
当
建
物
と
同
一
登
記
用
紙
へ
の
登
記
を
必
要
と
す
る
と

判
示
し
て
い
る
点
が
変
更
さ
れ
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
戦
後
の
裁
判
例
を
み
る
と
、
[
日
制
]
事
件
に
お
い
て
、
名
古
屋
高
裁

は
、
同
一
登
記
用
紙
に
登
記
さ
れ
て
い
た
附
属
建
物
の
登
記
を
流
用
し
た
附
属
建
物
に
つ
い
て
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
す
る
。
ま
た
、
[
叩
]

事
件
に
お
い
て
、
最
高
裁
は
、
独
立
の
建
物
と
す
る
基
準
の
一
つ
に
一
個
の
建
物
と
し
て
登
記
さ
れ
る
に
至
っ
た
事
情
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、

積
極
的
に
登
記
を
必
要
と
す
る
と
い
う
説
示
は
な
か
っ
た
し
、
ま
た
、
後
者
は
む
し
ろ
逆
に
独
立
の
建
物
と
な
る
場
合
に
独
立
の
登
記
が
必
要

で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
附
属
状
態
を
公
示
す
る
た
め
に
必
要
か
否
か
は
こ
こ
か
ら
は
明
ら
か
と
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

点
に
関
す
る
最
高
裁
判
所
の
立
場
は
明
ら
か
で
は
な
い
と
い
え
る
。
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